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はじめにはじめにはじめにはじめに

用途用途用途用途
このマニュアルおよび『Oracle8i for AIX-Based Systems 管理者リファレンス』は、AIXシス
テムでの Oracle8i リリース 8.1.7のインストールおよび構成方法を記載しています。製品固
有のマニュアルは、Oracle8i関連マニュアル・セットに含まれています。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、AIXシステムに Oracle8i リリース 8.1.7をインストールする方を対象と
しています。

Oracle8i Workgroup Serverおよびおよびおよびおよび Oracle8i Enterprise Edition
特に指示がない限り、このマニュアルで説明している特長や機能は、Oracle8i Workgroup 
Serverおよび Oracle8i Enterprise Editionに共通です。
v



このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則

コマンドの構文コマンドの構文コマンドの構文コマンドの構文
UNIXのコマンドの構文は固定幅フォントで表し、Bourneシェルの使用を前提としていま
す。UNIXコマンド例の先頭の $文字はプロンプトで、入力する必要はありません。UNIX
では大文字と小文字が区別されるため、このマニュアルの表記規則は、他の Oracleマニュ
アルで使用されている表記規則と多少異なります。

固定幅フォント 固定幅フォントは、UNIXコマンド、ディレクトリ名、ユーザー名、パ
ス名およびファイル名を表します。

大カッコ [ ] 大カッコで囲まれた語は、キーの名前を表します（たとえば、[Return]
を押す）。ただし、コマンド構文で大カッコを使用する場合は意味が異
なります。

大文字 大文字は、SQLの予約語、初期化パラメータおよび環境変数を表しま
す。

バックスラッシュ
\

バックスラッシュは、コマンドが 1行に入りきらない場合に使用しま
す。このマニュアルで記載しているとおりに入力する（バックスラッ
シュを付ける）か、またはバックスラッシュを付けずに 1行で入力しま
す。

dd if=/dev/rdsk/c0t1d0s6 of=/dev/rst0 bs=10b \
count=10000

中カッコ { } 中カッコは、必ず選択する項目を表します。.DEFINE {macro1}

大カッコ [ ] 大カッコは、任意に選択する項目を表します。
cvtcrt termname [outfile]

ただし、本文で大カッコを使用する場合は意味が異なります。

省略記号 ... 省略記号は、同じ項目を任意の回数だけ繰り返すことを表します。

CHKVAL fieldname value1 value2 ... valueN

イタリック体 イタリック体は、変数を表します。変数の箇所を適切な値に置き換えて
ください。
library_name

縦棒線 | 縦棒線は、中カッコまたは大カッコで囲まれている選択項目を表しま
す。
SIZE filesize [K|M]
vi



インストールしたドキュメントの表示インストールしたドキュメントの表示インストールしたドキュメントの表示インストールしたドキュメントの表示
Oracle8i for AIX-Based Systemsのドキュメントには、このマニュアルおよび『Oracle8i for 
AIX-Based Systems 管理者リファレンス』があります。ドキュメントは、HTMLおよび PDF
（Adobe Portable Document Format、表示するには Acrobat Readerが必要）形式でインス
トールできます。AIX固有のドキュメント・ファイルは、Oracle8i CD-ROMからインス
トールできます。Oracle8i関連マニュアル・ファイルは、CD-ROM版の Oracle8i関連マ
ニュアル・セットからインストールできます。ドキュメント・ファイルの位置は、次の規則
に従って決定されます。

� 環境変数に ORACLE_DOCが定義されている場合、定義されたディレクトリにファイル
がインストールされます。

� ORACLE_DOCは定義されていないが、ORACLE_BASEが定義されている場合、ファ
イルは $ORACLE_BASE/docディレクトリにインストールされます。

� 現行の環境変数に ORACLE_DOCまたは ORACLE_BASEのどちらも定義されていない
場合、ファイルは $ORACLE_HOME/docディレクトリにインストールされます。

ドキュメントを参照するには、index.htmまたは products.htmのいずれかをブラウザで
表示します（後者は、フレーム表示可能なブラウザが不要です）。紙マニュアルが必要な場
合は、PDFファイルを印刷してください。

Oracle製品のドキュメント製品のドキュメント製品のドキュメント製品のドキュメント
Oracle8i製品のドキュメントは、CD-ROM版の Oracle8i関連マニュアル・セットにありま
す。CD-ROMのドキュメントの表示およびインストール方法については、CD-ROMの最上
位ディレクトリにある READMEファイルを参照してください。

Oracle Information Navigator
Oracle Information Navigatorは、Oracleオンライン・ドキュメントとともに提供される
Javaベースの検索およびナビゲーション・ユーティリティです。Java対応のブラウザを使用
して、CD-ROMの最上位層にある index.htmファイルをオープンすると、Information 
Navigatorが自動的に起動されます。Information Navigatorは Oracle製品ドキュメントに
使用でき、CD-ROMまたはインストールしたファイルのどちらからでもドキュメントを読
むことができます。
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参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
リレーショナル・データベース管理システム関連の概念または用語に慣れていない場合は、
インストールを始める前に、『Oracle8i概要』の第 1章をお読みください。

本番データベース・システム用のシステム管理およびチューニングの詳細は、次のマニュア
ルを参照してください。

� 『Oracle8i for AIX-Based Systems管理者リファレンス』

� 『Oracle8i 管理者ガイド』

� 『Oracle8i Net8 管理者ガイド』

� 『Oracle8i パフォーマンスのための設計およびチューニング』

前回のリリースの Oracle Serverからの移行およびアップグレードの詳細は、『Oracle8i 移行
ガイド』を参照してください。

Oracle Workflowのインストールについては、『Oracle Workflowインストレーション補足』
を参照してください。

Oracle Internet Directoryのインストールについては、『Oracle Internet Directory管理者ガイ
ド』を参照してください。

Oracleサービスおよびサポートサービスおよびサポートサービスおよびサポートサービスおよびサポート
オラクル社は、企業システム・ソリューションをサポートする、Oracle Educationコース、
Oracle Consultingサービスおよび Oracle Worldwide Customer Supportなどの幅広いサー
ビスを提供しています。Oracle製品およびグローバル・サービスの詳細は、インターネット
で次の URLを参照してください。

http://www.oracle.com

ここでは、選択されたサービスの URLを示します。

Oracleサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス
テクニカル・サポート情報は、次の URLに示されています。

http://www.oracle.com/support

テンプレートをご使用になると、電話をかける前に、問題に関する情報を用意することがで
きます。CSI番号（該当する場合）、または詳しい連絡先情報（特別なプロジェクト情報があ
る場合は、それも含む）も必要です。
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オラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センター
オラクル社カスタマ・サポート・センターの連絡先は、次の URLから参照できます。

http://www.oracle.com/support/

教育およびトレーニング教育およびトレーニング教育およびトレーニング教育およびトレーニング
トレーニング情報およびスケジュールは、次の URLから参照できます。

http://education.oracle.com
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システム
1

システム要件システム要件システム要件システム要件

インストールを短時間で正常に完了するためには、Oracleソフトウェアをインストールする
ためのソフトウェアの依存関係および領域要件を、ローカル・システムが満たしている必要
があります。この章では、AIXに Oracle8iをインストールする場合の要件と、今回のリリー
スでの制限事項を説明します。インストールを始める前に、この章で説明する要件をシステ
ムが満たしていることを確認してください。

� インストールの概要

� システム要件

� AIXおよびインストールに固有の問題点および制限事項
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インストールの概要
インストールの概要インストールの概要インストールの概要インストールの概要
Oracle8iをインストールする手順は、次のとおりです。

1. 前提条件を満たす : ローカル・システムのハードウェア、ソフトウェア、メモリーおよ
びディスク領域が、インストールする製品の要件を満たしていることを確認します。要
件および制限事項は、この章に記述しています。

2. インストール前のタスクを行う : インストールする製品用に UNIX環境が正しく設定さ
れ、インストール前のタスクが完了していることを確認します。 詳細は、第 2章「イン
ストール前の作業」を参照してください。

3. インストールを行う : CD-ROMで提供されている Oracle Universal Installerを使用し
て、Oracle製品をインストールします。 詳細は、第 3章「インストール」を参照してく
ださい。

4. インストール後のタスクを行う : データベース・オブジェクトを作成してユーザー環境
を構築し、インストールした Oracle製品をローカル・システム用に構成します。 詳細
は、第 4章「インストール後の作業」を参照してください。

5. Clientインストールを行う : Oracle8i リリース 8.1.7 CD-ROMに含まれていない Client 
Tools、アプリケーションおよびクライアント・インタフェースをインストールする場
合は、それぞれの製品のドキュメントに記述されている要件および指示を確認します。

製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ
Oracle8i for AIX-Based Systems リリース 8.1.7には、3つの製品カテゴリがあります。

� Oracle8i Enterprise Edition

� Oracle8i Management and Integration

� Oracle8i Client

各製品カテゴリには、複数のインストール・タイプがあります。1-3ページの表 1-1
「Oracle8i製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ」に、製品カテゴリ
およびタイプの概要を示します。Oracle8i for AIX-Based Systems リリース 8.1.7 CD-ROMに
含まれる個々のソフトウェア製品の説明およびリリース番号については、付録 A「Oracle8i
製品」を参照してください。
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インストールの概要
表表表表 1-1 Oracle8i製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ

インストール・カテゴリインストール・カテゴリインストール・カテゴリインストール・カテゴリ インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成

Oracle8i Enterprise Edition Typical

構成済の初期データベース、ライセンスされた Oracleオプション、ネット
ワーキング・サービス、Oracle Utilities、（Enterprise Management Toolsを含
む）Oracle Enterprise Manager Consoleおよびオンライン・ドキュメントをイ
ンストールします。このインストール・タイプは、標準的なデータベース環境
で使用する一連の製品を必要とするユーザーにお薦めします。

Minimal

構成済の初期データベース、ネットワーキング・サービス、（Enterprise 
Management Toolsを含む）Oracle Enterprise Manager Consoleおよび Oracle 
Utilitiesをインストールします。このインストール・タイプは、最小のデータ
ベース・パッケージを必要とするユーザーにお薦めします。

Custom

前述のインストール・タイプで示した製品を、選択してインストールできま
す。また、データベースおよびネットワーク構成をカスタマイズすることがで
きます。

Oracle8i Management and 
Integration

Oracle Management Server

（Enterprise Management Toolsを含む）Oracle Enterprise Manager Console、
ネットワーキング・サービス、ユーティリティ、基本的なクライアント・ソフ
トウェアおよびオンライン・ドキュメントをインストールします。

Oracle Internet Directory

Oracle Internet Directory に必要な Oracle Internet Directory Server、Client 
Toolsおよびデータベース・スキーマをインストールします。

Oracle Integration Server

企業内および企業間でアプリケーションを統合する XML対応のコンポーネン
トをインストールします。コンポーネントには、Oracle Enterprise Manager、
Oracle8i JVM、Workflowエンジン、ディレクトリ・サービス、アドバンス
ト・キューイングおよびインターネット・インターコネクト・アダプタが含ま
れます。

Custom

前述のインストール・タイプで示した製品を選択してインストールできます。
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システム要件
システム要件システム要件システム要件システム要件
Oracle8i リリース 8.1.7の製品をインストールする前に、システムが次の要件を満たしてい
ることを確認してください。

� ハードウェア要件

� ディスク領域要件

� オペレーティング・システム・ソフトウェア要件

� オンライン・ドキュメントの要件

� その他の製品固有の要件

Oracle8i Client Administrator

（Enterprise Management Toolsを含む）Oracle Enterprise Manager Console、
ネットワーキング・サービス、ユーティリティ、基本的なクライアント・ソフ
トウェアおよびオンライン・ドキュメントをインストールします。

Programmer

Oracle8iデータベースにアクセスするアプリケーションを作成するための開発
ツールおよびインタフェースが含まれています。このインストール・パッケー
ジには、プリコンパイラ、ネットワーキング・サービスおよびドキュメントも
含まれています。

Application User

データベース・アプリケーションのユーザーが Oracle8iデータベースに接続し
て対話するための、ネットワーキング・サービスおよびサポート・ファイルを
提供します。 

Custom

前述のインストール・タイプで示した製品を、選択してインストールできま
す。

注意注意注意注意 : ご使用のシステムが、選択した Oracle製品の要件を満たしていな
い場合、インストールを完了することができません。

表表表表 1-1 Oracle8i製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ（続き）（続き）（続き）（続き）

インストール・カテゴリインストール・カテゴリインストール・カテゴリインストール・カテゴリ インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成
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システム要件
ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件
今回のリリースに含まれる Oracle8i製品をインストールするには、ご使用の AIXシステム
が表 1-2に示すハードウェア要件を満たしている必要があります。
 

メモリーメモリーメモリーメモリー
ご使用のシステムの RAMサイズを確認するには、次のコマンドを入力します。

$ /etc/lsattr -El mem0

スワップ領域スワップ領域スワップ領域スワップ領域
現在ご使用のシステムに構成されているスワップ領域のバイト数を確認するには、次のコマ
ンドを入力して、BLOCKS列の値に 512を掛けます。

$ lsps -l

ディスク領域要件ディスク領域要件ディスク領域要件ディスク領域要件
Oracle Universal Installerを使用すると、1-3ページの表 1-1「Oracle8i製品のインストー
ル・カテゴリおよびインストール・タイプ」に説明されている、インストール・カテゴリお
よびインストール・タイプを選択できます。選択内容によって、表 1-3、表 1-4および表 1-5
に示されている必要なディスク領域のサイズが決まります。ディスク領域要件には、ユー
ザーのデータベースのサイズは含まれていません。多数のユーザーをサポートする本番の
Oracleデータベース・サーバーでは、これ以上のディスク領域およびメモリーが必要です。

表表表表 1-2 ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件

ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア 要件要件要件要件

メモリー Oracle8i製品をインストールするには、256MB以上の RAMが必
要です。 

スワップ領域 通常は、RAMの 2倍の領域が必要です。

CD-ROM装置 AIXがサポートしている CD-ROMドライブが必要です。 Oracle製
品では、RockRidge拡張機能が付いた High Sierraまたは ISO 
9660形式の CD-ROMが使用されます。

注意注意注意注意 : 前述の数字はおおよその値であり、インストール時によって異な
ります。
システム要件 1-5



システム要件
Oracle Universal Installer に必要な一時ディスク領域に必要な一時ディスク領域に必要な一時ディスク領域に必要な一時ディスク領域
Oracle Universal Installerには、/tmpディレクトリに 75MBまでの領域が必要です。 /tmp
ディレクトリに十分な領域がない場合は、十分な空き領域を持つディレクトリを指定するよ
うに環境変数 TMPDIRを設定してください。

表表表表 1-3 Oracle8i Enterprise Edition のディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ 必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域

Typical 1400MB

Minimal 1200MB

Custom 最大 1580MBまで

表表表表 1-4 Oracle8i Clientのディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ 必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域

Administrator 650MB

Programmer 500MB

Application User 350MB

Custom 最大 700MBまで

表表表表 1-5 Oracle8i Management and Integration のディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ 必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域

Oracle Management Server 470MB

Oracle Internet Directory 1050MB

Oracle Integration Server 1130MB

Custom 最大 1500MBまで
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システム要件
オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件
今回のリリースに含まれる Oracle8i製品をインストールするには、ご使用の AIXシステム
が、表 1-6に示すオペレーティング・システム要件を満たしている必要があります。

表表表表 1-6 オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件

OS ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 要件要件要件要件

オペレーティング・システム AIXバージョン 4.3.2以上。AIXバージョン 4.1、4.2、4.3.0および
4.3.1は、サポートされません。

オペレーティング・システ
ム・パッチ

IX72696 WALK_LIBS（LOADANDINIT()）でセグメンテーショ
ン・フォルトが発生する可能性があります。
  

IX81863 AIXプロセスが、listlioおよび liowaitでハング
する

IX85104 msgget()に負数が戻される

IX87313 64ビットのアプリケーション・バッファが、セグメン
ト境界を越えることができない  

IX87382 AF_UNIXでのソケット・ロックの問題

IX89087 AIOを実行するスレッドがストレス・テストでハング
する

IX89552 破損スタックでシステムがクラッシュする

IY02407 v_movepでの AIOバグ

IY03412 aio_nwaitシステム・コール

IY05995 aio_nwait()でスレッドが復帰しなくなる

IY07276 PTFパッケージ（2000/3/9）で、aio_suspendが
I/O終了なしで返す 

IY01050 カーネルのパフォーマンス統計への非ルート・アクセ
スをサポートする

Window Manager Motifをサポートする任意の IBM AIX Window Manager（dtwm、
twm、olwmなど）を使用します。

キャラクタ・モードのインストールは、リリース 8.1.7ではサポー
トされていません。 詳細は、1-18ページの「キャラクタ・モード」
を参照してください。
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システム要件
オペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システム
現行のオペレーティング・システム情報を確認するには、次のコマンドを入力します。

$ uname -a

オペレーティング・システム・パッチオペレーティング・システム・パッチオペレーティング・システム・パッチオペレーティング・システム・パッチ
インストールされているオペレーティング・システムのパッチを確認するには、次のコマン
ドを入力します。

$ instfix - a

パッチがインストールされていることを確認するには、次のコマンドを入力します。

$ instfix -ivk APAR_number

オペレーティング・システムのファイルセットがインストールされていることを確認するに
は、次のコマンドを入力します。

$ lslpp -l [fileset_name]

lslpp -lと入力すると、インストールされているすべてのファイルセットの一覧が表示さ
れます。

Window Manager
ローカル・システム上の X-Windowシステムが正常に動作していることを確認するには、
次のコマンドを入力します。

$ xclock

スクリーンに時刻が表示されない場合は、X-Windowが正しく構成されていません。 
X-Windowの構成については、2-8ページの「DISPLAY」を参照してください。

必要な実行ファイル必要な実行ファイル必要な実行ファイル必要な実行ファイル
適切なシステム実行ファイルを使用していることを確認するには、次のコマンドを入力しま
す。

$ /usr/bin/which make
$ /usr/bin/which ar
$ /usr/bin/which ld
$ /usr/bin/which nm

それぞれのコマンドで /usr/ccs/binディレクトリを指定する必要があります。指定しな
い場合は、カレント・シェルの環境変数 PATHの先頭に /usr/ccs/binを追加します。環
境変数 PATH の設定の詳細は、2-9ページの「PATH」を参照してください。
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オンライン・ドキュメントの要件オンライン・ドキュメントの要件オンライン・ドキュメントの要件オンライン・ドキュメントの要件
Oracle8i CD-ROMに含まれるオンライン・ドキュメントを表示するには、UNIXシステムで
動作するWebブラウザ（Netscape Navigator 4.0以上など）を使用します。PDFドキュメン
トを表示するには、Adobe Acrobat Readerバージョン 4.0以上が必要です。

Oracle Parallel Serverの要件の要件の要件の要件
表 1-7に、HACMP/ESクラスタでの Parallel Serverのソフトウェア要件を示します。

表 1-8に、HACMP/ESソフトウェアの更新およびパッチ情報を示します。

表 1-9および表 1-10に、IBM AIX SP上に Oracle Parallel Serverをインストールする場合の
ソフトウェア要件を示します。

注意注意注意注意 : Oracle8i for AIX-Based Systems リリース 8.1.7のオンライン・ド
キュメントは、UNIXシステム上でのみ表示できます。

表表表表 1-7 HACMP/ESクラスタでのクラスタでのクラスタでのクラスタでの Parallel Server要件要件要件要件

項目項目項目項目 要件要件要件要件

ハードウェア IBM HACMP/6000クラスタ（1～ 8ノード）

ソフトウェア HACMP/ESバージョン 4.3以上

表表表表 1-8 HACMP/ESソフトウェアの更新およびパッチソフトウェアの更新およびパッチソフトウェアの更新およびパッチソフトウェアの更新およびパッチ

HACMP/ES
のバージョンのバージョンのバージョンのバージョン 番号番号番号番号

4.3.0 IY04149 障害が起きたノードのダウン状態

4.3.1 IY03478 障害が起きたノードのダウン状態

IY04109 64ビットのクライアントでの ha_gs_init()の問題

IY06749 イベント・モニターでのネットワーク・ダウン

表表表表 1-9 IBM RS/6000 SP上の上の上の上の Parallel Serverのソフトウェア要件のソフトウェア要件のソフトウェア要件のソフトウェア要件

項目項目項目項目 要件要件要件要件

ハードウェア IBM RS/6000 SP

PSSPソフトウェア バージョン 3.1

RVSDソフトウェア バージョン 3.1（PSSPバージョン 3.1の場合のみ）
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システム要件
表 1-10に、PSSPを使用する場合にインストールする必要のあるオペレーティング・システ
ムの更新およびパッチを示します。

データベース制御およびログ・ファイルを保持するために、RAWパーティションを使用す
る共有ディスク・ドライブも要件となっています。 これらの共有ディスク・ドライブには、
クラスタ内の全ノードからアクセス可能にしてください。 使用する RAWデバイスは、ブ
ロック RAWデバイスではなく、キャラクタ RAWデバイス（/dev/rlvxx）である必要が
あります。

AIXでは、「RAWパーティション」という用語は、論理ボリューム作成時に作成されるキャ
ラクタ・デバイス（/dev/rlvxx）を指します。 これらの用語は、相互に置換え可能です。 
このため、RAWパーティションを作成するには、まず適切な論理ボリュームを作成する必
要があります。 IBM RS/6000 SPでは、これらの RAWデバイスは、仮想共有ディスク
（VSD）またはハッシュ共有ディスク（HSD）である必要があります。 VSDの詳細は、『IBM 
Parallel Systems Support Programs for AIX』の 「Managing Shared Disks」を参照してくだ
さい。

Parallel Serverの制限の制限の制限の制限
次の制限が、IBM AIX用の Oracle Parallel Serverに適用されます。

ノード・サポートノード・サポートノード・サポートノード・サポート
今回のリリースの Parallel Serverは、最大 256ノード（各ノードは物理的に個別の CPU）を
サポートします。

表表表表 1-10 PSSP ソフトウェアの更新およびパッチソフトウェアの更新およびパッチソフトウェアの更新およびパッチソフトウェアの更新およびパッチ

PSSP
のバージョンのバージョンのバージョンのバージョン 番号番号番号番号 用途用途用途用途

PSSP 3.1 IY04109

IY04149

IY04767

64ビットのクライアントでの ha_gs_init()の問題

インスタンス番号のラップが原因で、ptcsが拒否される

css0 ipドライバが、ip_quiese中に ENETDOQNを戻さない
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論理ボリューム制御ブロック論理ボリューム制御ブロック論理ボリューム制御ブロック論理ボリューム制御ブロック
各論理ボリュームは、制御ブロックを保持します。 この論理ボリューム制御ブロック
（LVCB）は、論理ボリュームの最初の数百バイトを使用します。 論理ボリュームに対して直
接読込みおよび書込みを行う場合は、制御ブロックを考慮に入れる必要があります。

論理ボリューム・データは、続く 512バイトのブロックから始まります。 AIXで稼動する
Oracle8i Serverには、LVCB（最初から数えて 4096バイト）以降に始まる RAWデバイス上
のデータが格納されます。 AIXでは、論理ボリュームの最初のブロックへの書込みに論理ボ
リューム制御情報が必要とされるため、RAWデバイスに格納される Oracleデータはすべ
て、LVCBの後で始まる必要があります。 IBM RS/6000 SP上の HSDデバイス・ドライバ
は、あらかじめ LVCBをスキップしていることに注意してください。

RAW デバイスデバイスデバイスデバイス
すべてのデータベース、制御ファイルおよびログ・ファイルで、RAWキャラクタ・デバイ
スを使用する必要があります。 すべてのノードからこれらのデバイスへの読込み /書込みア
クセスが可能でなければなりません。 IBM RS/6000 SPでは、VSDが、RAWデバイスを全
ノードからアクセス可能にします。 RAWデバイスの作成方法については、『Oracle8i for 
AIX-Based Systems管理者リファレンス』を参照してください。

.gs_log ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
$ORACLE_HOME/rdbms/.gs_logディレクトリが、ローカル・ファイル・システムに存在
する必要があります。 このディレクトリを NFSマウントされたファイル・システム上に配置
すると、Oracleがハングする可能性があります。

再リンクする際の注意点再リンクする際の注意点再リンクする際の注意点再リンクする際の注意点
Parallel Serverオプションを設定せずに Oracle Serverをインストールし、後で Parallel 
Serverをインストールする場合、Oracle Serverデータベースに関連付けられたシングル・タ
スクの実行ファイルをすべて再リンクする必要があります。 インストーラは Oracle実行ファ
イルを自動的に再リンクしますが、シングル・タスクの実行ファイルは個別に再リンクする
必要があります。 同様に、Parallel Serverを削除する場合には、シングル・タスクの実行
ファイルをすべて再リンクする必要があります。 

警告警告警告警告 : シングル・タスクの実行ファイルの再リンクに失敗すると、デーシングル・タスクの実行ファイルの再リンクに失敗すると、デーシングル・タスクの実行ファイルの再リンクに失敗すると、デーシングル・タスクの実行ファイルの再リンクに失敗すると、デー
タが破損する可能性があります。タが破損する可能性があります。タが破損する可能性があります。タが破損する可能性があります。
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同一マシン上の同一マシン上の同一マシン上の同一マシン上の HACMP およびおよびおよびおよび PSSP
HACMPおよび PSSPを同一マシンにインストールする場合、Oracleは、PSSP機能を使用
することが目的であると判断します。 デフォルト構成では、Oracle Parallel Serverを使用す
る場合は、すべてのデータベース・ファイルを仮想共有ディスク（VSD）に配置する必要が
あります。 VSDのかわりに同時実行論理ボリューム・マネージャ（CLVM）を使用する場
合、環境変数 PGSD_SUBSYSを grpsvcsに設定することにより、HACMP機能を有効にす
る必要があります。Oracleでは、VSDと同時実行論理ボリューム（CLV）を同一のデータ
ベースで使用することは許可されません。 PSSPサービスを使用している場合、CLVを使用
したとき、Oracleはエラーを通知します。HACMPサービスを使用する（たとえば、
PGSD_SUBSYSを grpsvcsに設定して）場合、VSDを使用すると、Oracleはエラーを通知
します。

Oracleを使用するすべての環境（listener.oraファイルおよびデータベースに関連付け
られた ORACLE_HOME/ops/ORACLE_PSRV.confファイルを含む）で、環境変数
PGSD_SUBSYSを設定する必要があります。 PSSPと HACMPの両方がインストールされた
ノードで HACMP機能を有効にする場合、OPSM構成ファイル
#ORACLE_HOME/ops/ORACLE_PSRV.confを修正して次の行を含める必要があります。

environ="PGSD_SUBSYS=grpsvcs"

また、HACMP機能が使用可能な状態で、Oracle Net8を使用して Oracleインスタンスに接
続している場合は、リスナー起動前に、listener.oraファイルの ENVSパラメータ内に環境変
数 PGSD_SUBSYSを設定する必要があります。

listener.oraファイルの例を、次に示します。

U816_01 = \
   (ADDRESS = PROTOCOL = TCP)(HOST = spben01)(PORT = 1972))

SID_LIST_U816_01 = (SID_LIST =\
(SID_DESC = (SID_NAME = U816_01)(ENVS=PGSD_SUBSYS=grpsvcs)(ORACLE_HOME =
/oracle)))

データベースのすべてのノードおよびインスタンスで、環境変数が一貫して設定されている
必要があります。

HACMP/ESバージョンバージョンバージョンバージョン 4.3.1でのフォールト・トレラントなプロセス間通信でのフォールト・トレラントなプロセス間通信でのフォールト・トレラントなプロセス間通信でのフォールト・トレラントなプロセス間通信
Oracle8i リリース 8.1.7および HACMP/ESバージョン 4.3.1を使用すると、プライマリ・
ネットワークに障害が発生した際に、利用可能なセカンダリ・ネットワーク経由で通信を送
ることによって、ネットワーク障害を回復することができます。 この機能を利用するには、
次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを使用して、APAR番号 IY06749がインストールされていることを確認し
ます。

$ instfix -ivk IY06749
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2. ネットワーク状態のリソース変数がシステムで定義されていることを確認します。

$ /usr/sbin/rsct/bin/haemqvar -H domain_name "" \
"IBM.HACMP.clstrmgr.Network.NodeNetworkState" "*"

domain_nameは、次のコマンドを実行すると確認できます。

$ /usr/sbin/cluster/utilities/cldomain

3. 次のコマンドを実行し、出力結果の 4列目のネットワーク・タイプの名前が正しいかど
うかを確認します。

$ /usr/sbin/cluster/utilities/cllsif -i node_name

4. Oracleユーザーが、次のファイルの実行権限があることを確認します。

/usr/sbin/cluster/utilities/get_local_nodename
/usr/sbin/cluster/utilities/cllsif

rootpre.shを適正に実行すると、実行権限が更新されます。

その他の製品固有の要件その他の製品固有の要件その他の製品固有の要件その他の製品固有の要件
この項では、前述のハードウェアおよびソフトウェア要件以外のその他の製品固有の情報を
説明します。製品については、付録 A「Oracle8i製品」を参照してください。

Oracle8i およびオプションおよびオプションおよびオプションおよびオプション

表表表表 1-11 Oracle8iおよびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスク

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件

Apache Server AIX 4.3.2で稼動する JDK 1.1.8が必要です。

AIX 4.3.3で稼動する JDK 1.1.8および 1.2.2が必要です。

Oracle Parallel Server 8.1.7 「Oracle Parallel Serverの要件」を参照

Oracle interMedia 8.1.7 interMedia Textのデータ・ディクショナリ用に、10MB以上
のディスク領域が必要です。
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Tools およびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラ

Oracle Visual Information Retrieval 8.1.7 Oracle interMedia 8.1.7が必要です。

Oracle Internet Directory 2.1.1 キャラクタ・セット UTF8および Oracle Internet Directory
専用のインスタンスを指定した、Oracle8i Enterprise Edition 
リリース 8.1.7のインストールが必要です。まだインストール
されていない場合は、Oracle Universal Installerによって自
動的にインストールされます。データベース・キャラクタ・
セットは次の SQLコマンドで確認します。

select value from nls_database_parameters

where parameter = 'NLS_CHARACTERSET';

Oracle Message Broker 2.0.1 システム上で動作している Oracle Message Brokerが他のシ
ステムの Oracle8iデータベースを使用する場合は、環境変数
NLS_LANGには、各システムで同じ値または比較可能な値
を設定する必要があります。

表表表表 1-12 Tools およびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスク

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件

Java Runtime Environment（JRE）1.1.8.7 制限事項はありません。

Oracle Data Migration Assistant 8.1.7 Oracle7データベースを移行するには、リリース 7.1.4以上で
ある必要があります。 Oracle8データベースをアップグレード
するには、リリース 8.0.3以上である必要があります。
Oracle8iデータベースをアップグレードするには、リリース
8.1.5以上である必要があります。

Oracle8i JVM 8.1.7
（Java Virtual Machine（JVM）および Javaユーティ
リティを含む）

制限事項および要件は、Oracle8i CD-ROMにある Java 
READMEを参照してください。

Pro*C/C++ 8.1.7 C for AIX 5.0.1または C-Set 3.6.4が必要です。

Pro*COBOL 1.8.52 Micro Focus COBOL/2リリース 4.1が必要です。

Pro*COBOL 8.1.7 Micro Focus COBOL/2リリース 4.1が必要です。

Pro*FORTRAN 1.8.52 XL FORTRAN 6.1が必要です。

SQL*Module Ada 8.1.7 OC Systems PowerAda 3.1が必要です。

表表表表 1-11 Oracle8iおよびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスク（続き）およびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスク（続き）およびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスク（続き）およびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスク（続き）

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件
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ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品
すべてのネットワーク製品には、サポートされたネットワークの基盤となるソフトウェアお
よびオペレーティング・システム・ライブラリが必要です。Net8製品をインストールする
前に、ネットワーク・ソフトウェアをインストールおよび実行してください。詳細は、オペ
レーティング・システムおよびサード・パーティ・ベンダーのネットワーク製品のドキュメ
ントを参照してください。Net8 リリース 8.1.7製品には、Oracle8i リリース 8.1.7が必要で
す。

Oracle Advanced Security
Oracle Advanced Securityは、標準の Net8 ServerまたはNet8 Clientを使用する製品です。
サーバーおよびクライアントの両方で、購入およびインストールする必要があります。

Oracle Advanced Security リリース 8.1.7には、Net8 リリース 8.1.7が必要です。また、
Oracle Advanced Security リリース 8.1.7は、Oracle8i Enterprise Editionをサポートしてい
ます。Oracle Advanced Securityが必要なサーバーおよびクライアントのそれぞれにインス
トールしてください。

表表表表 1-13 ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項および要件ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項および要件ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項および要件ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項および要件

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件

Oracle Advanced Security 8.1.7 詳細は、表 1-14「Oracle Advanced Securityがサポートして
いる認証方式および要件」を参照してください。

Legato Storage Manager Version 5.5 詳細は、表 B-1「Legato Storage Managerソフトウェアの要
件」を参照してください。

注意注意注意注意 : Legato Storage Manager（LSM）は、Installerまたは手
動でインストールできます。詳細は、付録 Bの「Legato 
Storage Managerの手動インストール」を参照してください。

Oracle Enterprise Manager 2.2.0 制限事項はありません。

Oracle Data Gatherer IBM提供の oracle_kstatカーネル拡張機能。

「Oracle O/S統計カーネル拡張機能」の項を参照してくださ
い。

Oracle LU6.2 Protocol Support 8.1.7 Communications Server for AIX バージョン 5

Oracle TCP/IP with SSL Protocol Support SSL 3.0以上が必要です。
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表 1-14に、Oracle Advanced Securityがサポートしている認証プロトコルの要件を示しま
す。詳細は、『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。

Legato Storage Managerのソフトウェア要件のソフトウェア要件のソフトウェア要件のソフトウェア要件
Legato Storage Managerは、Legato NetWorkerの機能が制限されたバージョンです。
Legato Storage Managerのソフトウェア要件については、付録 Bの「Legato Storage 
Managerの要件」を参照してください。

表表表表 1-14 Oracle Advanced Security がサポートしている認証方式および要件がサポートしている認証方式および要件がサポートしている認証方式および要件がサポートしている認証方式および要件

認証方式認証方式認証方式認証方式 要件要件要件要件

Kerberos MIT Kerberosバージョン 5 リリース 1.1が必要です。

Kerberos認証サーバーは、物理的に保護されたマシンにインス
トールする必要があります。

SecurID ACE/Server リリース 3.3以上を、認証サーバー上で実行してお
く必要があります。

Identix Biometric Identixハードウェアおよびドライバを、Biometric Managerス
テーションおよびクライアントのそれぞれにインストールする
必要があります。

RADIUS Internet Engineering Task Force（IETF） RFC #2138、Remote 
Authentication Dial In User Service（RADIUS）および RFC 
#2139、RADIUS Accountingの標準に準拠した RADIUSサー
バーが必要です。

要求 /応答認証を使用する場合は、JavaSoftの Java 
Development Kit リリース 1.1に指定された Java Native 
Interfaceをサポートするプラットフォーム上で、RADIUSを実
行する必要があります。

Secure Socket Layer（SSL） Oracle Wallet Managerバージョン 2.1と互換性のあるWallet が
必要です。Oracle Wallet Managerの初期のリリースで作成され
たWalletは、上位互換がありません。

注意注意注意注意 : その他の認証プロトコルのソフトウェアに、Oracle製品を再リン
クする必要はありません。ただし、Oracleはサード・パーティの認証サー
バー（Kerberos、RADIUSなど）を提供していません。そのため、プロト
コルに有効な認証サーバーを個別にインストールおよび構成する必要があ
ります。Secure Socket Layerは、Oracle Advanced Securityに含まれてい
て、Oracle Advanced Securityがインストールされると同時にインストー
ルされます。 
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AIX およびインストールに固有の問題点および制限事項
AIXおよびインストールに固有の問題点および制限事項およびインストールに固有の問題点および制限事項およびインストールに固有の問題点および制限事項およびインストールに固有の問題点および制限事項
AIXに Oracle8iをインストールして使用する場合、次の問題点および制限事項があります。
Oracle8iを使用する前に、今回のリリースに付属のリリース・ノートおよび
$ORACLE_HOME/relnotesディレクトリにある READMEファイルを参照してください。リ
リース 8.1.7の場合、READMEファイルは圧縮解除され、docディレクトリ配下にある最上
位層の HTMLファイルにリンクされています。Oracle8i CD-ROMに含まれる他の製品の
READMEファイルは、各製品の docまたは admin/docディレクトリに保存されています。

Hummingbird Exceedの使用の使用の使用の使用
Oracle8iのインストールおよび使用時に、Hummingbird社の Exceed X-Windowエミュ
レータを使用する場合は、Window Managerを「Native」モードに設定すると、Microsoft 
WindowsがWindow Managerとして機能します。Window Managerの構成については、
Exceedのドキュメントを参照してください。

Oracle8i リリースリリースリリースリリース 8.1.7の再インストールの再インストールの再インストールの再インストール
Oracle8i Server リリース 8.1.7がすでにインストールされている ORACLE_HOMEに Oracle8i 
Serverを再インストールする場合は、使用可能であった製品オプション（Oracle 
Partitioningなど）も再インストールする必要があります。

新しい新しい新しい新しい ORACLE_HOME
Oracle8i リリース 8.1.7製品は、新しい ORACLE_HOMEにインストールすることをお薦めし
ます。 Oracle製品がすでにインストールされている ORACLE_HOMEディレクトリには、
Oracle8i リリース 8.1.7をインストールしないでください。 

Oracle8iリリース 8.1.5製品がすでにインストールされている ORACLE_HOMEに Oracle8i リ
リース 8.1.7をインストールする場合は、インストールを行う前に、Oracle Universal 
Installerを使用して Oracle8iリリース 8.1.5製品を削除します。

root.shスクリプトのバックアップスクリプトのバックアップスクリプトのバックアップスクリプトのバックアップ
Oracle8iを正常にインストールした後、root.sh スクリプトのバックアップを取ります。
他の製品カテゴリ（Oracle8i Management and Integrationなど）を同じ ORACLE_HOMEにイ
ンストールすると、Oracle Universal Installerは、インストール中に root.shスクリプトの
内容を削除します。元の root.shスクリプトが必要な場合は、root.sh.saveファイルか
らリカバリできます。
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Java Runtime Environment（（（（JRE））））
Oracle Universal Installerなどの Oracle Javaアプリケーションに使用され、これらの Java
アプリケーションを実行するためにサポートされているのは、Oracle8iで使用する JREのみ
です。オラクル社カスタマ・サポート・センターによって提供されるパッチ以外では、この
JREを変更しないでください。

Inventoryには、複数バージョンの JREをインストールできます。それぞれの Inventoryは、
1つ以上の製品またはリリースによって使用されます。Installerは、初めて実行されたとき
に oraInventoryディレクトリを作成し、ご使用のシステムにインストールされる製品の
Inventoryを他のインストール情報とともに保存します。 oraInventoryの位置は、
etc/oraInst.locファイルに定義されます。

ORACLE_HOMEにある製品は、$ORACLE_HOME/JREから Inventory内にある JREの実際の
位置へ、シンボリック・リンクを経由して JREにアクセスします。オラクル社カスタマ・サ
ポート・センターによって提供されるパッチ以外では、シンボリック・リンクを変更しない
でください。

キャラクタ・モードキャラクタ・モードキャラクタ・モードキャラクタ・モード
キャラクタ・モードを使用したインストールは行うことができません。ただし、Oracle 
Universal Installerを構成して、Oracle製品の非問合せインストールを実行することはでき
ます。非問合せモードの Installerは、システムの X-Windowコンソールから直接実行でき
ます。また、リモート・システム上の X端末または PC X端末経由で実行することもできま
す。 Oracle製品の非問合せインストールの詳細は、3-30ページの「非問合せモード（サイレ
ント・モード）でのインストールおよび構成」を参照してください。

アップグレードおよび移行アップグレードおよび移行アップグレードおよび移行アップグレードおよび移行
リリース 7.1.4以上の Oracle7データベースは、Oracle8i リリース 8.1.7に移行できます。ま
た、リリース 8.0.3以上の Oracle8データベースは、Oracle8i リリース 8.1.7にアップグレー
ドできます。リリース 7.1.4より前の Oracle7データベースを移行するには、最初に Oracle7
データベースをリリース 7.1.4以上にアップグレードした後、Oracle Data Migration 
Assistantを使用して Oracle8iへ移行する必要があります。

既存システムをアップグレードする場合、このマニュアルに説明されていない問題が発生す
る場合があります。製品のアップグレードおよび移行の詳細は、『Oracle8i移行ガイド』を
参照してください。

注意注意注意注意 : Migration Utilityは、スタンドアロン製品として使用できます。
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AIX およびインストールに固有の問題点および制限事項
ファイル・システムファイル・システムファイル・システムファイル・システム
Oracle8iは、ファイルがディスクに書き込まれたことを確認する必要があります。この確認
機能がサポートされていないファイル・システムは、Oracleソフトウェアをインストールで
きても、Oracleデータベースと併用できません。

Optimal Flexible Architecture
Optimal Flexible Architecture（OFA）は、Oracleデータベース用構成ガイドラインの標準
セットで、OUIによってサポートされていますが、必ず実行されるわけではありません。
Oracle8i Enterprise Editionの Typicalインストール・タイプに含まれる初期データベース
は、シングル・マウント・ポイントの下に作成されます。 

AIXバージョンバージョンバージョンバージョン 4.1、、、、4.2、、、、4.3.0およびおよびおよびおよび 4.3.1
Oracle8i リリース 8.1.7では、AIXバージョン 4.1、4.2、4.3.0および 4.3.1はサポートされて
いません。 AIXバージョン 4.3.2以上を使用する必要があります。 オペレーティング・システ
ムおよびパッチ・レベル要件の詳細は、1-7ページの表 1-6を参照してください。

サイズが大きなファイルサイズが大きなファイルサイズが大きなファイルサイズが大きなファイル
Oracle8iでは、2GBより大きいファイルが扱えます。 2GBより大きいファイルを使用するに
は、AIXのファイル・システムで大きいファイルを作成できるようにする必要があります。 
詳細は、crfs manページの '-a bf'オプションを参照してください。 2GBより大きい
ファイルを作成するには、Oracleユーザーが十分なファイル・サイズ・リソース制限を保持
している必要があります。 詳細は、manページで ulimitを参照してください。 AIXでは、
ファイル・システムに対する非同期 I/Oは、AIOサーバーにより実行されることに注意し
てください（1-20ページの「非同期 I/O」を参照）。 さらに、AIOサーバーは、AIO要求に
よってサーバーを起動したプロセスからリソース制限を継承します。 Oracleの AIO要求を処
理する AIOサーバーを起動したのが、Oracleユーザーであることを保証する方法はありま
せん。 このため、Oracle要求を実行する AIOサーバーが適正な制限を保持することを保証す
るため、すべてのユーザーのファイル・サイズ制限を増やす必要があります。

Oracle8iは、2GBを超える RAWデバイス上のデータベース・ファイルもサポートします。

参照参照参照参照 : インストール中に作成できるデータベースについては、2-23ページの
「データベース環境の識別」を参照してください。

OFAの詳細は、『Oracle8i for AIX-Based Systems管理者リファレンス』を参照
してください。 
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非同期非同期非同期非同期 I/O
複数のスピンドル上にデータベース・ファイルを保持するシステムに対応して、データベー
ス書込みのパフォーマンスは強化されました。AIXオペレーティング・システムの非同期
I/O（AIO）が利用されています。 AIOは、複数の I/O操作を組み合せて使用することによ
り、I/Oサブシステムのスループットを向上させます。 AIOを利用するメリットは、データ
が複数の異なるディスク上に分散している場合のみです。 論理ボリューム・マネージャ
（LVM）およびストライプ化を使用することで、AIOの効率が向上します。

AIXバージョン 4.3.2は、ファイル・システム・パーティションまたは RAWデバイス
（VSDおよび HSDを含む）のいずれかで作成されたデータベース・ファイルの AIOをサ
ポートします。 AIO要求を発行した後も、アプリケーション・プロセスは実行を継続できま
す。 RAWデバイスでは、AIO要求はカーネルにより直接処理されます。 ファイル・システ
ムでは、サーバーと呼ばれるカーネル・プロセスが、キューから各要求を取得した時点から
完了までの間管理します。 サーバーの数により、システムで同時に実行可能なファイル・シ
ステムの AIO要求数が制限されます。

インストールインストールインストールインストール

AIOは、Oracleが root部分をインストールしている間に自動的に構成されます。AIOを手
動で構成するには、rootとしてログインしてから、次のコマンドを実行します。

# mkdev -1 aio0

各システムの再起動時に AIOが確実に構成されるように、次のコマンドを rootで実行しま
す。

# smit aio

メニュー項目「Change/Show Characteristics of asynchronous I/O」を選択し、「State to be 
configured at system restart」フィールドを「defined」から「available」に変更します。 

SMIT ユーティリティ（「smit aio」または「smit」 ->「Devices」->「Asynchronous I/O」->
「{MINIMUM | MAXIMUM} number of servers」）または chdev コマンドを使用して、サー
バーの数を設定できます。 最小値が、システム起動時のサーバー数になります。 最大値によ
り、多数の同時要求が発生した場合に起動可能なサーバー数が制限されます。

デフォルト値は、minservers=1および maxservers=10です。Oracle Serverで、データ
ベースがファイル・システムに格納される場合には、この値は小さすぎます。 これらの値を、
次のように設定することをお薦めします。

maxservers= 10×（同時にアクセスするディスクの数）

minservers=（maxservers）/2
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問題の判別問題の判別問題の判別問題の判別

システムの起動時に AIOが起動しない場合、Oracle Serverは起動に失敗して次のエラー・
メッセージを表示します。

Could not load program Oracle
Symbol kaio_rdwr in /usr/lib/libc.a is undefined
Symbol iosuspend in /usr/lib/libc.a is undefined
Symbol acancel in /usr/lib/libc.a is undefined
Symbol listio in /usr/lib/libc.a is undefined
Could not load library libc.a(aio.o)
Error was: Exec.format error

Oracle Serverは、aio_nwaitと呼ばれる新たなインタフェースを使用して、非同期 I/Oを実
行します。このインタフェースが存在しない場合、次のメッセージに類似したエラー・メッ
セージが表示されます。

exec(): 0500-036 Cannot load program oracleSID because of the following errors:
    0509-023 Symbol aio_nwait in oracle is not defined.
    0509-026 System error: Cannot run a file that does not have a valid format 

Oracle Post-Waitカーネル拡張機能カーネル拡張機能カーネル拡張機能カーネル拡張機能
Oracle Post-Waitカーネル拡張機能は、シグナル・ハンドラやセマフォによるオーバーヘッ
ドのない、最適化されたプロセス間通信メカニズムを実装します。Oracle Post-Waitカーネ
ル拡張機能は、システム起動時にカーネルにロードされ、システムが稼動している限りロー
ドされた状態が保たれます。 システムで稼動中のすべての Oracleインスタンスは、この機能
を使用します。 

この項では、カーネル拡張機能のインストールおよびデバッグ方法について説明します。 利
用可能な最新バージョンの Oracle RDBMSに含まれる rootpre.shを実行する限り、
rootpre.shが必要な作業を行うため、説明の詳細を気にする必要はありません。

注意注意注意注意 : aio_nwaitファンクションを提供するのは IY03412であるため、
AIXバージョン 4.3.2システムに IY03412をインストールする必要があり
ます。 IY03412をインストールしない場合、上記のエラー・メッセージが
表示されて、Oracle Serverは起動しません。

AIXバージョン 4.3.xの VSD上で AIOを実行している場合、最大バディ・
バッファ・サイズは 128KB以上必要です。 128KB未満の場合、EMSGSIZE
エラー（「Message too long」）が出力されます。
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インストールインストールインストールインストール
Oracle Post-Waitカーネル拡張機能は、rootpre.shスクリプトにより、Oracle RDBMSの
インストール前に、/etcディレクトリにインストールされます。 このカーネル拡張機能は、 
pw-syscallおよび loadextという 2つのファイルで構成されます。pw-syscallが実際
のカーネル拡張機能で、loadextがカーネル拡張機能のロード、アンロード、問合せおよ
びバージョンの取得を行うプログラムです。loadextは、パスを区別します。たとえば、
/etc/pw-syscallおよび /usr/local/bin/pw-syscallは、内容が同一であっても異
なるファイルと見なされます。 詳細は、PW_READMEファイルを参照してください。

rootpre.shを実行すると、64ビット対応の pw-syscallが /etcにコピーされます。こ
のカーネル拡張機能は、32ビットおよび 64ビットの Oracleインスタンスをサポートしま
す。

有用なコマンド有用なコマンド有用なコマンド有用なコマンド
次に、カーネル拡張機能とともに使用する場合に有用なコマンド（rootで実行）を示しま
す。

実行中の AIXのバージョンを確認する場合 :

# lslpp -l bos.rte

カーネル拡張機能のバージョンを確認する場合 : 

# /etc/loadext -v  /etc/pw-syscall

カーネル拡張機能をカーネルにロードする場合 : 

# /etc/loadext -l  /etc/pw-syscall

インストール時に、このコマンドが /etc/inittabファイルに書き込まれます。このため、
システムを再起動するたびにこのコマンドが実行されます。 

カーネル拡張機能をカーネルからアンロードする場合 : 

# /etc/loadext -u /etc/pw-syscall 

 カーネル拡張機能がロードされているかどうかを確認する場合 : 

# /etc/loadext -q /etc/pw-syscall

現在システムにロードされているカーネル拡張機能のバージョンを確認する場合 : 

# /etc/loadext -r

操作操作操作操作
Oracle Post-Waitカーネル拡張機能をロードする以外、追加構成は必要ありません。 
1-22 Oracle8i for AIX-Based Systemsインストレーション・ガイド



AIX およびインストールに固有の問題点および制限事項
問題の判別問題の判別問題の判別問題の判別
Oracle Post-Waitカーネル拡張機能がカーネルにロードされない場合、Oracle RDBMSを起
動しようとすると次のエラー・メッセージが表示されます。

Could not load program oracleSID 
Symbol pw_wait in oracle is undefined 
Symbol pw_post in oracle is undefined 
Symbol pw_config in oracle is undefined 
Symbol pw_loadavg in oracle is undefined
Symbol aix_ora_pw_version3_required is undefined
Error was: Exec format error 

rootユーザーとして次のコマンドを入力することで、この問題を解決できます。 

# /etc/loadext -l /etc/pw-syscall

システムを再起動した後でこのエラーが発生する場合は、このコマンドが /etc/inittab
ファイルに記述されていること、およびシステムのマルチユーザー・モードへの移行時にこ
のコマンドが実行されることを確認してください。 詳細は、manページの inittab(4)を
参照してください。 

RDBMSインタフェースは、Oracle Post-Waitカーネル拡張機能を使用して RDBMSと通信
します。 このため、エクスポート・ファイルへのリンクを作成することにより、Oracle 
Post-Waitカーネル拡張機能への参照の解決方法をリンカーに指示する必要があります。 こ
のエクスポート・ファイルは、pw-syscall.expという名前で
$ORACLE_HOME/rdbms/libに格納されます。このエクスポート・ファイルの使用に必要
なコンパイラ・オプションは、-b:I$ORACLE_HOME/rdbms/lib/pw-syscall.expです。
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カーネル拡張機能のバージョン間互換性一覧カーネル拡張機能のバージョン間互換性一覧カーネル拡張機能のバージョン間互換性一覧カーネル拡張機能のバージョン間互換性一覧  

Oracle O/S統計カーネル拡張機能統計カーネル拡張機能統計カーネル拡張機能統計カーネル拡張機能
Oracle8i リリース 8.1.7では、ora_kstatカーネル拡張機能の必要はなくなりました。この
ため、リリース 8.1.7には含まれません。 このカーネル拡張機能は、IBMの提供する
oracle_kstatカーネル拡張機能に置き換えられました。 AIX 4.3.2の場合、APAR IY01050
をインストールする必要があります。 AIX 4.3.3の場合、AIXの配布に含まれる
bos.perf.perfstatパッケージをインストールする必要があります。

スレッド・セーフ・ライブラリスレッド・セーフ・ライブラリスレッド・セーフ・ライブラリスレッド・セーフ・ライブラリ
AIXバージョン 4.3では、デフォルトのシステム・ライブラリがスレッド・セーフになった
ため、実行ファイルを crt0.o、libc.aおよび libpthreads.aにリンクできます。
Oracle8iはリリース 8.1.7から POSIX Draft 10を実装した libpthreads.aを使用します。
Draft 10の詳細は、1-26ページの「POSIXに関する考慮事項」を参照してください。

カーネル拡張機能のカーネル拡張機能のカーネル拡張機能のカーネル拡張機能の
ファイル名（バージョン）ファイル名（バージョン）ファイル名（バージョン）ファイル名（バージョン）

サポートされるサポートされるサポートされるサポートされる
RDBMS のバージョンのバージョンのバージョンのバージョン OSのバージョンのバージョンのバージョンのバージョン

pw-syscall4.1（1） 7.x、8.0.3、8.0.4
（32ビットのみ）

AIXバージョン 4の全レベル

pw-syscall（2、32ビット） 7.x、8.0
（32ビットのみ）

AIXバージョン 4の全レベル

pw-syscall
（2、64ビット使用可能）

7.x、8.0
（32ビットおよび 64ビット）

AIXバージョン 4.3以上

PW-syscall（3、32ビット） 7x、8.0および 8.1
（32ビットのみ）

AIXバージョン 4の全レベル

pw-syscall
（3、64ビット使用可能）

7.x、8.0および 8.1
（32ビットおよび 64ビット）

AIXバージョン 4.3以上

注意注意注意注意 : カーネル拡張機能が 64ビット使用可能かどうかを確認するには、
カーネル拡張機能のバイナリに対して「strings」コマンドを実行して、
「Supported Oracle Instances: 32-bit and 64-bit」と出力されるかどうかを
確認します。   
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Oracle クライアント共有ライブラリにリンクされた実行ファイルクライアント共有ライブラリにリンクされた実行ファイルクライアント共有ライブラリにリンクされた実行ファイルクライアント共有ライブラリにリンクされた実行ファイル
Oracle7クライアント・ライブラリ（クライアント共有ライブラリ libclntsh.aを含む）
はスレッド・セーフではないため、Oracle7クライアント共有ライブラリにリンクされた実
行ファイルは、再リンクしない限り、Oracle8クライアント共有ライブラリでは機能しませ
ん。 このタイプの実行ファイルの場合、2つの選択肢があります。

� 実行ファイルを Oracle8iの libclntsh.aに再リンクする方法。オラクル社の提供する
デモ用Makeファイルと同じ方法で実行ファイルをリンクする必要があります。

� 実行ファイルで Oracle7の libclntsh.aを継続して使用する方法。 Oracle7クライアン
ト・ライブラリにリンクされた実行ファイルを使用して、Oracle8iにアクセスできま
す。

実行ファイルに対して dumpコマンドを実行することで、実行ファイルがリンクされた共有
ライブラリ、およびリンクされた共有ライブラリの位置を確認できます。 次の例は、実行
ファイル sample1に dumpコマンドを実行した場合の出力です。

$ dump -H sample1
sample1:
                        ***Loader Section***
                      Loader Header Information
VERSION#         #SYMtableENT     #RELOCent        LENidSTR
0x00000001       0x0000000d       0x0000001f       0x00000073       
#IMPfilID        OFFidSTR         LENstrTBL        OFFstrTBL
0x00000004       0x000002cc       0x00000034       0x0000033f       
                        ***Import File Strings***
INDEX  PATH                          BASE                MEMBER              
0      /oracle/lib/:/usr/lib/threads:/usr/lib:/lib 
1                                    libc_r.a            shr.o               
2                                    libpthreads.a       shr.o               
3      /oracle/lib                   libclntsh.a         shr.o               

環境変数 LIBPATHを設定して、この検索パスを変更することが必要な場合もあります。 た
とえば、LIBPATHを V7_ORACLE_HOME/lib:/usr/lib:/libに設定します。

実行ファイルを Oracle8iクライアント・ライブラリに再リンクすべきか、それとも Oracle7
クライアント・ライブラリを継続して使用すべきかを判断するための詳細は、『Oracle8i 
コール・インタフェース・プログラマーズ・ガイド』の付録 Aを参照してください。
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POSIXに関する考慮事項に関する考慮事項に関する考慮事項に関する考慮事項
AIXバージョン 4.2.1のスレッド実装は、POSIX Draft 7に準拠していました。AIXバージョ
ン 4.3の実装は、POSIX Draft 10に準拠しています。しかし、これら 2つのドラフトには互
換性がありません。 IBMにより、既存のアプリケーションを変更することなく、AIX バー
ジョン 4.3上で簡単に実行する手段が提供されています。 

� AIXバージョン 4.2.1上に構築され、再リンクされていない既存のアプリケーションが、
無修正のまま AIXバージョン 4.3上で動作します。 

� Oracle8i リリース 8.1.7のライブラリを使用してアプリケーションを再リンクする場合、
環境変数 LINK_CNTRLを設定しないでください。これは、Oracle8i for AIX リリース
8.1.7が POSIXスレッドの Draft 10実装を使用するためです。 LINK_CNTRLを
L_PTHREAD_D7に設定すると、再リンク時に次のエラーが表示されます。

ld: 0711-317 ERROR: Undefined symbol: .sched_yield
ld: 0711-345 Use the -bloadmap or -bnoquiet option to obtain more information.
make: 1254-004 The error code for the last command is 8.

pthreadsの Draft 10実装は、m:nスレッド・モデルをサポートします。このモデルでは、
すべてのユーザー・スレッドがカーネル・スレッドのプールを共有します。 POSIX Draft 7の
みが、1:1スレッド・モデルをサポートします。

実行ファイルの再リンク失敗実行ファイルの再リンク失敗実行ファイルの再リンク失敗実行ファイルの再リンク失敗
AIXライブラリの libm.aが、標準 AIXパッケージからソフトウェア開発オプションに移
されました。 ソフトウェア開発オプションをインストールしなかった場合、libm.aが存在
しないため、実行ファイルの再リンクに失敗する可能性があります。 ソフトウェア開発オプ
ションをインストールしなくても、SMITインストール・メニューで bos.adt.libmを選
択することにより、libm.aをインストールできます。

拡張共有メモリー拡張共有メモリー拡張共有メモリー拡張共有メモリー
AIXバージョン 4.2.1で導入された新機能に、拡張共有メモリーがあります。これにより、
アプリケーションから 11を超える共有メモリー・セグメントへの接続が可能になり、
256MBのセグメント境界でのみ共有メモリー・セグメントに接続するという制限がなくなり
ます。 この機能は、環境変数 EXTSHMを ONに設定することで有効になります。 ただし、拡
張共有メモリーを使用する場合、共有メモリー内に格納されたバッファから非同期 I/Oを実
行することはできません。 このため、Oracleは拡張共有メモリーの使用をサポートしていま
せん。 拡張共有メモリーを有効にして Oracleを起動しようとすると、次のエラー・メッセー
ジが表示されます。

ORA-02899: smscre: 拡張共有メモリー機能でSGAを作成できません。IBM AIX RISC System/6000 
Error: 12: Not enough space
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端末の特性端末の特性端末の特性端末の特性
この項では、AIXの端末関連の規則について説明します。

@ 文字の使用文字の使用文字の使用文字の使用
SQL*Plusでは、間接コマンド・ファイルを表すために @filename規則が使用されます。 
AIXシステムによっては、@文字がデフォルトの行取消文字に設定されています。その場
合、@文字を使用することで入力行全体を効率的に消去できます。

予期しない結果を避けるため、sttyコマンドを使用して、@文字を再定義することをお薦
めします。 端末の特性変更の詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントの
stty(1)を参照してください。

また、コマンドラインまたはシェル・スクリプトでバックスラッシュ（\）を使用すること
により、@文字をエスケープできます。たとえば、次のように入力します。

$ sqlplus \@demo

端末の再設定端末の再設定端末の再設定端末の再設定
SQL*Formsでは、キーボードから入力されるすべてのデータの取得に、RAW入力モードが
使用されます。 SQL*Formsが RAW入力モードのまま異常終了する場合、入力は一切反映さ
れません。 このため、端末がハングしたように見えます。 この状態を開放するには、次のコ
マンドを入力します。

$ stty sane ^j

^jは、[CTRL]＋ [j]キーを示し、[LINEFEED]と同じ意味です。これで、端末が使用可能な
状態に再設定されます。

詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントの stty (1)を参照してください。

Oracleミラー復元ミラー復元ミラー復元ミラー復元
ミラー復元は、Oracleデータ・ファイルの書込み一貫性（MWC）を無効にする際に、呼び
出されるクラッシュ・リカバリ処理の一部です。 ミラー復元により、データベースの非一貫
性または破損が生じることはありません。 

クラッシュ・リカバリ時に、データ・ファイルが複数のコピーを保持する論理ボリューム
（LV）に配置されると、ミラー復元により、データ・ファイルの存在するデータ・ブロック
の全コピーに対してチェックサムが実行されます。

その後、次のいずれかの操作が実行されます。

� あるコピーが有効なチェックサムを保持する場合、そのコピーを使用して、無効な
チェックサムを保持するコピーが更新されます。
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AIXおよびインストールに固有の問題点および制限事項
� すべてのコピーが無効なチェックサムを保持する場合、REDOログ情報に基づいてブ
ロックの再構築および再書込みが行われます。 これにより、LVのコピーがすべて更新さ
れます。

ミラー復元には、ミラー化された論理ボリュームの特定コピーの読込みが必要とされます。
これは、AIX上の RAW LVでのみサポートされている機能です。

システムがミラー復元を起動するのは、MWCが無効に設定された LVに対してのみです。 
他の LVに対してミラー復元を起動する必要はありません。これは、AIXでは、MWCの有
効な、ミラー化された LVが、同期化されたコピーをあらかじめ保持しておくことが保証さ
れているためです。

MWCの無効な LVを保持する、旧リリースの Oracle8iを使用している場合には、システム
のクラッシュ後に syncvgコマンドを実行して、Oracleの起動前にミラー化された LV を同
期化してください。 この手順を実行しないと、Oracleが LV から不正なデータを受け取る可
能性があります。これは、データの読取りが同期化の行われていない LVのコピーから行わ
れる可能性があるためです。

リリース 8.1.7では、MWCが無効な場合に syncvgコマンドを使用する必要はありません。 
これは、syncvgコマンドの実行に時間がかかるため、syncvgコマンドを実行しないこと
で、システムのクラッシュからのリカバリに要する時間を短縮できるためです。

ディスク・ドライブに障害が発生した場合、ミラー復元は適用されません。これは、AIXで
は、syncvgコマンドを実行しない限り、障害の発生した LVをアクティブにすることは許
可されないためです。

注意注意注意注意 : オラクル社では、データ・ファイルに限りミラー復元機能をサポート
しています。 REDOログ・ファイルに対するミラー復元は、サポートされま
せん。 MWCまたは REDOログ・ファイルを無効に設定しないでください。
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インストール前の
2

インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業

第 1章「システム要件」で説明した要件をシステムが満たすことを確認した後で、この章を
参考にして Oracle8iをインストールする環境を準備します。

� UNIXシステムの構成

� 設定タスクの理解

� rootユーザーで行う設定タスク

� Oracleユーザーで行う設定タスク

� Oracle製品の設定タスク

� 製品構成インストール・ウィンドウ・ダイアログの理解

� Net8構成の理解

� データベース環境の識別
作業 2-1



UNIXシステムの構成
UNIXシステムの構成システムの構成システムの構成システムの構成
表 2-1に、AIXシステムに Oracle8iをインストールするための要件を示します。ご使用のシ
ステムの環境が、記載されている要件のいずれかを満たさない場合は、必要に応じて 2-3
ページに記載されているタスクを実行してください。

表表表表 2-1 UNIXシステムの構成システムの構成システムの構成システムの構成

システム要因システム要因システム要因システム要因 Oracle8iの要件の要件の要件の要件

マウント・ポイント
（記憶デバイス）

Oracle Universal Installerには、2つのマウント・ポイントが必要で
す。1つはソフトウェア用、1つはデータベース・ファイル用です。
Optimal Flexible Architecture（OFA）準拠のデータベースには、
ディレクトリ構造の同一レベルにある 4つ以上のマウント・ポイン
トが必要です。1つはソフトウェア用、3つ以上はデータベース・
ファイル用です。 UNIX上での OFAの実装については、『Oracle8i 
for AIX-Based Systems管理者リファレンス』を参照してください。

Oracleロール用の
UNIXグループ

UNIXグループには、OSDBAロールが必要です。このマニュアル
では、グループ名は dbaであることを前提としています。OSOPER
ロールは、OSDBAと同一のグループまたは異なるグループに属し
ていることがあります。

Oracle Universal Installer 
oraInventoryを所有す
る特別 UNIXグループ

ORACLE_HOMEに Oracle製品をインストールするすべてのユーザー
は、oinstallを主 UNIXグループとして設定しておく必要があり
ます。Installerの Inventoryは、システム上のすべての
ORACLE_HOMEによって共有されています。Installerの Inventory
のグループは書込み可能です。Oracle製品は、oinstallを現行の
グループに設定してインストールします。

UNIXアカウント ggh Oracle製品のインストールおよびアップグレード専用に、1つの
UNIXアカウントが必要です。このアカウントは、oinstallをプ
ライマリ・グループ、OSDBAグループをセカンダリ・グループと
する必要があります。このマニュアルでは、アカウントは oracle
であることを前提としています。

ファイル作成の権限 oracleアカウント用に umaskを 022に設定します。

ORACLE_BASE OFA準拠のインストールの一部として設定することをお薦めしま
す。 詳細は、2-9ページの「ORACLE_BASE」を参照してください。
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rootユーザーで行う設定タスク
設定タスクの理解設定タスクの理解設定タスクの理解設定タスクの理解
次のインストール前の設定タスクでは、Oracle8iを実行するために必要なシステムの構成、
アカウント、グループ、変数および権限の設定を行います。インストール前にこれらのタス
クを行わなかった場合は、インストール時に rootユーザーとして orainstRoot.shスク
リプト・プログラムを実行し、これらの設定タスクを行うこともできます。ただし、
orainstRoot.shを実行しても、十分な環境が設定されない場合があります。この設定タ
スクは手動で行うことをお薦めします。

rootユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスク
Oracle8iの環境を設定するには、rootユーザーでログインして、次のタスクを行います。

❏ マウント・ポイントを作成する

❏ データベース管理者用の UNIXグループを作成する

❏ Oracle Universal Installer Inventory用の UNIX グループを作成する

❏ Oracleソフトウェア所有者の UNIXアカウントを作成する

❏ Oracle Apache Server所有者の UNIXアカウントを作成する

マウント・ポイントを作成するマウント・ポイントを作成するマウント・ポイントを作成するマウント・ポイントを作成する
Oracle8iには、2つ以上のマウント・ポイントが必要です。

� ソフトウェア用に 1つ

� データベース・ファイル用に 1つ

Optimal Flexible Architecture（OFA）準拠でインストールするには、4つ以上のマウント・
ポイントが必要です。

� ソフトウェア用に 1つ

� データベース・ファイル用に 3つ以上

Oracle8iで使用するすべてのソフトウェアおよびデータベースのマウント・ポイント名は、
/pmという形式で設定します。この場合、pは文字列定数、mは複数のマウント・ポイント
を区別するための固定長キーです。2-4ページの表 2-2「マウント・ポイント・ネーミング計
画の例」に、マウント・ポイント・ネーミング計画の例を示します。

注意注意注意注意 : /etc/oraInst.locファイルが存在しない場合、前述のタスク
の他に、インストールの始めに root権限が必要です。また、root.sh
スクリプトを実行するには、インストールの終わりで root権限が必要で
す。
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rootユーザーで行う設定タスク
データベース管理者用のデータベース管理者用のデータベース管理者用のデータベース管理者用の UNIXグループを作成するグループを作成するグループを作成するグループを作成する
インストール時に次の 2つの Oracleロールが作成されます。 

� SYSDBA

� SYSOPER

データベース管理者は、対応する UNIXグループのメンバーになると、これらのロールが付
与されます。Oracle8iのドキュメントでは、これらの UNIXグループを osdbaグループお
よび osoperグループと呼びます。したがって、これらのロール用にグループを作成した後
で、Oracleユーザーとしてログインし、Oracle Universal Installerを起動する必要がありま
す。ロールには、2つの別々の UNIXグループまたは 1つのグループを割り当てます。

smitユーティリティを使用して、dbaまたは別の名前のグループを作成します。SYSOPER
ロールを別のグループに割り当てる場合は、そのグループも作成しておく必要があります。

Oracle Universal Installerは、デフォルトで、UNIXグループの dbaのメンバーに Oracle 
SYSDBAおよび SYSOPER権限の両方を割り当てます。Oracle8iの Customインストールを
実行する場合、または Oracleユーザーが dbaグループのメンバーでない場合には、Oracle 
Universal Installerはこれらのロールを割り当てるために作成したグループを入力するプロ
ンプトを表示します。

Oracle Universal Installer Inventory用の用の用の用の UNIXグループを作成するグループを作成するグループを作成するグループを作成する
smitユーティリティを使用して、oinstallグループを作成します。oinstallグループ
は、Oracle Universal Installerの oraInventoryディレクトリを所有します。インストール
を行う Oracleユーザー・アカウントは、oinstallグループをプライマリ・グループとす
る必要があります。

Oracleソフトウェア所有者のソフトウェア所有者のソフトウェア所有者のソフトウェア所有者の UNIXアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成する
oracleアカウントは、インストール後に Oracle8iソフトウェアを所有する UNIXユー
ザー・アカウントです。Oracle Universal Installerは、このユーザー・アカウントで実行し
ます。

表表表表 2-2 マウント・ポイント・ネーミング計画の例マウント・ポイント・ネーミング計画の例マウント・ポイント・ネーミング計画の例マウント・ポイント・ネーミング計画の例

ソフトウェアのマウント・ソフトウェアのマウント・ソフトウェアのマウント・ソフトウェアのマウント・
ポイントポイントポイントポイント データベースのマウント・ポイントデータベースのマウント・ポイントデータベースのマウント・ポイントデータベースのマウント・ポイント

/u01 /u02

/u03

/u04

参照参照参照参照 : OFAの詳細は、『Oracle8i for AIX-Based Systems管理者リファレ
ンス』の付録 A「Optimal Flexible Architecture」を参照してください。
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rootユーザーで行う設定タスク
smitユーティリティを使用して、次のプロパティの oracleアカウントを作成します。

1つのシステムに複数の ORACLE_HOMEが存在するサイトでは、同一の oracleアカウン
ト、または別々の oracleアカウントで Oracleソフトウェアをインストールできます。各
oracleアカウントは、oinstallをプライマリ・グループとする必要があります。

Oracle Apache Server所有者の所有者の所有者の所有者の UNIXアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成する
Apacheアカウントは、インストール後に Apache Serverを所有する UNIXユーザー・アカ
ウントです。デフォルトの Apache構成（rootが所有する 1024未満のポートをリスニング
する構成）を使用する場合は、セキュリティ上、Apacheには別々のアカウント所有者を設
定し、そのアカウントに対してリスナー・アクションおよびモジュール・アクションの所有
権を割り当てるように Apache Serverを構成することをお薦めします。これは、Apache構
成パラメータ userを使用して行います。これによって、サーバーが起動されたときに、ア
カウントの所有権がリセットされます。

Apacheアカウント所有者には、最小限のユーザー権限が必要です。また、外部から参照で
きないファイルを持つグループのメンバーであってはいけません。大半の UNIXバージョン
にある nobodyアカウントが、Apacheアカウントとして機能します。 

表表表表 2-3 oracleアカウントのプロパティアカウントのプロパティアカウントのプロパティアカウントのプロパティ

ログイン名 任意です。このマニュアルでは oracleアカウントとします。

プライマリ GID oinstallグループ

セカンダリ GID dbaグループ

ホーム・ディレクトリ 他のユーザーのホーム・ディレクトリとの間で一貫性のあるホー
ム・ディレクトリを選択します。oracleアカウントのホーム・
ディレクトリは、ORACLE_HOMEディレクトリと同一である必要は
ありません。

ログイン・シェル デフォルトは /usr/bin/sh、/usr/bin/cshまたは
/usr/bin/kshのいずれかです。ただし、このマニュアルの例で
は Bourneシェル（/usr/bin/sh）を想定しています。

注意注意注意注意 : oracleアカウントを使用するのは、Oracleソフトウェアをイン
ストールおよびメンテナンスする場合のみです。Oracle8iと関係ない目的
では使用しないでください。また、oracleアカウントとして rootを使
用しないでください。
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rootユーザーで行う設定タスク
smitユーティリティを使用して、次のプロパティの Apacheアカウントを作成します。 

サーブレット・クラスを追加する場合、Oracle8iの今回のリリースで保証されていない
Apacheモジュールを変更またはアップグレードする場合、または Apache Serverを
Oracle8iで保証されているバージョン以上にアップグレードする場合は注意してください。
Apacheの構成用にオラクル社から提供されているパッチはサポートされますが、Oracleで
はサポートされない方法で Apacheを変更することも可能です。

警告警告警告警告 : dbaグループまたは oracleアカウント権限を持つ Apacheユー
ザーを構成すると、データベースのセキュリティは低下します。あるプロ
グラムを実行するために別の権限が必要な場合は、Apache suEXEC機能
を使用して、Apacheアカウントにその権限を付与します。root以外の
ユーザーで Apache Serverを起動した場合、Apacheが起動するスクリプ
ト、サーブレットまたはプログラムには、そのユーザーと同じ権限が付与
されます。

表表表表 2-4 Apacheアカウントのプロパティアカウントのプロパティアカウントのプロパティアカウントのプロパティ

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

ログイン名 任意です。このマニュアルでは任意です。このマニュアルでは任意です。このマニュアルでは任意です。このマニュアルでは Apacheアカウントとします。アカウントとします。アカウントとします。アカウントとします。

プライマリ GID プライマリ・グループは、oraInventoryを所有するグループと
同じである必要があります。 oraInventoryは
/etc/oraInst.locにあります。 oraInventoryの所有権を持
つデフォルトのグループ名は oinstallグループです。セキュリ
ティ上、このグループ所有権はインストール後に変更してくださ
い。 詳細は、「Apacheアカウントのグループ・メンバーシップを
変更する」を参照してください。

セカンダリ GID セカンダリ・グループは、Apacheアカウントのみをメンバーに持
つ必要があります。

ホーム・ディレクトリ 他のユーザーのホーム・ディレクトリとの間で一貫性のあるホー
ム・ディレクトリを選択します。

参照参照参照参照 : Apacheの構成については、『Apache version 1.3 User's Guide』を
参照してください。
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Oracle ユーザーで行う設定タスク
Oracleユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスク
oracleアカウントでログインして、次のタスクを行います。

❏ ファイル作成の権限を設定する

❏ 環境変数を設定する

❏ カレント・セッションの環境を更新する

ファイル作成の権限を設定するファイル作成の権限を設定するファイル作成の権限を設定するファイル作成の権限を設定する
インストールされたファイルに対して、oracleアカウント用に、umaskで 022を設定す
ることによって、groupおよび otherには読込み権限および実行権限のみを与え、書込み
権限を与えないようにします。 

1. umaskコマンドを実行して、現行の設定を確認します。

2. umaskコマンドが 022を返さない場合は、oracleアカウントの .profileまたは
.loginファイルに umaskを設定して、次のコマンドを実行します。

$ umask 022

環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する
Oracle Universal Installerを起動する前に、環境変数 DISPLAY、PATHおよび他の環境変数
を適切に設定します。表 2-5「環境変数の概要」に、この項で説明する環境変数の概要を示
します。環境変数を正しく設定する手順については、この項の各環境変数についての記述を
参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Serverがすでにシステムに存在している場合、既存の設定
と新しい環境に対して選択する設定が関連している場合があります。
インストール前の作業 2-7



Oracleユーザーで行う設定タスク
DISPLAY
Oracle Universal Installerを実行するシステム上で、DISPLAYにそのシステムの名前または
IPアドレス、Xサーバーおよびワークステーションが使用しているスクリーンを設定しま
す。システムの X-Windowコンソールからインストールを実行している場合以外では、ソ
フトウェアをインストールしているシステムのホスト名または IPアドレスは使用しないで
ください。リモート・システムからインストールしている場合は、ワークステーションのマ
シン名または IPアドレスを使用します。Xサーバーおよびスクリーンにどんな値が設定さ
れているかわからない場合は、両方に 0（ゼロ）を指定します。 

Installerを起動した際に「Failed to connect to server」、「Connection refused by server」ま
たは「Can't open display」のような Xlibエラーが表示される場合は、Xワークステーショ
ンで Bourne/Kornシェルまたは Cシェルのコマンドを次のように実行します。

Bourne またはまたはまたはまたは Kornシェルの場合シェルの場合シェルの場合シェルの場合
Oracleデータベースがインストールされているサーバーでは、次のように入力します。

$ DISPLAY=workstation_name:0.0
$ export DISPLAY

ワークステーションに接続するときは、次のように入力します。

$ xhost +server_name

表表表表 2-5 環境変数の概要環境変数の概要環境変数の概要環境変数の概要

環境変数環境変数環境変数環境変数 説明説明説明説明 必須かどうか必須かどうか必須かどうか必須かどうか

DISPLAY Oracle Universal Installerを表示するシステムの名前、サー
バー番号およびスクリーン番号

はい

PATH シェルが実行ファイルを検索するパス はい

ORACLE_BASE Oracleソフトウェアおよび管理ファイル構造の最上位にあ
るディレクトリ

いいえ

ORACLE_HOME 特定リリースの Oracleソフトウェアをインストールする
ディレクトリ

いいえ

NLS_LANG インストール時に使用する言語、地域およびキャラクタ・
セット

いいえ

ORA_NLS33 各国語サポートのキャラクタ・セット・データの位置 いいえ

ORACLE_SID インストール中に使用する Oracleサーバー・インスタンス
識別子

いいえ

ORACLE_DOC ドキュメントがインストールされているディレクトリ いいえ
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C シェルの場合シェルの場合シェルの場合シェルの場合
Oracleデータベースがインストールされているサーバーでは、次のように入力します。

% setenv DISPLAY workstation_name:0.0

ワークステーションに接続するときは、次のように入力します。

% xhost +server_name

PC Xサーバーを使用している場合は、PC Xサーバーのドキュメントを参照して、PC X
サーバーをリモートの Xクライアントから接続できるように構成する方法を調べてくださ
い。

環境変数 DISPLAYが、前述のとおり正しく設定されていることを確認します。

PATH
シェルの検索パスに、次のすべてを含めて設定してください。

� $ORACLE_HOME/bin、/usr/bin、/etc、/usr/ccs/bin

� ローカル binディレクトリ /usr/lbinおよび /usr/local/bin（存在する場合）

ORACLE_BASE
ORACLE_BASEは、Oracleソフトウェアおよび管理ファイル構造の最上位にあるディレク
トリを指定します。OFAの推奨値は、software_mount_point/app/oracle
（例 : /u01/app/oracle）です。 OFA準拠のシステムを使用していない場合、必須ではあ
りませんが、ORACLE_BASEを設定することをお薦めします。

ORACLE_HOME
ORACLE_HOMEは、特定リリースの Oracleソフトウェアをインストールするディレクト
リを指定します。OFAの推奨値は、 $ORACLE_BASE/product/release（例 : 
/u01/app/oracle/product/8.1.7）です。

ORACLE_HOMEに指定したディレクトリに、Oracle8i リリース 8.1.5またはリリース 8.1.6
より前の Oracleソフトウェアがインストールされていないことを確認します。

注意注意注意注意 : 検索パスに /usr/ucbを含める場合は、PATH設定で
/usr/ccs/binの後に指定してください。
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NLS_LANG
US7ASCII（デフォルト）以外のキャラクタ・セットを使用するデータベースを作成する場
合は、NLS_LANGを設定する必要があります。Oracle Internet Directoryをインストールす
る場合は、NLS_LANGに UTF8を設定することをお薦めします。 

Oracleは、クライアントおよびサーバーが異なるキャラクタ・セットを使用するクライアン
ト /サーバー環境をサポートしています。クライアントが使用するキャラクタ・セットは、
クライアント・セッションの NLS_LANGパラメータの値によって定義されます。サーバー
が使用するキャラクタ・セットは、サーバーのデータベース・キャラクタ・セットです。
キャラクタ・セットが異なる場合、キャラクタ・セット間で自動的にデータ変換が行われま
す。

ORA_NLS33
この環境変数には、Oracleの *.nlbファイルを格納するディレクトリを指定します。
*.nlbファイルは言語、地域、キャラクタ・セットおよび言語のソート順序を定義します。
この環境変数の設定は、1つの ORACLE_HOMEに、*.nlbファイルを置く複数バージョンの
ディレクトリがある場合にのみ設定する必要があります。 

ORA_NLS33が設定されていない場合は、デフォルト値として
$ORACLE_HOME/ocommon/nls/admin/dataが使用されます。 

ORACLE_SID
インストール中にデータベースを作成する場合は、ORACLE_SIDに Oracleサーバー・イン
スタンス識別子（このマニュアルでは sid）を設定しておくことができます。インストール
中にデータベースの作成を選択すると、Installerはこの識別子を確認するプロンプトを表示
します。

ORACLE_DOC
ORACLE_DOCは、ドキュメントがインストールされているディレクトリを指定します。 
ORACLE_DOCを設定しない場合にドキュメントがインストールされる場所については、vii
ページの「インストールしたドキュメントの表示」を参照してください。

参照参照参照参照 : 各国語サポート機能の詳細は、『Oracle8iリファレンス・マニュア
ル』を参照してください。すべての有効なキャラクタ・セットについて
は、『Oracle8i NLSガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i NLSガイド』を参照してください。
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カレント・セッションの環境を更新するカレント・セッションの環境を更新するカレント・セッションの環境を更新するカレント・セッションの環境を更新する
テキスト・エディタで、「環境変数を設定する」に示した環境変数の設定を、oracleアカ
ウントの .profileまたは .loginファイルに追加します。これらの初期化ファイルを編
集した後は、インストールを始める前に、シェル・コマンドを使用してすぐに現在のシェ
ル・セッションの環境を更新できます。

Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

$ ../.profile

Cシェルの場合

% source .login

Oracle製品の設定タスク製品の設定タスク製品の設定タスク製品の設定タスク
インストールを始める前に、次に示すインストールする製品に対応したタスクを実行してお
く必要があります。

� Oracleオプションのインストール前のタスク

� Toolsおよびプリコンパイラ

� ネットワーク製品およびシステム管理製品

Oracleオプションのインストール前のタスクオプションのインストール前のタスクオプションのインストール前のタスクオプションのインストール前のタスク

Oracle Parallel Serverのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスク
次の手順を実行するときは、『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』をあ
わせて参照する必要があります。

Parallel Serverをインストールする前に、次の手順を実行してください。 

1. RAWデバイスを作成します。

Oracle Parallel Serverデータベースに関連するすべてのファイルは、クラスタ内のすべ
てのノードからアクセスできるように、RAWボリュームに格納する必要があります。
制御ファイルおよびデータ・ファイルは、すべてのインスタンスに共有されます。イン
スタンスごとに個別のログ・ファイルがありますが、インスタンスのリカバリ時に、す
べてのインスタンスにすべてのログ・ファイルのアクセス権がある必要があります。

参照参照参照参照 : RAWデバイス作成については、『Oracle8i管理者リファレンス』
を参照してください。
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2. Oracle Universal Installerを起動するノード上で、各データベース・オブジェクトおよ
び対応する RAWデバイス・ファイル名のエントリを記述した ASCIIファイルを作成し
ます。このファイルは、Oracle Database Configuration Assistantが Oracle Parallel 
Server用データベースを構成するために使用します。

3. 環境変数 DBCA_RAW_CONFIGを、ASCIIマッピング・ファイルを指すように設定し
ます。Oracle Database Configuration Assistantは、データベースの作成時にこの環境変
数を参照して、ASCIIファイルの内容を読み、指定されたファイル名を使用して表領域
を作成します。

rootユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスク
1. クラスタのすべてのノード上で、OSDBAグループが /etc/groupファイルに定義され

ていることを確認します。OSDBAグループ名およびグループ番号（インストール中に
指定する場合は、OSOPERグループも）は、1つのデータベースにアクセスできる
UNIXクラスタのすべてのノード上で共通である必要があります。OSDBAおよび
OSOPERグループの UNIXグループ名のデフォルトは、dbaです。 Oracle Universal 
Installerの oraInventoryファイルを所有するには、別のグループを作成する必要が
あります。Oracleマニュアルでは、このグループを oinstallグループといいます。
この名前は任意です。 

2. 次の条件を満たす UNIXアカウントを、クラスタの各ノードに作成します。 

� oinstallグループをプライマリ・グループとする

� dbaグループをセカンダリ・グループとする

� Oracleソフトウェアをインストールおよび更新するためにのみ使用する

� リモート・ディレクトリへの書込み権限がある

注意注意注意注意 :  次の手順は、Oracle8iの Typicalインストールを実行する場合の
み適用されます。これらの手順は、Customインストールには必要ありま
せん。 詳細は、3-2ページの「Oracle Universal Installer」を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : ASCIIマッピング・ファイルの作成の詳細および例は、『Oracle8i 
Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』を参照してください。
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3. Oracleソフトウェア・ディレクトリ構造の最上位ディレクトリとなるように、次の条件
を満たすマウント・ポイント・ディレクトリを各ノードに作成します。

� 各ノードのマウント・ポイント名が最初のノードのマウント・ポイント名と同一で
ある

� oracleアカウントには、読込み、書込みおよび実行権限がある

4. Oracle Universal Installerを起動するノードから、ローカル・ノードを含むクラスタ内
の他のすべてのノードのエントリを、oracleアカウントの .rhostsファイルまたは
/etc/hosts.equivファイルに追加して、ユーザー等価関係を設定します。

5. rootアカウントを終了します。

Oracleユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスク
クラスタ内の各ノードにリモート・ログイン（rlogin）して、oracleアカウントの
ユーザー等価を確認します。パスワードを入力するプロンプトが表示される場合、
oracleアカウントの属性は、すべてのノード上で同一ではありません。ユーザー等価
関係が設定されていないと、Installerは、rcpコマンドを使用してリモート・ディレク
トリに Oracle製品をコピーできません。 

ユーザー等価関係を設定していない場合、「rootユーザーで行うタスク」の手順 4を実
行する必要があります。

Toolsおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラ
この項の指示に従って、Toolsおよびプリコンパイラのインストール前のタスクを行います。 
Apacheモジュールを使用するには、JDKがあらかじめインストールされている必要があり
ます。 インストール時に、インストール先の JDK ホームを指定するよう促されます。 AIX 
4.3.2の場合、JDK 1.1.8をインストールします。AIX 4.3.3の場合、JDK 1.1.8/1.2.2をインス
トールします。

Pro*COBOLプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスク
1. COBOLコンパイラの実行ファイルが、PATH設定されているディレクトリにあること

を確認します。

2. $COBLIBが LIBPATHの設定に含まれていることを確認します。

3. 環境変数 COBDIRを、COBOLコンパイラがインストールされているディレクトリに設
定します。 

参照参照参照参照 : Oracleマウント・ポイントのネーミング規則の詳細は、2-3ページ
の「マウント・ポイントを作成する」を参照してください。

参照参照参照参照 : 環境変数 COBDIRおよび COBLIBに設定する値を決定するには、
ご使用の COBOL固有のドキュメントを参照してください。
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Pro*C/C++プリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスク
Cコンパイラの実行ファイルが、PATH 設定されているディレクトリにあることを確認しま
す。 

Pro*FORTRAN プリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスク
FORTRANコンパイラの実行ファイルが、PATH 設定されているディレクトリにあることを
確認します。

SQL*Module Adaのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスク
Ada実行ファイルが PATH 設定されているディレクトリにあり、OC Systems PowerAda 3.1
コンパイラ構成ファイルが設定されていることを確認します。 このファイルは、PowerAda
のインストール先ディレクトリにあります。ファイル名は、kshユーザーの場合は setup、
cshユーザーの場合は setup.cshです。

Legato Storage Manager（（（（LSM）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク
Legato Storage Managerのインストール前のタスクについては、付録「Legato Storage 
Manager（LSM）のインストール前のタスク」を参照してください。

ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品

LDAP サービスの構成サービスの構成サービスの構成サービスの構成
Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）Version 3は、ディレクトリ・アクセス・プ
ロトコルのインターネット・オープン規格です。Oracle8i リリース 8.1.7の一部の製品は、
Oracle Internet Directoryが提供する LDAP V3ディレクトリ・サービスを使用するように構
成できます。このディレクトリ・サービスは、Oracle8iのデータベースが、データベース・
ユーザー、Net8ネットワーク接続およびデータベース・リスナーのパラメータのストレー
ジを管理するために使用されます。

Oracle製品を、LDAPディレクトリ・サービスを使用するように構成する場合は、製品をイ
ンストールして構成する前に Oracle Internet Directory（OID）を使用可能にする必要があり
ます。ご使用のシステムに、Oracle Internet Directoryがインストールされていない場合は、
インストールしてください。ディレクトリのパフォーマンスを最適化するために、Oracle 
Internet Directoryを他の Oracleソフトウェアと別のシステムにインストールすることをお
薦めします。 OIDのインストール手順の詳細は、「Oracle Internet Directoryのインストール
前のタスク」および第 3章「インストール」を参照してください。LDAPおよび Oracle 
Internet Directoryの詳細は、『Oracle Internet Directory管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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Oracle Internet Directoryのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスク
次の手順を実行するときは、『Oracle Internet Directory管理者ガイド』をあわせて参照して
ください。

� ご使用のシステムに、すでに Oracle8i リリース 8.1.7がインストールされている場合は、
次のことを確認してください。

� Oracle8i が実行中であること

� 次のように、パスワードなしの internalユーザーでデータベースに接続できるこ
と

$ sqlplus internal

パスワードなしの internalで接続できない場合は、パスワードを必要としない
internalアカウントの構成方法について、『Oracle8i管理者ガイド』を参照して
ください。

� Net8リスナーのデータベースへの接続サービスが実行中であること（次のコマンド
を使用して確認します。）

$ lsnrctl status [listener_name]

リスナーがデフォルト（listener）以外の名前である場合は、listener_name
フィールドの指定が必要です。

ご使用のシステムに Oracle8i リリース 8.1.7がまだインストールされていない場合は、
Oracle Universal Installerで Oracle Internet Directoryとともにインストールします。

Net8 Server
ご使用のシステムに Net8 Serverがすでにインストールされている場合は、Net8をインス
トールする前にリスナーをすべて停止します。リスナーが実行されていないことを確認する
には、次のように入力します。

$ lsnrctl status [listener_name]

リスナーがデフォルト（listener）以外の名前である場合は、listener_nameフィール
ドの指定が必要です。

実行中のリスナーを停止するには、次のコマンドを使用します。

$ lsnrctl stop listener_name

Net8のインストールおよび構成については、2-18ページの「Net8構成の理解」を参照して
ください。
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Oracle Supported Protocol
Oracle Supported Protocolをインストールする前に、基盤となるネットワークが機能し、正
しく構成されていることを確認します。

Oracle Enterprise Managerのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスク
既存の Oracle Enterprise Managerリポジトリを現在のバージョンにアップグレードまたは
移行する場合は、予期しないエラーが発生したときリカバリできるように、リポジトリを
バックアップまたはエクスポートしておく必要があります。 

既存のシステムをアップグレードする場合は、Oracle Enterprise Managerをインストールす
る前に、次のことを確認してください。

Oracle Enterprise Managerリポジトリは、Oracle Enterprise Managerによって管理および
監視されるサービスに関する情報、およびManagement Packについての情報を格納する、
Oracleデータベース内の一連の表です。この表は、Oracle Management Serverがバックエ
ンド・ストアとして使用し、クライアントと管理ノード間の分散制御が可能になります。

Oracle Management Serverは Oracle Enterprise Managerの中間層です。Oracle 
Management Serverは、次のことを行います。

� Enterprise Manager管理者の認証

� 管理機能の処理

� ジョブ、イベント、グループおよびデフォルト資格証明を含む管理情報の集中型
データ・ストア

Oracle Management Serverをインストールする前に、既存の Enterprise Managerリポジト
リを使用するか、新しい Enterprise Managerを作成するかを決定する必要があります。

既存のリポジトリの使用既存のリポジトリの使用既存のリポジトリの使用既存のリポジトリの使用
既存の Oracle Enterprise Manager リリース 2.2のリポジトリを使用する場合は、インストー
ル前のタスクはありません。

Oracle Enterprise Managerリリース 2.2より前のリポジトリを使用する場合は、次のことを
確認してください。
2-16 Oracle8i for AIX-Based Systemsインストレーション・ガイド



Oracle 製品の設定タスク
リリースリリースリリースリリース 2.1またはまたはまたはまたは 2.0の場合の場合の場合の場合 Enterprise Manager Configuration Assistant リリース 2.2
を実行して、古いリポジトリを現在のリリースにアップグレードします。リポジトリのアッ
プグレード方法については、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 1.xの場合の場合の場合の場合  リリース 2.2の新しい Enterprise Managerリポジトリは、Enterprise 
Managerリリース 1.xを実行中のシステムにインストールされます。インストール前のタス
クは必要ありません。リリース 1.xのリポジトリの内容をリリース 2.2のリポジトリに移行
するためには、インストール後の構成タスクを行う必要があります。このタスクについて
は、このマニュアルでは記載していません。リポジトリを移行する場合のインストール後の
構成タスクについては、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

新しいリポジトリを作成する場合新しいリポジトリを作成する場合新しいリポジトリを作成する場合新しいリポジトリを作成する場合
リリース 2.2のリポジトリを新しく作成する場合は、新しいリポジトリを作成するデータ
ベースをインストールし、起動する必要があります。Enterprise Manager Configuration 
Assistantは、Enterprise Editionの Customインストール、Management Infrastructure 
Management ServerのインストールおよびManagement Infrastructure の Customインス
トールの構成時に自動的に起動されます。Enterprise Editionの Typicalインストールの場合
は、Enterprise Manager Configuration Assistantを手動で起動する必要があります。

新しいリポジトリのインストールおよび構成については、『Oracle Enterprise Manager構成
ガイド』を参照してください。

重要重要重要重要 : すべての Enterprise Manager製品は同じリリースである必要があ
ります。Mnagement Serverおよびリポジトリのアップグレードは、
Enterprise Managerのすべてのユーザーが、ソフトウェアをリリース 2.2
にアップグレードしてから行ってください。他のユーザーの Enterprise 
ManagerソフトウェアをアップグレードせずにManagement Serverおよ
びリポジトリをリリース 2.2にアップグレードした場合、古いバージョン
の Enterprise Managerソフトウェアを新しい Enterprise Managerで使用
することはできません。

参照参照参照参照 : リポジトリのアップグレード、移行、作成の詳細は、『Oracle 
Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。
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製品構成インストール・ウィンドウ・ダイアログの理解
製品構成インストール・ウィンドウ・ダイアログの理解製品構成インストール・ウィンドウ・ダイアログの理解製品構成インストール・ウィンドウ・ダイアログの理解製品構成インストール・ウィンドウ・ダイアログの理解
インストール時には、製品構成について様々な選択を行います。次の項では、その選択およ
びその選択がどのように Oracle8iの構成に影響するかについて説明します。インストールを
行う前に製品構成の概要を確認し、ご使用のシステムおよび要件に最適な選択を行ってくだ
さい。

Net8構成の理解構成の理解構成の理解構成の理解
Net8 Configuration Assistantは、Oracleクライアント /サーバーのネットワーク環境を構
成するためのグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）です。Net8 Configuration 
Assistantは、Oracle Universal Installerで行うすべてのインストール・タイプから自動的に
起動されます。また、スタンドアロンのツールとして、手動で起動することもできます。

選択するインストール・タイプによって、Net8 Configuration Assistantは次のいずれかの方
法でネットワークを構成します。

� 標準的なデータベース接続方法によって、自動的にネットワークを構成する（ユーザー
からの入力は少ない）

� 多数の入力によって、カスタマイズされたネットワークを作成する

構成を行うと、$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリ配下のネットワーク・ファ
イルが作成または変更されます。

サーバーのネットワーク構成サーバーのネットワーク構成サーバーのネットワーク構成サーバーのネットワーク構成
次の表に、サーバーのインストール・タイプで作成されるネットワーク構成のタイプ、およ
びユーザーから入力する項目を示します。次の選択内容を確認して、要件およびネットワー
ク構成技術に最適のネットワーク構成を決定してください。

注意注意注意注意 : この項では、Oracle Universal Installerから Net8 Configuration 
Assistantを実行する場合について説明します。 スタンドアロン・モードで
Net8 Configuration Assistantを実行する方法については、『Oracle8i Net8
管理者ガイド』または 4-15ページの「Net8 Configuration Assistant」を参
照してください。
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Net8構成の理解
選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・
タイプタイプタイプタイプ 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース

Oracle8i Enterprise 
Editionまたは Oracle8i 
Workgroup Server

� Typical

� Minimal

Net8 Configuration Assistantは、データベースへの接続に使用するネット・サービス名を
作成します。

次に、Net8 Configuration Assistantは次のファイルを構成して、Net8 Serverの環境を自
動的に作成します。

� listener.ora

listenerという名前のリスナーを構成および起動します。このリスナーのプロトコ
ル・アドレスには、オペレーティング・システムのプロトコル（通常、ポート 1521
の TCP/IPです）を優先して使用するOracle8iデータベース用のプロトコル・アド
レス、および IPCプロトコルを使用する外部プロシージャ用のプロトコル・アドレ
スの両方が設定されます。

外部プロシージャ用のサービス情報を構成します。

� sqlnet.ora

Net8ネーミング・ドメインを構成します。ご使用のコンピュータがあるネットワー
ク・ドメインと同名に設定すると便利です。このドメインには、接続文字列に指定さ
れた修飾されていないネット・サービス名が自動的に付けられます。修飾されていな
いネット・サービス名は、Net8ネーミング・ドメインを含みません。

インストール時に Global Database Nameフィールドでシステムのドメインを定義し
なかった場合は、システム・ドメイン設定はデフォルトで NULLドメインになりま
す。 この場合、Net8は、sqlnet.oraの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに対
して新しいドメイン設定を定義しません。

� tnsnames.ora

tnsnames.oraファイルに、外部プロシージャが使用するネット・サービス名
（EXTPROC_CONNECTION_DATA）を作成します。

Oracle8iデータベースが正常に作成された後、Oracle Database Configuration Assistant
は、次のファイルに Net8 Serverの追加情報を作成します。

� listener.ora

Oracle8iデータベースのスタティック・サービス情報を構成します。

� クライアント構成後、Net8 Configuration Assistantによって、（通常、グローバル・
データベース名と同じ）Oracleデータベースのネット・サービス名を入力するプロ
ンプトが表示されます。クライアントおよび分散データベース・サーバーは
tnsnames.oraファイルを使用して、サーバーが接続可能な接続先を識別します。こ
のファイルには、データベース・アドレスのサービス名が格納されます。

注意注意注意注意 : 「Typical」または「Minimal」インストール・タイプでは、LDAPディレクトリ・
サービスへのアクセスは構成できません。LDAPディレクトリ構成は、「Custom」インス
トール・タイプでのみ作成できます。
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Net8構成の理解
Oracle8i Enterprise 
Editionまたは Oracle8i 
Workgroup Server

� Custom（Net8 
Serverおよび Net8 
Clientを選択）

はじめに、Net8 Configuration Assistantは次のプロンプトを表示します。

� ディレクトリ・サービス・アクセスを構成します。これには、ディレクトリ・サー
バーのタイプおよび位置の入力と、サーバーがネット・サービス名を検索、作成およ
び修正するための管理コンテキストの確認が含まれます。ORACLE_HOMEがディレク
トリ・サービス・アクセス用に構成されていない場合は、この情報のプロンプトが表
示されます。

� リスナーを作成し、データベース接続で使用するネットワーク・プロトコルを選択し
ます。

� データベース接続で使用するネーミング・メソッドを選択します。デフォルトで、
ローカル・ネーミング・メソッドおよびローカル管理ネットワーク・モデルが構成さ
れます。ローカル管理ネットワーク構成モデルでは、各ノードの tnsnames.ora
ファイルにネットワーク・アドレスがマッピングされます。このモデルには、その他
にホスト・ネーミングおよび外部ネーミング（サード・パーティのネーミング・サー
ビス）があります。集中管理ネットワーク構成モデルでは、Oracle Namesのネーミ
ング・メソッドが使用可能です。この構成では、Oracle Names Serverがクライアン
ト構成プロファイルをある位置に格納します。ネーミング・メソッド、ネーミング・
サービスのインストールおよび構成に関するその他の問題点については、『Oracle8i 
Net8管理者ガイド』を参照してください。

ご使用のネーミング・メソッドに応じて、Net8 Configuration Assistantは、次のファイル
を構成して自動的に Net8 Server環境を作成します。

� listener.ora

リスナーを、名前とプロトコル・アドレスで構成します。また、外部プロシージャ用
のプロトコル・アドレスおよびスタティック・サービス情報も構成します。

� sqlnet.ora

サーバーのドメインを、デフォルトのドメイン（ご使用のコンピュータが置かれるド
メイン）として構成します。このドメインには、修飾されていない名前が自動的に付
けられます。

サーバーが接続記述子の名前を変換するために使用するネーミング・メソッドを構成
します。

� tnsnames.ora

外部プロシージャ接続に使用するためのネット・サービス名のエントリを作成しま
す。

� ldap.ora

ディレクトリ・サーバーのタイプを識別して、ディレクトリ・サービス・アクセスを
構成します。また、位置および管理コンテキストも識別します。

Oracle8iデータベースの作成に成功した後で、Oracle Database Configuration Assistantは
自動的に次のファイルに Net8 Serverの追加情報を作成します。

� listener.ora

スタティック・サービス情報を構成します。

選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・
タイプタイプタイプタイプ 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース
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Net8構成の理解
クライアントのネットワーク構成クライアントのネットワーク構成クライアントのネットワーク構成クライアントのネットワーク構成
次の表に、クライアントのインストール・タイプで作成されるネットワーク構成のタイプ、
およびユーザーから入力する項目を示します。Oracle Universal Installerを起動する前に、
次の選択内容を確認してください。ご使用のネットワーク要件または構成技術に適したネッ
トワーク構成を識別してください。

選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・
タイプタイプタイプタイプ 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース

Oracle8i Client

� Administrator

� Programmer

� Application User

� Custom（Net8 Client
を選択）

はじめに、Net8 Configuration Assistantは、Oracle8iデータベースにアクセスするため
の構成方法を指定するプロンプトを表示します。次のいずれかを選択します。

� ローカル・ネーミング

ネットワーク・アドレスを解決するためのネット・サービス名を指定します。この
ネットワーク・サービス名は、各クライアントの構成ファイルで構成または格納さ
れます。

� ディレクトリ・ネーミング

サービス名およびネットワーク・アドレスを解決するための Oracle Names Server
またはサード・パーティのネーミング・サービスを指定します。これによって、
データベース作成時にネーミング・サービスに登録された情報を使用して、
Oracle8iデータベースへのクライアント接続が可能になります。

選択によっては、追加情報を求めるプロンプトが表示されます。

次に、Net8 Configuration Assistantは次のファイルを構成して、自動的に Net8のクラ
イアント環境を作成します。

� tnsnames.ora

ローカル・ネーミングが選択されていた場合、ネット・サービス名を指定します。

� ldap.ora

ディレクトリ・ネーミングが選択されていた場合、ディレクトリ・サーバーのタイ
プを識別して、ネーミング・サービス・アクセスを構成します。また、位置および
管理コンテキストも識別します。
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Net8構成の理解
� sqlnet.ora

クライアントが接続記述子の名前を変換するために使用するネーミング・メソッド
を構成します。

クライアントのドメインを、デフォルトのドメイン（ご使用のコンピュータが置か
れるドメイン）として構成します。このドメインには、接続文字列に指定された修
飾されていないネット・サービス名が自動的に付けられます。修飾されていない
ネット・サービス名は、ネットワーク・ドメインを含みません。

インストール時に Global Database Nameフィールドでクライアントのドメインを
定義しなかった場合は、システム・ドメイン設定はデフォルトで NULLドメインに
なります。この場合、Net8は、sqlnet.oraの NAMES.DIRECTORY_PATHパラ
メータに対して新しいドメイン設定を定義しません。

サービス名のインストールおよび構成、クライアントの構成については、『Oracle8i 
Net8管理者ガイド』を参照してください。

選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・
タイプタイプタイプタイプ 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース
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データベース環境の識別
データベース環境の識別データベース環境の識別データベース環境の識別データベース環境の識別
Oracle Universal Installerを使用すると、次の環境における操作でのパフォーマンスが最大
限に向上するように、ご使用の Oracle8iデータベースを構成することができます。表 2-6
「Oracle8iのデータベース環境」に、Oracle8iのデータベース環境を示します。

データベース環境の選択によって、次のデータベース設定値が変更されます。

�    初期化ファイル・パラメータ DB_BLOCK_BUFFERS

�    初期化ファイル・パラメータ DB_BLOCK_SIZE

�    初期化ファイル・パラメータ PROCESSES

�    初期化ファイル・パラメータ SHARED_POOL_SIZE

�    ロールバック表領域情報

表表表表 2-6 Oracle8iのデータベース環境のデータベース環境のデータベース環境のデータベース環境

環境環境環境環境 説明説明説明説明

Online Transaction 
Processing（OLTP）

多くのユーザーが同時に多数のトランザクションを実行し、各ト
ランザクションが少量のデータを処理するような単純な操作であ
る場合に適しています。インターネット商取引のサイトにみられ
るような請求処理データベースは、このデータベース・タイプの
最も一般的な例です。

トランザクションは、データベース表のデータの読込み（SELECT
文）、書込み（INSERTおよび UPDATE文）および削除
（DELETE文）で構成されています。 

Warehousing（DSS） ユーザーが大量のデータに対してアクセス、または処理を行う複
雑な問合せを実行する場合に適しています。

これらの問合せ（通常、読取り専用）は、単純に少量のレコード
を問い合せるものから、多数の異なる表から何千ものレコードを
ソートする複雑なものまで様々です。履歴データベースは、この
データベース・タイプの最も一般的な例です。Warehousing環境
は、意思決定支援システム（DSS）環境とも呼ばれます。

Multipurpose このデータベース環境構成では、どちらのタイプのデータベース
もサポートされます。平均データベース使用が変化する場合に選
択します。
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データベース環境の識別
データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択
Oracle Database Configuration Assistantは、OLTP、WarehousingまたはMultipurpose環
境の Oracle8iデータベースを作成するためのグラフィカル・ユーザー・インタフェース
（GUI）です。インストール中に Oracle8iデータベースの作成を選択すると、Oracle 
Universal Installerから Oracle Database Configuration Assistantが自動的に起動されます。
また、スタンドアロンのツールとして、手動で起動することもできます。

Oracle8i Enterprise Editionのいずれのインストール・タイプでも、Oracle8iデータベースを
作成できます。次の表に、Typical、Minimalおよび Customの各インストール・タイプで作
成されるデータベースのタイプ（OLTP、Warehousing、Multipurpose）、およびユーザーか
ら入力する項目を示します。選択内容を参照して、要件およびデータベース作成技術に適し
たデータベースを決定してください。

参照参照参照参照 : データベース環境、パフォーマンスへの影響およびパフォーマン
スを最大限に向上させるためのチューニング方法については、複数の
Oracleマニュアルに記載されています。これらの情報は、Oracle 
Information Navigatorを使用して検索してください。 データベース環境に
関する問題点は、『Oracle8i概要』、『Oracle8iチューニング』および
『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : この項では、Oracle Universal Installerから Oracle Database 
Configuration Assistantを実行する場合について説明します。 スタンドア
ロン・モードで Oracle Database Configuration Assistantを実行する方法
については、4-16ページの「Oracle Database Configuration Assistant」を
参照してください。
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データベース環境の識別
実行する手順実行する手順実行する手順実行する手順 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース

1. 「Typical」インストール・
タイプを選択します。

Oracle8iのインストールの最後に Oracle Database Configuration Assistantが自動
的に起動され、すぐに使用できる構成済の Multipurpose初期データベースが、次
のように作成されます。

� 初期化パラメータはデフォルト

� Oracleオプションおよび interMediaコンポーネントの自動インストールと構
成1

� アドバンスト・レプリケーション機能

� データベース構成は専用サーバー・モード2

� アーカイブ・モードは NOARCHIVELOG

グローバル・データベースの名前および SIDを入力するプロンプトが表示される
以外は、入力は必要ありません。ここで、データベース・キャラクタ・セットを
リセットされる場合があります。データベース・キャラクタ・セットの詳細は、
『Oracle8i NLS ガイド』を参照してください。

1 Oracle Database Configuration Assistantは、Oracle Universal Installerでインストールされたオプションの構成を行いま
す。

2 専用サーバー・モードおよびマルチスレッド・サーバー・モード（共有サーバー・モードともいう）については、
『Oracle8i管理者ガイド』を参照してください。
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データベース環境の識別
実行する手順実行する手順実行する手順実行する手順 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース

1. 「Minimal」インストール・タイプを選択
します。

2. 初期データベースの作成を確認するプロン
プトで、「Yes」を選択します。

注意注意注意注意 : 「No」を選択すると、データベー
ス・ソフトウェアを含むすべてのサーバー
製品がインストールされますが、インス
トール中にデータベースは作成されませ
ん。Installerを使用して初期データベース
を作成し、インストールの確認を行うこと
をお薦めします。また、Oracleのネーミン
グ規則、ロール、デフォルトのユーザーお
よびその権限を理解するためのモデルとし
て、初期データベースをお薦めします。初
期データベースを作成しなかった場合は、
Oracle Database Configuration Assistant
または SQLスクリプトを使用して、後で
手動でデータベースを作成することができ
ます。詳細は、『Oracle8i管理者ガイド』
を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Internet DirectoryをOracle8i 
Management and Integrationインストー
ル・タイプでインストールした場合も、
データベースが作成されます。このデータ
ベースは、Oracle Internet Directory情報
の格納のみに使用されるものです。

Oracle8iのインストールの最後に Oracle Database Configuration 
Assistantが自動的に起動され、Oracle8iデータベースが作成されま
す。これは、次の事項を除いて、Typicalインストール・タイプで
作成したデータベースと同じです。

� Oracleオプションおよび interMediaコンポーネントのインス
トールと構成は行わない
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実行する手順実行する手順実行する手順実行する手順 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース

1. 「Custom」インストール・
タイプを選択します。

2. Oracle Serverおよび追加す
る製品を「Available 
Products」ウィンドウで選
択します。

3. 初期データベースの作成を
確認するプロンプトで、
「Yes」を選択します。

Custom データベース作成方法を選択した場合データベース作成方法を選択した場合データベース作成方法を選択した場合データベース作成方法を選択した場合

Oracle Database Configuration Assistantにより、選択した環境（OLTP、
Warehousingまたは Multipurpose）およびデータベース構成モード（専用サー
バーまたはマルチスレッド・サーバー）にあわせて、完全にカスタマイズされた
データベースを作成できます。また、オプションおよび interMediaコンポーネン
ト（インストールした場合）と、アドバンスト・レプリケーション（選択した場
合は）が自動的にまたは手動で構成されます。 

このオプションは、次の項目をカスタマイズするような、高度なデータベース作
成を行ったことがある場合にのみ選択してください。

� データ・ファイル、制御ファイルおよび REDOログ・ファイルの設定

� 表領域およびエクステントのサイズ

� データベース・メモリー・パラメータ

� アーカイブ・モード、アーカイブ形式およびアーカイブ先

� トレース・ファイルの書込み先

� キャラクタ・セット値
インストール前の作業 2-27



データベース環境の識別
2-28 Oracle8i for AIX-Based Systemsインストレーション・ガイド



インスト
3

インストールインストールインストールインストール

この章では、Oracle Universal Installer（OUI）の起動および Oracle8i製品のインストール
方法について説明します。インストールを始める前に、第 1章「システム要件」および第 2
章「インストール前の作業」を参照して、記載されたタスクをすべて完了しておいてくださ
い。

� Oracle Universal Installer

� 非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよび構成
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Oracle Universal Installer
Oracle Universal Installerを起動するために、次のタスクを行います。

� Oracle8i CD-ROMをマウントする

� Oracle Universal Installer（OUI）を起動する

Oracle8i CD-ROM をマウントするをマウントするをマウントするをマウントする
Oracle8i リリース 8.1.7には、2枚の CD-ROMがあります。ディスク 1を使用して、インス
トールを始めます。プロンプトの表示に従って、ディスク 2をマウントします。

CD-ROMをマウントおよびアンマウントするには、root権限が必要です。 CD-ROMをドラ
イブから取り出す前に、umountコマンドを使用して、CD-ROMがアンマウントされている
ことを確認してください。

1. Oracle8iの CD-ROMを CD-ROMドライブに入れます。

2. 次のように入力して、rootでログインし、CD-ROMのマウント・ポイント・ディレク
トリを作成します。

$ su root
# mkdir cdrom_mount_point_directory

3. 次のように入力して、CD-ROMドライブをマウント・ポイント・ディレクトリにマウ
ントし、rootアカウントを終了します。

# mount options device_name cdrom_mount_point_directory 
# exit

注意注意注意注意 : 以前の Oracle Installer（リリース 7.xおよびリリース 8.0.xととも
に出荷されたもの）を使用した、リリース 8.1の ORACLE_HOMEディレク
トリへのコンポーネントのインストールは、サポートされていません。 同
様に、リリース 8.1.7のコンポーネントをリリース 7.x、8.0.x、8.1.3または
8.1.4の ORACLE_HOMEディレクトリにインストールすることはできませ
ん。

注意注意注意注意 : Oracle8i リリース 8.1.7でのディスクのマウントについては、プ
ラットフォームのリリース・ノートを参照してください。
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例例例例 3-1 CD-ROMのマウントのマウントのマウントのマウント

$ su root
# mkdir /cdrom
# chmod 777 /cdrom
# mount -rv cdrfs /dev/cd0 /cdrom
# exit

rootpre.sh スクリプトを実行するスクリプトを実行するスクリプトを実行するスクリプトを実行する
実行中のデータベースをすべて停止します。rootになり、rootpre.shを実行します。

1. Oracleユーザーで、マシンで実行中のデータベースすべてを停止します。

2. rootでログインし、CD-ROMのマウント・ポイント・ディレクトリに移動します。

$ su root
# cd cdrom_mount_point_directory

3. Oracle Parallel Serverをインストールする前に、すべてのノードで rootpre.shを実行
します。

$ su root
# cd /cdrom
# ./rootpre.sh
# exit

例例例例 3-2 rootpre.sh の実行の実行の実行の実行

$ su root
# mkdir /cdrom
# ./rootpre.sh
# exit

Oracle Universal Installer（（（（OUI）を起動する）を起動する）を起動する）を起動する

次の手順で Oracle Universal Installerを起動します。

1. Oracleユーザーとしてログインします。

2. CD-ROMのマウント・ポイント・ディレクトリへ移動します。

cd cdrom_mount_point_directory

3. ./runInstallerと入力し、Installerを起動します。

注意注意注意注意 : rootユーザーでユーザーでユーザーでユーザーで Installerを実行しないでください。を実行しないでください。を実行しないでください。を実行しないでください。
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Installerが起動すると、「Welcome」ウィンドウが表示されます。

4. 「Next」をクリックします。 

「File Locations」ウィンドウが表示されます。「Source」フィールドのテキストは変更し
ないでください。これはインストール用のファイルの位置を示しています。

5. 「Destination」フィールドに、Oracle8i製品をインストールする ORACLE_HOMEディレ
クトリのパスを入力します。Installerを起動する前に環境変数 ORACLE_HOMEを設定
していた場合は、その設定がデフォルトの位置になります。

選択した宛先ディレクトリに Oracle8i リリース 8.1.5またはリリース 8.1.6のソフトウェ
アが存在する場合、旧バージョンのソフトウェアはリリース 8.1.7にアップグレードさ
れます。リリース 8.1.7製品を、新しい ORACLE_HOMEにインストールすることをお薦
めします。

6. 「Next」をクリックします。 

現在のシステムに初めて Oracle8i製品をインストールする場合は、「UNIX Group 
Name」ウィンドウが表示されます。それ以外の場合は、手順 8に進んでください。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installerは、Oracle製品の非問合せインストール
を実行できます。また、オプションで、スクリーンへの表示を行わないサ
イレント・モードに構成することもできます。Installerの詳細は、3-30
ページの「非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよ
び構成」を参照してください。

警告警告警告警告 : Oracle Universal Installerは、自動的には、自動的には、自動的には、自動的に Java Runtime 
Environment（（（（JRE）の）の）の）の Oracleバージョンをインストールします。このバージョンをインストールします。このバージョンをインストールします。このバージョンをインストールします。この
バージョンは、バージョンは、バージョンは、バージョンは、Oracle Universal Installerまたはまたはまたはまたは Oracle Assistantを実行を実行を実行を実行
するときに必要です。オラクル社カスタマ・サポート・センターによってするときに必要です。オラクル社カスタマ・サポート・センターによってするときに必要です。オラクル社カスタマ・サポート・センターによってするときに必要です。オラクル社カスタマ・サポート・センターによって
提供されるパッチ以外では、この提供されるパッチ以外では、この提供されるパッチ以外では、この提供されるパッチ以外では、この JRE を変更しないでください。を変更しないでください。を変更しないでください。を変更しないでください。

注意注意注意注意 : 8.1.xより前のリリースで作成した ORACLE_HOMEがある
場合は、デフォルトのインストール位置とは別の位置を指定して
ください。

すでに Oracleクライアント・ソフトウェアが存在する
ORACLE_HOMEに Oracle8iをインストールする場合、リスナーは
作成されません。リスナーを作成するには、別の ORACLE_HOME
に Oracle8iをインストールしてください。
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「UNIX Group Name」フィールドで、ご使用のシステムの Oracleソフトウェアを更新
する権限を与えるグループを指定します。 通常、このグループは 2-4ページの「Oracle 
Universal Installer Inventory用の UNIXグループを作成する」で作成した oinstall
グループになります。

7. 「Next」をクリックします。 

/etcに、Oracleユーザーからの書込みが許可されない場合、別の端末ウィンドウで
rootユーザーとして /tmp/OraInstall/orainstRoot.shを実行するためのウィン
ドウにプロンプトが表示されます。 これを実行した後、「Retry」をクリックしてインス
トールを続行します。

8. 「Available Products」ウィンドウが表示されます。インストールする Oracle8iインス
トール・カテゴリを選択し、「Next」をクリックします。選択したインストール・カテ
ゴリに基づいて、次のいずれかの項へ進んでください。 

選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ 参照する項参照する項参照する項参照する項

Oracle8i Enterprise Edition 3-6ページの「Oracle8i Enterprise Editionのイン
ストール」

Oracle8i Client 3-15ページの「Oracle8i Clientのインストール」

Oracle8i Management and Integration 3-18ページの「Oracle8i Management and 
Integrationのインストール」

参照参照参照参照 :  各インストール・タイプでインストールされる製品については、
付録 A「Oracle8i製品」の対応する項を参照してください。

各カテゴリについては、1-2ページの「製品のインストール・カテゴリお
よびインストール・タイプ」を参照してください。
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Oracle8i Enterprise Editionのインストールのインストールのインストールのインストール

「Available Products」ウィンドウから Oracle8i Enterprise Editionを選択すると、
「Installation Types」ウィンドウが表示されます。 

1. いずれかのインストール・タイプを選択して、「Next」をクリックします。

2. 手順 1での選択に基づいて、次のいずれかの項に進んでください。

Oracle8i Enterprise Edition のののの Typicalインストールインストールインストールインストール
1. Oracleユーザーが 2-4ページの「データベース管理者用の UNIXグループを作成する」

で作成した dbaグループのメンバーでない場合、または OSDBAグループとして dba
以外の名前の UNIXグループがある場合は、「Privileged Operating System Groups」
ウィンドウが表示されます。OSDBAグループになる UNIXグループ名を入力します。 
別の UNIXグループが OSOPERグループになっている場合も、同様にこのウィンドウ
上で指定します。

2. 「Next」をクリックします。 

3. Oracle Universal Installerが初期のバージョンの Oracleデータベースを検出した場合、
Oracle Data Migration Assistantを使用してデータベースのアップグレードを行うかど
うかを確認するプロンプトが表示されます。「Upgrade or Migrate an Existing Database」
チェック・ボックスをチェックすると、インストールの終了後すぐに Oracle Data 
Migration Assistantが起動され、ご使用のデータベースが Oracle8i リリース 8.1.7デー
タベースに移行されます。

データベースを移行する場合は、手順 8に進んでください。

4. 「Next」をクリックします。

選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ 参照する項参照する項参照する項参照する項

Typical 3-6ページの「Oracle8i Enterprise Editionの
Typicalインストール」

Minimal 3-9ページの「Oracle8i Enterprise Editionの
Minimalインストール」

Custom 3-12ページの「Oracle8i Enterprise Editionの
Customインストール」

注意注意注意注意 : このインストール・タイプで、このインストール・タイプで、このインストール・タイプで、このインストール・タイプで、Oracle Internet Directoryとともにとともにとともにとともに
使用するために構成された使用するために構成された使用するために構成された使用するために構成された Oracle8iデータベースはアップグレードしないデータベースはアップグレードしないデータベースはアップグレードしないデータベースはアップグレードしない
でください。でください。でください。でください。Oracle8iデータベースおよびデータベースおよびデータベースおよびデータベースおよび Oracle Internet Directory のののの
アップグレードは、アップグレードは、アップグレードは、アップグレードは、3-21ページページページページのののの「「「「Oracle Internet Directoryのインスのインスのインスのインス
トール」トール」トール」トール」にある手順で実行してください。にある手順で実行してください。にある手順で実行してください。にある手順で実行してください。
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5. 「Global Database Name」フィールドおよび「System Identifier（SID）」フィールドに、
次のように入力します。 

6. 「Next」をクリックします。

「Database File Location」ウィンドウが表示されます。

7. 「Directory for Database Files」フィールドに、データベース・ファイルのマウント・ポ
イントのパスを入力します。 「Browse...」ボタンを使用して、マウント・ポイントのパ
スを参照することもできます。   

8. 「Next」をクリックします。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

9. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認したうえで、「Install」をクリッ
クします。 

10.「Install」ウィンドウが表示されます。プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。 

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle製
品のインストールの終了時にスクリプトを実行するよう求めるプロンプトを表示しま
す。rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に必
要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されます。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名 入力内容入力内容入力内容入力内容

Global Database 
Name

ご使用のネットワーク・ドメインで、一意に他のデータベースと区別で
きるデータベース名を、フルネームで入力します。次に例を示します。

sales.acme.com

salesはデータベースの名前、acme.comはそのデータベースが位置
するネットワーク・ドメインです。

SID ご使用のシステムで、一意に他のデータベースと区別できるデータベー
ス・インスタンス名を入力します。SIDフィールドのデフォルトは、
「Global Database Name」で指定した名前のデータベース名の先頭 8文
字またはピリオドまでの部分（前述の例では sales）になります。デ
フォルトを受け入れるか、または値を変更します。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルおよび Oracleソフトウェア・ファイル
は、別々のディスクにインストールすることをお薦めします。
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Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで
root.shスクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。
Oracle Universal Installerを再起動する必要はありません。 root.shが正常に実行され
た後、警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

11. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。 

構成アシスタントによって、データベースおよびネットワーク環境の作成および構成が
簡単になります。

選択した製品のインストールを構成アシスタントが正常に実行しなかった場合は、
「Configuration Tools」ウィンドウに構成アシスタントの実行結果が表示されます。イ
ンストールが正常に行われた場合は、「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

表表表表 3-1 構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

すべての場合に起動されます。 自動的にNet8 Serverのネットワー
ク・ソフトウェアを構成します。 実
行される構成処理については、2-18
ページの「Net8構成の理解」を参照
してください。

Apache Web Server 
Configuration 
Assistant

すべての場合に起動されます。 ポート 7777で非 SSLモードで
HTTPリスナーを起動します。

Oracle Database 
Configuration 
Assistant

手順 1で、既存のインスタン
スのアップグレードまたは移
行を選択しなかった場合に起
動されます。

自動的にOracle8i リリース 8.1.7の
データベースを作成します。 詳細は、
2-23ページの「データベース環境の
識別」を参照してください。

Oracle Database 
Migration Assistant

手順 3で、データベースの
アップグレードまたは移行を
選択した場合に起動されます。

選択したデータベースを、Oracle8i 
リリース 8.1.7に移行またはアップ
グレードします。
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正常に行われなかった原因を修正した後、「Retry」をクリックして、再度インストール
を行うか、「Next」をクリックしてインストールを続行します。

12.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle8i Enterprise Edition のののの Minimalインストールインストールインストールインストール
1. Oracleユーザーが 2-4ページの「データベース管理者用の UNIXグループを作成する」

で作成した dbaグループのメンバーでない場合、または OSDBAグループとして dba
以外の名前の UNIXグループがある場合は、「Privileged Operating System Groups」
ウィンドウが表示されます。OSDBAグループになる UNIXグループ名を入力します。
別の UNIXグループが OSOPERグループになっている場合も、同様にこのウィンドウ
上で指定します。

2. 「Next」をクリックします。

3. Oracle Universal Installerが初期のバージョンの Oracleデータベースを検出した場合、
Oracle Data Migration Assistantを使用してデータベースのアップグレードを行うかど
うかを確認するプロンプトが表示されます。「Upgrade or Migrate an Existing Database」
チェック・ボックスをチェックすると、インストールの終了後すぐに Oracle Data 
Migration Assistantが起動され、ご使用のデータベースが Oracle8i リリース 8.1.7デー
タベースに移行されます。

データベースを移行する場合は、手順 9に進んでください。

4. 「Next」をクリックします。

「Select Starter Database」ウィンドウが表示されます。 

5. 「Yes」を選択すると、Oracle8iデータベースがインストールされます。 「No」を選択す
ると、すべてのサーバー製品をインストールしますが、新しいデータベースは作成され
ません。 後で、SQLスクリプトを使用してデータベースを作成することができます。

「Database Identification」ウィンドウが表示されます。

6. 「Global Database Name」フィールドおよび「System Identifier（SID）」フィールドに、
次のように入力します。 

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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7. 「Next」をクリックします。 

「Database File Location」ウィンドウが表示されます。

8. 「Directory for Database Files」フィールドに、データベース・ファイルのマウント・ポ
イントのパスを入力します。 「Browse...」ボタンを使用して、マウント・ポイントのパ
スを参照することもできます。   

9. 「Next」をクリックします。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

10. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認したうえで、「Install」をクリッ
クします。 

11.「Install」ウィンドウが表示されます。プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。 

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle製
品のインストールの終了時にスクリプトを実行するよう求めるプロンプトを表示しま
す。rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に必
要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されます。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで
root.shスクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。
Oracle Universal Installerを再起動する必要はありません。 root.shが正常に実行され
た後、警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名 入力内容入力内容入力内容入力内容

Global Database 
Name

ご使用のネットワーク・ドメインで、一意に他のデータベースと区別で
きるデータベース名を、フルネームで入力します。次に例を示します。

sales.acme.com

salesはデータベースの名前、acme.comはそのデータベースが位置
するネットワーク・ドメインです。

SID ご使用のシステムで、一意に他のデータベースと区別できるデータベー
ス・インスタンス名を入力します。SIDフィールドのデフォルトは、
「Global Database Name」で指定した名前のデータベース名の先頭 8文
字またはピリオドまでの部分（前述の例では sales）になります。デ
フォルトを受け入れるか、または値を変更します。
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インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

12. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。 

構成アシスタントによって、データベースおよびネットワーク環境の作成および構成が
簡単になります。

選択した製品のインストールを構成アシスタントが正常に実行しなかった場合は、
「Configuration Tools」ウィンドウに構成アシスタントの実行結果が表示されます。イ
ンストールが正常に行われた場合は、「End of Installation」ウィンドウが表示されます。
正常に行われなかった原因を修正した後、「Retry」をクリックして、再度インストール
を行うか、「Next」をクリックしてインストールを続行します。

表表表表 3-2 構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

ネットワーク構成を必要とす
る製品を選択した場合に起動
されます。

自動的にNet8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-18ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

Apache Web Server 
Configuration Assistant

製品選択画面で Oracle HTTP 
Serverを選択した場合に起動
されます。

ポート 7777で非 SSLモードで
HTTPリスナーを起動します。

Oracle Database 
Configuration Assistant

次の 2つの条件を満たす場合
に起動されます。

� Oracle8iをインストール
するプロンプトで「Yes」
を選択した場合

� 手順 1で、アップグレー
ドまたは移行を選択しな
かった場合

自動的にOracle8i リリース 8.1.7
のデータベースを作成します。 
詳細は、2-23ページの「データ
ベース環境の識別」を参照して
ください。

Oracle Database 
Migration Assistant

プロンプトでアップグレード
または移行を選択した場合に
起動されます。

選択したデータベースを、
Oracle8i リリース 8.1.7に移行ま
たはアップグレードします。
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13.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle8i Enterprise Edition のののの Customインストールインストールインストールインストール
「Available Products」ウィンドウが表示されます。インストール可能なすべての製品が表示
されます。通常の Cutomインストール構成がデフォルトで表示されます。

1. インストールする製品を選択（またはインストールしない製品の選択を解除）し、
「Next」をクリックします。

2. プロンプトが表示された場合は応答します。

「Summary」ウィンドウが表示されます。 

選択した製品をインストールするためのディスク領域が十分でない場合は、Installerに
よって通知されます。必要に応じて、製品の選択を解除し、システムに適した構成を選
択をします。必要ない場合は、「Install」をクリックします。 

3. 「Install」ウィンドウが表示されます。プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。 

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle製
品のインストールの終了時にスクリプトを実行するよう求めるプロンプトを表示しま
す。rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に必
要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されます。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで
root.shスクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。
Oracle Universal Installerを再起動する必要はありません。 root.shが正常に実行され
た後、警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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4. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。

構成アシスタントによって、データベースおよびネットワーク環境の作成および構成が
簡単になります。 次のような構成アシスタントがあります。

� Net8 Configuration Assistant

� Apache Web Server Configuration Assistant

� Oracle Database Configuration Assistant

� Oracle Database Migration Assistant

� Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant

表表表表 3-3 構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

ネットワーク構成を必要とす
る製品を選択した場合に起動
されます。

自動的にNet8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-18ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

Apache Web Server 
Configuration Assistant

製品選択画面で Oracle HTTP 
Serverを選択した場合に起動
されます。

ポート 7777で非 SSLモードで
HTTPリスナーを起動します。

Oracle Database 
Configuration Assistant

次のすべての条件を満たす場
合に起動されます。

� 製品選択画面で Oracle8i 
Serverを選択した場合

� プロンプトでアップグ
レードまたは移行を選
択しなかった場合

� Oracle8iデータベースを
インストールするプロ
ンプトで「Yes」を選択
した場合

自動的にOracle8i リリース 8.1.7
のデータベースを作成します。 
詳細は、2-23ページの「データ
ベース環境の識別」を参照して
ください。

Oracle Database 
Migration Assistant

プロンプトでアップグレード
または移行を選択した場合に
起動されます。

選択したデータベースを、
Oracle8i リリース 8.1.7に移行ま
たはアップグレードします。
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選択した製品のインストールを構成アシスタントが正常に実行しなかった場合は、
「Configuration Tools」ウィンドウに構成アシスタントの実行結果が表示されます。イ
ンストールが正常に行われた場合は、「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 
正常に行われなかった原因を修正した後、「Retry」をクリックして、再度インストール
を行うか、「Next」をクリックしてインストールを続行します。

5. 「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle Enterprise 
Manager Configuration 
Assistant

製品選択画面で、Oracle 
Management Serverのインス
トールを選択した場合に起動
されます。

既存のリリース 2.2のリポジト
リの使用を許可するか、または
新しい Enterprise Managerリポ
ジトリを構成します。構成アシ
スタントの使用方法について
は、『Oracle Enterprise Manager
構成ガイド』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : Oracle8i Enterprise Editionがすでにインストールされている既存
の ORACLE_HOMEに、Oracle Advanced Securityを Customインストール
する場合は、Oracle Partitioningなどの他の製品オプションとは別に
Oracle Advanced Securityをインストールする必要があります。 Oracle 
Advanced Securityをその他の製品と別にインストールしなかった場合、
インストールは正常に行われません。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

表表表表 3-3 構成アシスタント（続き）構成アシスタント（続き）構成アシスタント（続き）構成アシスタント（続き）

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作
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Oracle8i Clientのインストールのインストールのインストールのインストール

「Available Products」ウィンドウから Oracle8i Clientを選択すると、「Installation Types」
ウィンドウが表示されます。

1. Oracle Clientのインストール・タイプを選択して、「Next」ボタンをクリックします。 

2. 手順 1での選択に基づいて、次のいずれかの項に進んでください。

Oracle8i Client Administrator、、、、Programmerまたはまたはまたはまたは Application Userインスインスインスインス
トールトールトールトール
1. 「Administrator」、「Programmer」または「Application User」を選択した後、「Next」

をクリックします。 

「Summary」ウィンドウが表示されます。

2. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認します。インストールが始まる
と、製品または領域割当ての変更はできなくなります。

3. 「Install」をクリックします。選択した製品がインストールされるまで待ちます。 

4. 「Install」ウィンドウが表示されます。プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。 

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle製
品のインストールの終了時にスクリプトを実行するよう求めるプロンプトを表示しま
す。rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に必
要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されます。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。

注意注意注意注意 :  各インストール・タイプでインストールされる製品については、
付録 A「Oracle8i製品」の対応する項を参照してください。

選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ 参照する項参照する項参照する項参照する項

Administrator、Programmerまたは
Application User

3-15ページの「Oracle8i Client Administrator、
Programmerまたは Application Userインス
トール」

Custom 3-16ページの「Oracle8i Clientの Customイン
ストール」
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Oracle Universal Installerを再起動する必要はありません。 root.shが正常に実行され
た後、警告ウィンドウの「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

5. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。

6. 「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

7. 「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle8i Client のののの Custom インストールインストールインストールインストール
1. 「Client Custom」を選択した後、「Next」をクリックします。

2. 「Available Products」ウィンドウに、インストール可能なすべての製品が表示されま
す。

3. インストールする製品を選択（またはインストールしない製品の選択を解除）し、
「Next」をクリックします。

4. プロンプトが表示された場合は応答します。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

5. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認したうえで、「Install」をクリッ
クします。 

表表表表 3-4 構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

ネットワーク構成を必要とす
る製品を選択した場合に起動
されます。

自動的にNet8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-18ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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6. 「Install」ウィンドウが表示されます。プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle製
品のインストールの終了時にスクリプトを実行するよう求めるプロンプトを表示しま
す。rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に必
要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されます。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。
Oracle Universal Installerを再起動する必要はありません。 root.shが正常に実行され
た後、警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

7. root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

8. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。

9. 「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

10.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

表表表表 3-5 構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

ネットワーク構成を必要とす
る製品を選択した場合に起動
されます。

自動的にNet8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-18ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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Oracle8i Management and Integrationのインストールのインストールのインストールのインストール

「Available Products」ウィンドウから「Oracle8i Management and Integration」を選択する
と、「Installation Types」ウィンドウが表示されます。

1. いずれかのインストール・タイプを選択して、「Next」をクリックします。 

2. 手順 1での選択に基づいて、次のいずれかの項に進んでください。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

3. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認します。 インストールが始まる
と、製品または領域割当ての変更はできなくなります。

4. 「Install」をクリックします。選択した製品がインストールされるまで待ちます。 

「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

5. 「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」をクリックすると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウ（3-4ページを参照）が表示されま
す。

6. Oracle Universal Installerのログ・ファイルのアクセス方法については、3-28ページの
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

注意注意注意注意 :  各インストール・タイプでインストールされる製品については、
付録 A「Oracle8i製品」を参照してください。

選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ 参照する項参照する項参照する項参照する項

Oracle Management Server 3-19ページの「Oracle Management Serverの
インストール」

Oracle Internet Directory 3-21ページの「Oracle Internet Directoryのイ
ンストール」

Oracle Integration Server 3-27ページの「Oracle Integration Serverのイ
ンストール」

Custom 3-26ページの「Oracle8i Management 
Infrastructureの Customインストール」
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Oracle Management Server のインストールのインストールのインストールのインストール
「Oracle Management Server Repository」ウィンドウが表示されます。

1. Oracle Management Serverで使用するリポジトリを選択します。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

2. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認します。インストールが始まる
と、製品または領域割当ての変更はできなくなります。

3. 「Install」ウィンドウが表示されます。 root.sh スクリプトを実行します。

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle製
品のインストールの終了時にスクリプトを実行するよう求めるプロンプトを表示しま
す。rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に必
要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されます。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。
Oracle Universal Installerを再起動する必要はありません。 root.shが正常に実行され
た後、警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

4. 「Install」をクリックします。選択した製品がインストールされるまで待ちます。 

インストールの最後に Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant（EMCA）が
起動されます。

タイプタイプタイプタイプ 適用される状況適用される状況適用される状況適用される状況

Existing Repository 管理する環境にすでにリリース 2.2のリポジトリが作成および
構成されていて、管理サーバーを既存のリリース 2.2のリポジ
トリと共有する場合、または既存のリポジトリを以前のリリー
ス 2.xからアップグレードまたは移行する場合に選択します。

New Repository 管理する環境にリリース 2.2のリポジトリが作成および構成さ
れていないか、既存のリリース 1.xのリポジトリを移行する場
合に選択します。
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5. 選択に基づいて、Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantに応答します。

選択した選択した選択した選択した
インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ  指定する事項指定する事項指定する事項指定する事項

Existing Repository 次のリポジトリ接続情報を指定します。

� 既存のリポジトリのデータベース・ユーザー名およびパス
ワードを指定します。

� 既存のリポジトリを含むデータベース・サービスを、次のよ
うに指定します。

hostname:port_number:SID

� 新規リポジトリの接続情報を確認します。

既存のリポジトリがリリース 1.xの場合、リリース 2.2のリポジト
リが存在しないと移行できません。次の操作を行ってください。

1. EMCAを終了します。

2. Installerを終了します。

3. スタンドアロンの EMCAを起動します。

4. 新しいリリース 2.2のリポジトリを作成します。

5. EMCAを起動します。

6. 「new repository」を選択して新しいリポジトリを作成した
後、終了します。

これで、EMCAを使用してリリース 1.xのリポジトリを新しいリ
リース 2.2のリポジトリに移行できます。 リポジトリの移行につい
ては、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してくだ
さい。

New Repository 新規リポジトリを作成するデータベースに関する次の情報を入力
します。

� （DBA権限のある）ユーザー名およびパスワード

� 新しいリポジトリを含むデータベース・サービスを、次のよ
うに指定します。

hostname:port_number:SID

別のウィンドウが表示されて、選択したデータベースにリポジト
リを作成できます。詳細は、『Oracle Enterprise Manager構成ガ
イド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 通常、データベースが使用するポート番号のデフォルトは 1521で
す。
3-20 Oracle8i for AIX-Based Systemsインストレーション・ガイド



Oracle Universal Installer
6. Enterprise Manager Configuration Assistantを使用する場合は、「Close」をクリックし
て終了します。それ以外の場合は、手順 7に進んでください。

7. 「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

8. 「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle Internet Directory のインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle8i リリース 8.1.7のデータベースがまだインストールされていない場合、Oracle 
Universal Installerは自動的に Oracle Internet Directoryがインストールされている
ORACLE_HOMEにデータベースをインストールします。 

Oracle Universal Installerが、Oracle Internet Directoryがインストールされている
ORACLE_HOMEで既存の Oracle8iを検出した場合には、データベースのインストールは行い
ません。ただし、最適化のため、まだ Oracle8iデータベースが存在しないシステムに Oracle 
Internet Directoryをインストールすることをお薦めします。

すでにインストールされている Oracle Internet Directoryおよび Oracle8i Enterprise Edition
をアップグレードする場合、Oracle Internet Directoryがすでに別にインストールされてい
ると、Oracle Internet Directoryのすべてのコンポーネントが確実にアップグレードされる
ように、各プログラムを別々にアップグレードする必要があります。

Oracle Internet Directoryをアップグレードする前に、次のプロセスを終了してください。

� Oracleリスナー・サーバー

� Oracleデータベース・サーバー

� Oracle Internet Directory Server

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

注意注意注意注意 : すでに Oracle8i リリース 8.1.7のデータベースがインストールされ
ている場合は、このデータベースおよびリスナーが実行中で、パスワード
入力が不要な internalユーザー・アカウントで接続可能なことを確認し
てください。

$ sqlplus internal

パスワード入力のプロンプトが表示される場合は、パスワードなしでログ
インするための internalアカウントの構成方法について、『Oracle8i管
理者ガイド』を参照してください。
インストール 3-21



Oracle Universal Installer

net 
」

net 
」

net 
3-26ページの「Oracle8i Management Infrastructureの Custom インストール」の手順 1で
Oracle Internet Directoryを選択した場合、次のウィンドウが表示されます。

1. 表示されるウィンドウによって、それぞれ次の処理が行われます。

Oracle Internet Directoryの初回インストールの初回インストールの初回インストールの初回インストール
1. インストールしたデータベースを Oracle Internet Directoryで使用する場合は、「Yes」

を選択し「Next」をクリックします。 別のデータベースを Oracle Internet Directoryで
使用する場合は、「No」を選択して「Next」をクリックし、手順 4に進みます。

「Oracle SID」ウィンドウが表示されます。

2. インストールしたデータベースの SIDを入力します。

3. 「Next」をクリックします。 手順 5に進みます。

「Database Identification」ウィンドウが表示されます。

4. 「Global Database Name」フィールドおよび「SID」フィールドに、次のように入力しま
す。

Oracle8iデータベースの状態データベースの状態データベースの状態データベースの状態 処理処理処理処理 参照先参照先参照先参照先

リリース 8.1.7がすでにインストー
ルされているが、Oracle Internet 
Directoryリリース 2.1はインス
トールされていない場合

「Using an existing instance」
ウィンドウが表示され、使用す
る SIDを入力するプロンプトが
表示されます。他の Oracle8iは
インストールされません。

ページ 3 - 22の「Oracle Inter
Directoryの初回インストール
の手順 1

リリース 8.1.5、8.1.6、8.1.7および
Oracle Internet Directory リリース
2.0.4、2.0.6、2.1がインストールさ
れていない場合

「Database Identification」ウィン
ドウが表示され、Oracle Internet 
Directoryリリース 2.1と同じ
ホーム・ディレクトリに
Oracle8i リリース 8.1.7が自動的
にインストールされます。

ページ 3 - 22の「Oracle Inter
Directoryの初回インストール
の手順 3

リリース 8.1.5または 8.1.6および
Oracle Internet Directory リリース
2.0.4または 2.0.6がすでにインス
トールされている場合

「Upgrade OID」ウィンドウが表
示され、Oracle8i リリース 8.1.7
および Oracle Internet Directory 
リリース 2.1にアップグレードす
るように求めるプロンプトが表
示されます。

ページ 3 - 25 の「Oracle Inter
Directoryのアップグレード」
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「Oracle Internet Directory Database File Location」ウィンドウが表示されます。

5. Oracle Internet Directoryのデータベース・ファイルをインストールするディレクトリの
位置を入力します。データベース・ファイルと Oracleソフトウェアは、別々のドライ
ブにインストールすることをお薦めします。このデータベース・ファイルには、構成中
に Oracle Internet Directory固有の表およびスキーマが作成されます。

6. 「Next」をクリックします。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

7. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認します。インストールが始まる
と、製品または領域割当ての変更はできなくなります。

8. 「Install」をクリックします。選択した製品がインストールされるまで待ちます。 

次の情報は、インストール中に自動的に設定されます。

フィールドフィールドフィールドフィールド 入力内容入力内容入力内容入力内容

Global Database Name ご使用のネットワーク・ドメインで、一意に他のデータベースと区
別できるデータベース名を、フルネームで入力します。次に例を示
します。

sales.us.acme.com

salesはデータベースの名前、us.acme.comはそのデータベース
が位置するネットワーク・ドメインです。

SID ご使用のコンピュータで、一意に他のデータベースと区別できる
データベース・インスタンス名を入力します。SIDフィールドのデ
フォルトは、自動的に、「Global Database Name」で指定した名前
のデータベース名の先頭 8文字またはピリオドまでの部分（前述の
例では sales）になります。デフォルトを受け入れるか、または値
を変更します。

項目項目項目項目 自動設定される内容自動設定される内容自動設定される内容自動設定される内容

OID User Password Encryption 可能

Encryption Schema MD4

OID Size Configuration < 10,000 entries

OID Administrator Password welcome
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9. 「Install」ウィンドウが表示されます。プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle製
品のインストールの終了時にスクリプトを実行するよう求めるプロンプトを表示しま
す。rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に必
要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されます。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで
root.shスクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。
Oracle Universal Installerを再起動する必要はありません。 root.shが正常に実行され
た後、警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

10. インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンドウが表示されます。また、自
動的に次の Assistantが起動され、ネットワークおよび Oracle Internet Directory環境が
作成および構成されます。

Assistant 起動起動起動起動 構成内容構成内容構成内容構成内容

Net8 Configuration 
Assistant

インストールされて
いない場合に起動さ
れます。

Net8 Serverネットワーク・ソフトウェアを構成す
るプロンプトが表示されます。 「Perform typical 
configuration」を選択し、表示される各ウィンド
ウで「Next」を選択してすべてのデフォルト設定
を受け入れます。

参照参照参照参照 :  実行される構成処理については、2-18ペー
ジの「サーバーのネットワーク構成」を参照して
ください。
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11.「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

12.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle Internet Directoryのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
ご使用のシステムに Oracle Internet Directoryがすでにインストールされている場合は、
「Upgrade OID」ウィンドウが表示されます。

1. 「Yes」を選択すると、Oracle Internet Directoryで使用するために構成された既存の
Oracle8iデータベースがアップグレードされます。

2. 「Next」をクリックします。

「Oracle SID」ウィンドウが表示されます。

3. アップグレードする Oracle8iデータベースのシステム識別子（SID）を入力します。

「OID Password」ウィンドウが表示されます。

4. Oracle Directory Serverユーザーのパスワード（デフォルトは ODS）および Oracle 
Internet Directory管理者のパスワード（デフォルトはWELCOME）を入力します。

5. 「Configuration Tools」ウィンドウが表示されます。また、自動的に次の Assistantが起
動され、Oracle8iデータベースおよび Oracle Internet Directory環境がアップグレード
されます。

OiD Configuration 
Assistant

すべての場合に起動
されます。

Oracle8iデータベースに Oracle Internet Directory
の表領域およびスキーマを作成し、Oracle 
Internet Directoryディレクトリ・サーバーを起動
します。

注意注意注意注意 : データベースをインストールする必要があ
る場合は、OiD Configuration Assistant内で
Oracle Database Configuration Assistantが自動的
に起動され、UTF8キャラクタ・セットを使用す
るデータベースが作成されます。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

Assistant 起動起動起動起動 構成内容構成内容構成内容構成内容
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Oracle8i Management Infrastructure のののの Custom インストールインストールインストールインストール
「Installation Types」ウィンドウで「Oracle Management Infrastructure Custom」を選択す
ると、「Available Products」ウィンドウが表示されます。インストール可能なすべての製品
が表示されます。

1. インストールする製品を選択して「Next」をクリックします。

2. プロンプトが表示された場合は応答します。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

3. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認したうえで、「Install」をクリッ
クします。 

4. 「Install」ウィンドウが表示されます。プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle製
品のインストールの終了時にスクリプトを実行するよう求めるプロンプトを表示しま
す。rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に必
要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されます。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで
root.shスクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。
Oracle Universal Installerを再起動する必要はありません。 root.shが正常に実行され
た後、警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

Assistant アップグレードする製品アップグレードする製品アップグレードする製品アップグレードする製品

Oracle Data Migration 
Assistant

Oracle8iデータベース・リリース 8.1.5または 8.1.6を 8.1.7にアッ
プグレードします。

OID Upgrade Assistant Oracle Internet Directoryリリース 2.0.4または 2.0.6をリリース 2.1
にアップグレードします。

注意注意注意注意 :  各インストール・タイプでインストールされる製品については、
付録 A「Oracle8i製品」の対応する項を参照してください。
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root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

5. 「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

6. 「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle Integration Serverのインストールのインストールのインストールのインストール
「Installation Types」ウィンドウで「Oracle Management Server」を選択すると、「Oracle 
Integration Server」ウィンドウが表示されます。 

1. 「Typical」または「Custom」インストール・タイプのいずれかを選択して、「Next」を
クリックします。

「Typical」構成を選択した場合、次の機能がインストールされます。

� Advanced Queueing

� Advanced Replication

� Advanced Security

� Oracle Application InterConnect 

� Oracle8i JVM（CORBA/ORBをサポート）

� Oracle Message Broker

� Oracle Workflow

� Oracle8i Server

� Partitioning

「Custom」インストールを選択した場合、Oracle Integration Serverコンポーネントの
一覧が表示されます。 目的としている実装に必要なコンポーネントを選択します。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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Oracle Parallel Serverのインストール時の注意事項のインストール時の注意事項のインストール時の注意事項のインストール時の注意事項

RAW デバイスの作成デバイスの作成デバイスの作成デバイスの作成
SYSTEM表領域に作成する RAWデバイスのサイズは、275MB以上である必要があります。
このファイル・サイズの要件は、『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』
で示した要件にかわるものです。AIXシステムでの RAWデバイスの作成については、
『Oracle8i for AIX-Based Systems管理者リファレンス』を参照してください。

Oracle Parallel Serverソフトウェアのインストール位置ソフトウェアのインストール位置ソフトウェアのインストール位置ソフトウェアのインストール位置
インストール中に、ソフトウェア製品は、Oracle Universal Installerを実行するノードにイ
ンストールされ、クラスタにある選択された他のノードに展開されます。

Oracle Parallel Serverの再インストールの再インストールの再インストールの再インストール
インストールが完了する前に失敗し、再インストールする必要がある場合は、「Do you want 
to re-install product-name?」と尋ねるすべての Installerダイアログ・ボックスに対して、
「Yes」ボタンをクリックします。そうしないと、他のノードに対してリモート・コピーを行
う場合、再インストールしないことを指定した製品がどれか分からなくなってしまいます。

インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認
Installerは、初めて実行されたときに oraInventoryディレクトリを作成し、ご使用のシ
ステムにインストールされる製品の Inventoryを他のインストール情報とともに保存しま
す。 oraInventoryの位置は、/etc/oraInst.locファイルに定義されます。

最新のログ・ファイルは、oraInventory_location/logs/installActions.logで
す。以前のインストール・セッションのログ・ファイル名は、
installActionsdatetime.logという形式です。

次に例を示します。
installActions1999-07-14_09-00-56-am.logです。

参照参照参照参照 : 『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』および
『Oracle8i Parallel Server管理、配置およびパフォーマンス』を参照してく
ださい。
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インストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップ
インストールが失敗した場合、インストール中に、Installerが作成したファイルを削除する
必要があります。

インストールに失敗した後は、次の手順でクリーン・アップします。

1. Oracle Universal Installerを起動します。

2. 「De-install Products」ボタンをクリックし、インストールが失敗した後に残された製品
を選択します。

3. 「Remove」ボタンをクリックします。

完全にクリーン・アップを行うには、ORACLE_HOMEディレクトリを手動で削除する必要が
あります。これは、インストールが失敗した場合には、Installerがシステムにコピーした
ファイルが登録されていない可能性があるためです。 この手順は、削除によって
ORACLE_HOMEをクリーン・アップした場合、または削除後に不要なファイルのみが残った
場合は必要ありません。

注意注意注意注意 : oraInventoryディレクトリまたはその内容は、削除または手動
で変更しないでください。Installerが、ご使用のシステムにインストール
された製品を検索できなくなります。

ORACLE_HOME/installにある make.logファイルは、インストール・
プロセスで呼び出されたすべての makeアクションのログを含んでいま
す。インストール時にリンク・エラーがあった場合は、ここに書き込まれ
ます。make.logファイルは、削除および変更しないでください。 
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非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよび構成
非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよび構成非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよび構成非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよび構成非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよび構成
Oracle Universal Installerにレスポンス・ファイルを使用することにより、Oracle8i製品の
非問合せインストールが実行できます。Installerは、このテキスト・ファイルに記述された
変数と値を、Installerのユーザー・プロンプトの一部またはすべてに対する応答として使用
します。このレスポンス・ファイルに Installerのプロンプトのすべてに対する応答を含める
と、グラフィカルな画面を表示しないサイレント・インストールを実行できます。 また、レ
スポンス・ファイルを使用して、Oracle Data Migration Assistant、Net8 Configuration 
Assistantおよび Oracle Database Configuration Assistantを非問合せで実行することもでき
ます。

レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備
Oracle Universal Installerのレスポンス・ファイル（各インストール・カテゴリとタイプに 1
つずつと、Configuration Toolのレスポンス・ファイルが 4つ）は、Oracle8i リリース 8.1.7 
CD-ROMに含まれています。レスポンス・ファイルは、ご使用の環境にあわせて編集する
必要があります。特に、Customタイプ用のレスポンス・ファイルは、非問合せセッション
に使用する前に大幅に編集する必要があります。

レスポンス・ファイルを使用するには、Oracle8i CD-ROMからご使用のシステムにマウン
トされたドライブへ、レスポンス・ファイルをコピーします。次に例を示します。

$ cd cdrom_mount_point_directory/response
$ cp svrtypical.rsp local_directory

ご使用のシステムに固有の情報を含めるには、レスポンス・ファイルをテキスト・エディタ
で編集します。各ファイルには、レスポンス・ファイルを適切に構成するための情報が含ま
れています。表 3-6に Oracle8i CD-ROMに含まれるレスポンス・ファイルを示します。

表表表表 3-6 レスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイル

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 適用対象適用対象適用対象適用対象

svrtypical.rsp Oracle8i Enterprise Editionの Typicalインストール

svrminimal.rsp Oracle8i Enterprise EditionのMinimalインストール

svrcustom.rsp Oracle8i Enterprise Editionの Customインストール

omioms.rsp Oracle8i Management Infrastructureの Oracle Management 
Serverインストール

omioid.rsp Oracle8i Management Infrastructureの Oracle Internet Directory
インストール

omiois Oracle8i Management Integrationの Oracle Integrated Serverイン
ストール

omicustom.rsp Oracle8i Management and Integrationの Customインストール
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レスポンス・ファイルの指定レスポンス・ファイルの指定レスポンス・ファイルの指定レスポンス・ファイルの指定
インストール時に Installerにレスポンス・ファイルを使用させるには、3-3ページの
「Oracle Universal Installer（OUI）を起動する」に説明されている手順に従います。ただし、
Installerの起動時にパラメータとして、使用するレスポンス・ファイルの位置を次のように
指定します。 

$ ./runInstaller [-silent] -responseFile filename

インストール・セッションの外部で、構成アシスタントをサイレント・モードで使用するに
は、構成アシスタントにレスポンス・ファイルを使用させる必要があります。Installerに、
サイレント・モードの構成アシスタントを起動させるか、スタンドアロン・モードで構成ア
シスタントを実行してください。同じモードおよびレスポンス・ファイル・パラメータを使
用して、コマンドラインで構成アシスタントを起動します。

完全にサイレントなインストールまたは構成セッションを行うには、-silentパラメータ
を使用します。 サイレント・モードでも、環境変数 DISPLAYは 2-8ページの「DISPLAY」
に示すように設定されている必要があります。 

インストールが成功したかどうかは、silentInstall.logファイルに記録されます。ご
使用のシステムに Oracle Inventoryが存在する場合は、そこに silentInstall.logファ
イルが作成されます。それ以外の場合は、oraInventory_location/logs/ディレクト
リに作成されます。非問合せインストール・セッションの詳細な結果は、
oraInventory_location/logs/installActions.logファイルで確認できます。

clientadmin.rsp Oracle8i Clientの Administratorインストール

clientprogmr.rsp Oracle8i Clientの Programmerインストール

clientappuser.rsp Oracle8i Clientの Application Userインストール

clientcustom.rsp Oracle8i Clientの Customインストール

dbca.rsp Oracle Database Configuration Assistant

net8ca.rsp Net8 Configuration Assistant

emca.rsp Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant

表表表表 3-6 レスポンス・ファイル（続き）レスポンス・ファイル（続き）レスポンス・ファイル（続き）レスポンス・ファイル（続き）

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 適用対象適用対象適用対象適用対象
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サイレント・モードでの初回インストールサイレント・モードでの初回インストールサイレント・モードでの初回インストールサイレント・モードでの初回インストール
Oracle Universal Installerをサイレント・モードで実行して、システムに Oracle製品を初め
てインストールする場合は、oraInst.locファイルを手動で作成する必要があります。こ
のファイルは、Installerが、システムにインストールされる Oracle製品の Inventoryを作成
するディレクトリを指定します。このファイルを作成する前に、第 1章および第 2章で説明
するタスクを完了してください。

次の手順で、oraInst.locファイルを作成します。

1. rootユーザーでログインします。

$ su

2. /etcディレクトリに移動します。

# cd /etc

3. テキスト・エディタを使用して、次の oraInst.locというファイルを作成します。

inventory_loc-inventory_directory.
inst_group=

inventory_locに ORACLE_BASE/oraInventoryを設定します。たとえば、
ORACLE_BASEが /uo1/app/oracleの場合は、inventory_directoryは
/uo1/app/oracle/oraInventoryである必要があります。

2行目には、inst_group=を含めますが、何も設定しません。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルを適切に構成せずに非問合せセッションを
行うと、Installerまたは構成アシスタントが失敗します。
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非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよび構成
エラー処理エラー処理エラー処理エラー処理
コンテキスト、フォーマットまたはタイプ値の変数の値が不適当であると、値の指定がない
ものとして処理されます。余分な変数は、無視されます。

レスポンス・ファイルが指定されていないか、不適切または不完全なレスポンス・ファイル
を指定してサイレント・インストールを行った場合、非問合せインストールは失敗します。
サイレント・インストールを実行して、Installerでディスク領域不足などのエラーが発生し
た場合、インストールは失敗します。非問合せインストールの結果は、インストール・セッ
ションのログ・ファイルに記録されます。 

レスポンス・ファイルの値の妥当性チェックレスポンス・ファイルの値の妥当性チェックレスポンス・ファイルの値の妥当性チェックレスポンス・ファイルの値の妥当性チェック
Installerまたは構成アシスタントは、実行時に、レスポンス・ファイルの計算および妥当性
チェックを行います。妥当性チェックの処理が失敗すると、インストールまたは構成は終了
します。

サイレント・インストールおよびサイレント・インストールおよびサイレント・インストールおよびサイレント・インストールおよび Net8 Configuration Assistant
Oracle8i Enterprise EditionのMinimalインストール・タイプをサイレント・モードで実行
すると、Net8 Configuration Assistantは、インストールの終わりにシステムの構成に失敗し
ます。インストール後は、ORACLE_HOMEから netcaを実行して、Net8 Configuration 
Assistantによる Net8構成を完了します。 

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

注意注意注意注意 : インストール後に netcaコマンドを入力すると、Net8 
Configuration Assistantを起動できます。Net8の構成を詳細に設定するに
は、netasstコマンドを入力して Net8 Assistantを使用して行います。
Net8の構成については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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インストール後の
4

インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業

Oracle Universal Installerセッションの終了後、特定のインストール後のタスクを実行し、
Oracle8iを構成する必要があります。この章では、必須のタスクに加え、オプションのタス
クも説明します。

� ユーザー・パスワード

� rootユーザーで行う構成タスク

� Oracleユーザーで行う構成タスク

� Oracle製品のインストール後のタスク

� インストールした初期データベースの内容の確認

� Oracleソフトウェアの削除

注意注意注意注意 : この章では、基本構成のみを説明します。 高度な構成および本番シ
ステムで通常必要なチューニングの詳細は、『Oracle8i for AIX-Based 
Systems管理者リファレンス』、その製品別の管理ガイドおよびチューニ
ング・ガイドを参照してください。
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ユーザー・パスワード
ユーザー・パスワードユーザー・パスワードユーザー・パスワードユーザー・パスワード
インストール後は、すぐにパスワードを変更することをお薦めします。

次のようにして、パスワードを変更します。次のようにして、パスワードを変更します。次のようにして、パスワードを変更します。次のようにして、パスワードを変更します。

1. SQL*Plusを起動します。

$ sqlplus

2. ユーザー名および変更前のパスワードで接続します。

Enter user-name: username/password

3. パスワードを変更します。

SQL> ALTER USER USERNAME IDENTIFIED BY PASSWORD;

rootユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスク
rootユーザーでログインして、次のタスクを行います。 

❏ 追加の UNIXアカウントを作成する

❏ データベース・ファイルのセキュリティを検証する

❏ データベースの起動および停止を自動化する（オプション）

❏ Apacheアカウントのグループ・メンバーシップを変更する

追加の追加の追加の追加の UNIXアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成する
必要に応じて、システム管理ユーティリティ（smit）を使用して、追加の UNIXアカウン
トを作成します。 システム上の各 DBAは、OSDBAグループ内にアカウントを保持している
必要があります。

データベース・ファイルのセキュリティを検証するデータベース・ファイルのセキュリティを検証するデータベース・ファイルのセキュリティを検証するデータベース・ファイルのセキュリティを検証する
アメリカの NCSC C2またはヨーロッパの ITSEC E3と同等のセキュリティ構成を持つ
Oracle8iを構成する場合は、Oracleソフトウェアのインストールの整合性を確立するため
に、データベース・ファイルのセキュリティを検証する必要があります。セキュリティが問
題でない場合、このタスクは任意です。

多くのファイルは、データへの不当なアクセスから保護する必要があります。ファイル権限
および推奨する所有権は、次のとおりです。

参照参照参照参照 : Oracle Security Managerまたは Oracle DBA Studioを使用してパ
スワードを変更する方法は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』
を参照してください。
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rootユーザーで行う構成タスク
� oracleアカウントは、すべての Oracleインストールのファイルおよびディレクトリに
対する読取り、書込みおよび実行権限を持つ必要があります。

� oinstallグループは、oraInventoryディレクトリに対する読取り、書込みおよび実
行権限を持つ必要がありますが、これ以外に対する書込み権限を持つ必要はありませ
ん。

� oracleアカウントまたは oinstallグループ以外のユーザーには、Oracleインストー
ルのファイルまたはディレクトリへの書込み権限を付与しません。 

� 適切にインストールするために、インストール前のタスクで Apacheサーバーに
oinstallグループ権限が付与されています。この権限は削除する必要があります。 詳
細は、「Apacheアカウントのグループ・メンバーシップを変更する」を参照してくださ
い。 

表 4-1「Oracleディレクトリおよびファイルへのアクセス権限」に、ファイル・タイプ別の
ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限を示します。

注意注意注意注意 : これらの権限は、デフォルトで付与されており、変更する必要は
ありません。

表表表表 4-1 Oracleディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ /ファイルファイルファイルファイル 権限権限権限権限 コメントコメントコメントコメント

すべてのデータ・ファイル、REDO
ログ・ファイルおよび制御ファイル
（これらのファイルの拡張子は、通
常 .dbf、.logおよび .ctl）

640

rw-r----

データに対する任意のアクセスを保護す
るため、すべてのデータベース、REDO
ログ・ファイルおよび制御ファイルは、
oracleアカウントおよび oinstallグ
ループのみが読取りできる必要がありま
す。

$ORACLE_HOME/bin/ 751

rwxr-x--x

Oracleソフトウェア所有者が書込みで
き、すべてのユーザーが実行できる必要
があります。

Oracle実行ファイルおよび次のネッ
トワーク実行ファイル : 
$ORACLE_HOME/bin/oracle、
$ORACLE_HOME/bin/dbsnmp

6751

rws-r-s--x

実行したユーザーに関係なく、Oracle
ユーザーおよび DBAグループとして実
行ファイルが実行されるように、「6」に
よって setuidビットおよび setgidビッ
トを設定します。

その他すべての実行ファイル 751

rwxr-x--x

oracleアカウントが書込みでき、すべ
てのユーザーが実行できる必要がありま
す。
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rootユーザーで行う構成タスク
$ORACLE_HOME/lib/ 755

rwxr-xr-x

Oracleソフトウェア所有者が読取り、書
込みおよび実行でき、他のすべてのユー
ザーが読取りおよび実行できるディレク
トリです。

$ORACLE_HOME/lib/
内のすべてのファイル

644

rw-r--r--

Oracleソフトウェア所有者が読取りおよ
び書込みでき、他のすべてのユーザーが
読取りできるファイルです。

$ORACLE_HOME/rdbms/log 751

rwxr-x--x

このディレクトリ内のファイルへのアク
セスを、oracleアカウントおよび
oinstallグループに制限します。

$ORACLE_HOME/sqlplusや
$ORACLE_HOME/rdbmsなどの製品
サブディレクトリ

751

rwxr-x--x

ログ・ファイルへのアクセスを oracle
アカウントおよび oinstallグループに
制限します。

$ORACLE_HOME/sqlplus
または $ORACLE_HOME/rdbms
内のファイル

644

rw-r--r--

Oracleソフトウェア所有者が読取りおよ
び書込みでき、他のすべてのユーザーが
読取りできるファイルです。

$ORACLE_HOME/
network/trace

777

rwxrwxrwx

または

730

rwx-wx---

開発時にトレース・ファイルを表示して
作成する場合に、広範囲のアクセスがで
きるように「777」に設定します。本番
環境では、確実に oracleアカウントお
よび oinstallグループのメンバーのみ
がトレース・ファイルへのアクセス権を
持つように「730」に設定します。

製品の adminディレクトリ 
（$ORACLE_HOME/rdbms\
/adminや 
$ORACLE_HOME/sqlplus/\
adminなど）内のすべてのファイ
ル

644

rw-r--r--

通常、SQLスクリプトは SYSユーザー
で実行する必要があります。

表表表表 4-1 Oracleディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限（続き）（続き）（続き）（続き）

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ /ファイルファイルファイルファイル 権限権限権限権限 コメントコメントコメントコメント
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データベースの起動および停止を自動化する（オプション）データベースの起動および停止を自動化する（オプション）データベースの起動および停止を自動化する（オプション）データベースの起動および停止を自動化する（オプション）
システム起動時に自動的に Oracleデータベースを起動し、システム停止時に自動的に
Oracleデータベースを停止するように、システムを構成することができます。データベース
の起動および停止の自動化はオプションです。ただし、停止を自動化するとデータベースが
異常終了しないように保護されるため、停止を自動化することをお薦めします。

dbstartおよび dbshutスクリプトは $ORACLE_HOME/binディレクトリにあり、データ
ベースの起動および停止を自動化する場合に使用します。 

dbstartおよび dbshutスクリプトは、oratabファイルの同一エントリを参照します。
そのため、このスクリプトは同一のデータベース・セットに適用されるようにする必要があ
ります。たとえば、dbstartを使用してデータベース sid1、sid2および sid3を起動し、
dbshutを使用して sid1および sid2のみを停止することはできません。ただし、
dbstartを使用せずに、dbshutでデータベース・セットを停止するように指定することは
できます。そのように指定するには、停止ファイルに dbshutエントリを追加し、システム
起動ファイルから dbstartエントリを削除してください。

データベースの起動の自動化データベースの起動の自動化データベースの起動の自動化データベースの起動の自動化
この処理は、自動的に起動および停止させる新規データベースごとに完了しておく必要があ
ります。 システム起動時に dbstartおよび dbshutスクリプトが呼び出されるように設定
する方法を、次に示します。

1. /etc/oratabファイルを編集します。

oratabファイルのデータベース・エントリは、次の形式で表示されます。

ORACLE_SID:ORACLE_HOME:{Y|N}

この場合、Yまたは Nは、dbstartおよび dbshutスクリプトを使用してデータベー
スを起動および停止するかどうかを示します。

2. 起動するすべてのデータベースのエントリを検索します。これらのエントリは、最初の
フィールドの sidで識別されます。それぞれの最後のフィールドを Yに変更します。

3. dbstartスクリプトを /etc/inittabファイルに追加します。

# mkitab "oradb:2:wait:/bin/su oradb -c|/$ORACLE_HOMES/bin/dbstart"
oradbは、データベースを起動する Oracleユーザーの識別子です。

参照参照参照参照 : システムの起動および停止の手順の詳細は、AIXのドキュメント
の initコマンドについての説明を参照してください。
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データベースの停止の自動化データベースの停止の自動化データベースの停止の自動化データベースの停止の自動化
dbshutおよびシステム実行ファイル /etc/shutdownを起動する shutスクリプトを作成
することにより、データベースおよびシステムの停止を自動化できます。 次の手順を実行し
て、スクリプトを作成します。

1. dbstartおよび dbshutが有効でない場合、dbstartの手順 1の説明に従って、
/etc/oratabファイルのデータベース・エントリを編集し、dbstartおよび dbshut
を有効にします。

2. rootとして、shutシェル・スクリプトを作成します。

# cd /etc
cat > shut << EOF
? su oracle_owner -c /usr/oracle/bin/dbshut
? /etc/shutdown \$*
? [Ctrl-D]
# chmod u+x shut

3. 次のコマンドを使用して shutスクリプトを実行し、データベースを停止します。

# /etc/shut -h now

これにより、指定されたオプションに従って、Oracleデータベースのクローズおよびシ
ステムの停止が実行されます。

Apacheアカウントのグループ・メンバーシップを変更するアカウントのグループ・メンバーシップを変更するアカウントのグループ・メンバーシップを変更するアカウントのグループ・メンバーシップを変更する
Oracle8iのインストール後、データベースのセキュリティを保護するために、
oraInventoryに対する Apacheアカウント・アクセスを削除する必要があります。次のタ
スクを行います。

1. 他のグループまたはユーザーがアクセスしないグループを新しく作成します。 

2. このグループの所有権を Apacheに割り当てます。

3. Apacheアカウントのプライマリ GIDグループを、oraInventoryの所有権を持つグ
ループ（通常は oinstall）から新しいグループ名に変更します。
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Oracleユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスク
Oracleユーザーでログインして、次のタスクを行います。

❏ UNIXアカウント起動ファイルを更新する

❏ 環境変数を設定する

❏ 必要な Oracleパッチを適用する

❏ 初期化パラメータを設定する

UNIX アカウント起動ファイルを更新するアカウント起動ファイルを更新するアカウント起動ファイルを更新するアカウント起動ファイルを更新する
oracleアカウントおよび Oracleユーザーの UNIXアカウントの起動ファイルを更新しま
す。

環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する
Oracle8i製品を使用する前に、oracleアカウントの .profileまたは .loginファイルに
次の環境変数を設定します。 ここで使用する設定は、2-7ページの「環境変数を設定する」で
説明したインストール中の設定に対応しています。環境変数を設定する構文は次のとおりで
す。

Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

variable_name=value; export variable_name

Cシェルの場合は、次のように入力します。

setenv variable_name value 

注意注意注意注意 : 環境変数に、Oracleプロセスで使用される名前（CKPT、PMON、
DBWRなど）と同じ名前は設定しないでください。   

表表表表 4-2 環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定

環境変数環境変数環境変数環境変数 推奨する設定推奨する設定推奨する設定推奨する設定

LIBPATH $ORACLE_HOME/libを含めて設定します。

ORACLE_BASE software_mount_point/app/oracle

ORACLE_HOME $ORACLE_BASE/product/8.1.7
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LIBPATH 
共有ライブラリを使用する Oracle製品を使用する場合に必要です。 LIBPATHには、
$ORACLE_HOME/libを含めて設定します。

ORACLE_BASE 
Oracleソフトウェアおよび管理ファイル構造の最上位にあるディレクトリを指定します。
OFA推奨値は次のとおりです。

software_mount_point/app/oracle

次に例を示します。 

/u01/app/oracle

ORACLE_HOME
特定リリースの Oracleソフトウェアをインストールするディレクトリを指定します。OFA
推奨値は次のとおりです。

$ORACLE_BASE/product/release

ORACLE_SID Oracle Universal Installerのプロンプトで入力した値を覚えていな
い場合は、
oraInventory_location/logs/installActions.logにあ
る Installerのログ・ファイルの一覧から検索できます。  

oraInventory_locationは、/etc/oraInst.locに定義さ
れます。

PATH PATH設定には、新しい $ORACLE_HOME/binディレクトリを含
めてください。PATHの他の要件については、第 2章「インス
トール前の作業」を参照してください。

CLASSPATH CLASSPATHには、次のものを含めてください。 

$ORACLE_HOME/JRE/lib/rt.jar:$ORACLE_HOME/jlib/
product_jar_file:$ORACLE_HOME/product/jlib/
product_jar_file

TNS_ADMIN Net8構成ファイルの位置に設定します。この環境変数は、Net8
構成ファイルがデフォルト位置のいずれかにない場合にのみ必要
です。

TWO_TASK TWO_TASK には、tnsnames.oraに定義された Net8接続文字
列の別名を設定します。これは、クライアント・ソフトウェアが
デフォルトでサーバーに接続するために使用します。

表表表表 4-2 環境変数の設定（続き）環境変数の設定（続き）環境変数の設定（続き）環境変数の設定（続き）

環境変数環境変数環境変数環境変数 推奨する設定推奨する設定推奨する設定推奨する設定
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次に例を示します。

/u01/app/oracle/product/8.1.7

ORACLE_SID
Oracleシステム識別子（SID）を指定します。これは、Oracleサーバー・インスタンスの名
前です。sidは多くのファイル名に組み込まれるので、他のオペレーティング・システムで
ファイル名の問題が発生することを回避するために、4文字以内で設定してください。

PATH
Oracleソフトウェアのインストール後、検索パスに次のすべてが含まれていることを確認し
てください。

� $ORACLE_HOME/bin、/bin、/usr/binおよび /usr/ccs/bin

� root.shスクリプトの実行時に設定されたローカル binディレクトリ（通常は
/usr/local/bin）

CLASSPATH
環境変数 CLASSPATHは、Javaの機能で使用されます。CLASSPATHは、製品によって異
なります。詳細は、製品のドキュメントを参照してください。既存の設定に加えて、
CLASSPATH には次の JREの位置を含める必要があります。

$ORACLE_HOME/JRE/lib/rt.jar:$ORACLE_HOME/jlib/<product jar 
file>:$ORACLE_HOME/product/jlib/<product jar file>

product変数には、ORACLE_HOMEの中の、JREまたは Javaの機能に必要なファイルが存
在する製品ディレクトリ（rdbms、networkなど）を指定します。

TNS_ADMIN
Net8構成ファイルをデフォルト（/etcまたは $ORACLE_HOME/network/admin）以外の
位置に置くには、環境変数 TNS_ADMINに Net8構成ファイルが存在するディレクトリを設
定します。 たとえば、tnsnames.oraを /tnsディレクトリに置く場合は、TNS_ADMIN
を /tnsに設定します。

Oracle製品は、次の順序で tnsnames.oraファイルを検索します。

1. カレント・ユーザーのホーム・ディレクトリの .tnsnames.oraファイル（ファイル名
の前にドットが付く）

2. $TNS_ADMIN/tnsnames.ora

3. /etc

4. $ORACLE_HOME/network/admin/

注意注意注意注意 : 検索パスに /usr/ucbを含める場合は、/usr/ccs/binの後に指
定してください。
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TWO_TASK
クライアント /サーバー構成の場合は、TWO_TASKにクライアントがデフォルトで接続す
るデータベースのネット・サービス名を設定します。TWO_TASKが設定されていると、
Oracleクライアント・ソフトウェアを使用してデータベースに接続するときにネット・サー
ビス名を指定する必要がありません。 サービス名の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』
または『Oracle8i for AIX-Based Systems管理者リファレンス』を参照してください。

oraenv スクリプトの初期化スクリプトの初期化スクリプトの初期化スクリプトの初期化
oraenvスクリプトを使用するオプションで、Oracleユーザーの共通環境を設定できます。
oraenvスクリプトの単一インスタンスまたは複数のインスタンスの構成は次のように行い
ます。

単一インスタンスのマシン単一インスタンスのマシン単一インスタンスのマシン単一インスタンスのマシン  

単一インスタンスのマシンでは、oracleアカウントの .profileまたは .loginファイル
の環境変数 ORACLE_SIDに次のコマンドを続けて設定し、ログイン時に oraenvを初期化
します。

Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

ORAENV_ASK=NO
. /usr/local/bin/oraenv

Cシェルの場合は、次のように入力します。

set ORAENV_ASK = NO
source /usr/local/bin/coraenv
unset ORAENV_ASK

複数インスタンスのマシン複数インスタンスのマシン複数インスタンスのマシン複数インスタンスのマシン  

複数インスタンスのマシンでは、oraenv（coraenv）ファイルを初期化するために、
oracleアカウントの起動ファイルの最後にインスタンス名およびコマンドの一覧を含めま
す。

Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

#!/usr/bin/sh
echo "The SIDs on this machine are:"
cat /var/opt/oracle/oratab | awk -F: '{print $1}' | grep -v "#"
ORAENV_ASK="YES"
. /usr/local/bin/oraenv

注意注意注意注意 : Cシェルでは、oraenvコマンドではなく coraenvコマンドを使
用します。
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Cシェルの場合は、次のように入力します。

#!/usr/bin/csh
echo "The SIDs on this machine are:"
cat /var/opt/oracle/oratab | awk -F: '{print $1}' | grep -v "#"
set ORAENV_ASK="YES"
source /usr/local/bin/coraenv

他の他の他の他の Oracleユーザー起動ファイルの更新ユーザー起動ファイルの更新ユーザー起動ファイルの更新ユーザー起動ファイルの更新  

すべての oracleアカウントに対して同一の環境を作成するため、各ユーザー起動ファイル
の末尾に次の行を加えます。

� Bourneまたは Kornシェルが使用する .profileファイルには、次の行を加えます。

. /usr/local/bin/oraenv 

Cシェルが使用する .loginファイルには、次の行を加えます。

source /usr/local/bin/coraenv

� 環境変数 ORACLE_BASE、ORACLE_HOMEおよび PATHの設定については、4-7ペー
ジの「環境変数を設定する」を参照してください。

oratab ファイルの更新ファイルの更新ファイルの更新ファイルの更新  

Oracle Database Configuration Assistantを使用するかわりに手動でデータベースを作成した
場合は、システム構成が /etc/oratabファイルに反映されていることを確認する必要があ
ります。

システム上の Serverインスタンスごとに、次の形式でエントリを追加します。 

ORACLE_SID:ORACLE_HOME:{Y|N}

この場合、Yまたは Nは、dbstartおよび dbshutスクリプトを実行するかどうかを示し
ます。Oracle Database Configuration Assistantは、作成したそれぞれのデータベースに対し
てエントリを自動的に追加します。

必要な必要な必要な必要な Oracleパッチを適用するパッチを適用するパッチを適用するパッチを適用する
このマニュアルが添付されている Oracle8iリリースには、Oracle8iまたは他の製品に適用す
る必要のあるパッチが提供されている場合があります。パッチは、Oracle8i リリース 8.1.7 
CD-ROMの cd_rom_mount_point/patchディレクトリにあります。インストールの説
明は、それぞれのパッチに提供されている READMEファイルを参照してください。
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初期化パラメータを設定する初期化パラメータを設定する初期化パラメータを設定する初期化パラメータを設定する
初期化パラメータを変更することにより、ご使用のシステムを構成またはチューニングし
て、パフォーマンスを最適化できます。デフォルトの initsid.oraファイルは、配布から
$ORACLE_BASE/admin/sid/pfileディレクトリにコピーされています。テンプレートの
init.oraファイルは、$ORACLE_HOME/dbsにも含まれています。そのファイルには、
小、中、大規模のデータベースの設定、および中、大規模のデータベースについてのコメン
トが含まれています。サイズの設定には相互関係がありますが、データベースの実際のサイ
ズを示しているものではありません。

initsid.ora ファイルのパラメータの変更ファイルのパラメータの変更ファイルのパラメータの変更ファイルのパラメータの変更
Oracle Database Configuration Assistantを使用して、通常の初期データベースを作成する
と、initsid.oraファイルのパラメータは自動的に設定されます。initsid.oraファイ
ルの初期化パラメータは、UNIXテキスト・エディタで変更できます。変更した
initsid.oraファイルは、データベースを停止して再起動するとアクティブになります。

起動時にエラーが発生する場合があるため、パラメータ・ファイルの ORACLE_HOMEに
は、疑問符（?）などの記号文字を使用しないでください。 

データベース起動時に、ロールバック・セグメントを自動的にオンラインにするには、
initsid.oraファイルの rollback_segmentsコメントを解除する必要があります。

次に変更例を示します。

#rollback_segments = (r0, r1, r2, r3)

この行を次のように変更します。

rollback_segments = (r0, r1, r2, r3)

参照参照参照参照 : initsid.oraパラメータ、チューニングおよび初期化パラメー
タの構成については、『Oracle8i for AIX-Based Systems管理者リファレン
ス』を参照してください。
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Oracle製品のインストール後のタスク製品のインストール後のタスク製品のインストール後のタスク製品のインストール後のタスク
必要に応じて、インストールに対して製品固有のタスクを行います。すべての製品にインス
トール後の設定が必要なわけではありません。

Oracle製品を構成する前にオンライン・ドキュメントを参照する方法については、4-32ペー
ジの「Oracleソフトウェアの削除」を参照してください。このマニュアルで説明している構
成タスクを完了するために、製品ドキュメントを読む必要はありません。ただし、高度な
チューニングを実行する場合は、製品ドキュメントの情報が必要になります。

次の製品には、インストール後のタスクを行います。

� マルチスレッド・サーバー

� Net8

� Oracle 構成アシスタント

� Oracle Enterprise Manager

� Oracle Internet Directory

� Oracleオプション

� Oracle Parallel Server Management

� Oracleプリコンパイラ

� Oracle Supported Protocol

� Recovery Manager

マルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバー
マルチスレッド・サーバーで構成された Oracle Serverでは、初期化パラメータ
SHARED_POOL_SIZEの設定を大きくするか、または LARGE_POOL_SIZEを使用するカス
タム構成にする必要があります。Oracle Universal Installerを使用してサーバーをインス
トールした場合、SHARED_POOL_SIZEの値は Oracle Database Configuration Assistantに
よって自動的に設定されます。ただし、手動でデータベースを作成した場合は、
initsid.oraファイルの SHARED_POOL_SIZEを大きくする必要があります。通常、予
想される同時ユーザーごとに 1KBずつ追加してください。 

参照参照参照参照 : マルチスレッド・サーバー構成の詳細は、『Oracle8iパフォーマン
スのための設計およびチューニング』を参照してください。
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Net8
Net8の基本的な構成は、Net8のインストール中に Oracle Universal Installerが起動する
Net8 Configuration Assistantによって行われます。 インストールで Net8 Configuration 
Assistantが行う構成については、2-18ページの「Net8構成の理解」を参照してください。 
スタンドアロンのツールとして Net8 Configuration Assistantを実行する方法については、
4-15ページの「Net8 Configuration Assistant」を参照してください。

次の手順で、初期構成を検証し完了します。 

1. rootとしてログインし、/etc/servicesファイルに次のように入力して、Net8リス
ナーのポートを予約します。

listener_name 1521/tcp             #Net8 listener

2. 次のコマンドを使用して、インストール後のリスナーの状態を確認します。

$ lsnrctl status [listener_name]

リスナーがデフォルト（listener）以外の名前である場合は、listener_name
フィールドの指定が必要です。

リスナーが停止している場合は、次のコマンドでリスナーを起動します。

$ lsnrctl start listener_name

3. 必要な場合は、リモート・システムに Oracleクライアント・ソフトウェアのインス
トールおよび構成を行い、サーバーへの接続をテストするために SQL*Plusを起動しま
す。

$ sqlplus username/password@net_service_name

SQL*Plusでサーバーに正常に接続できれば、ネットワーク接続は確立されています。さら
に高度なネットワーク構成の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 1521はデフォルトのポートです。Net8リスナーの構成で別のポー
トを選択した場合は、/etc/servicesファイルにそのポートを指定して
ください。

参照参照参照参照 : Oracleネットワークの構成の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイ
ド』を参照してください。
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Oracle 構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント構成アシスタント
この項では、次の Oracle 構成アシスタントについて説明します。

� Net8 Configuration Assistant

� Oracle Data Migration Assistant

� Oracle Database Configuration Assistant

� Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant

これらの構成アシスタントは、通常インストール・セッション中に実行されますが、スタン
ドアロン・モードで実行することもできます。Oracle Universal Installerと同様に、これら
の Assistantもレスポンス・ファイルを使用して非問合せの実行ができます。構成アシスタ
ントでレスポンス・ファイルを使用する方法については、3-30ページの「非問合せモード
（サイレント・モード）でのインストールおよび構成」を参照してください。

Net8 Configuration Assistant
Net8 Serverまたは Net8 Clientがインストールされている場合、Net8 Configuration 
Assistantは Oracle Universal Installerから自動的に起動されます。 

インストール中またはインストール後に、Oracle Database Configuration Assistantを使用し
てデータベースを作成する場合、この Assistantは Net8構成を自動的に更新し、新しいデー
タベースに必要な構成情報を設定します。Oracle Database Configuration Assistantは、この
データベースをサポートされているディレクトリ・サービスに登録してクライアントがその
ディレクトリをデータベースの接続で使用できるようにするか、またはローカル・ネーミン
グ・ファイル（tnsnames.ora）にエントリを作成してデータベースに接続するクライアン
ト・マシンに配布できるようにします。

Oracle8i Clientインストールを別に行った場合、Net8 Configuration Assistantは、インス
トール中に選択した項目に一致するプロファイルを自動的に作成します。Installerは Net8 
Configuration Assistantを自動的に実行して、クライアント・インストールの
$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリにあるローカル・ネーミング・ファイルに、
ネット・サービス名を設定します。

インストール終了後に、Net8 Configuration Assistantで次のコマンドを使用して、より詳細
に構成することができます。

$ netasst

参照参照参照参照 : インストールで Net8 Configuration Assistantが行う構成について
は、2-18ページの「Net8構成の理解」を参照してください。 

Net8の使用および構成の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照し
てください。
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Oracle Data Migration Assistant
以前のリリースで作成した既存のデータベースを使用するために Oracle8iをインストール
し、インストール中にアップグレードまたは移行を行っていない場合は、マウントする前に
データベースをアップグレードまたは移行する必要があります。

Oracle Database Configuration Assistant
Oracle Database Configuration Assistantは、デフォルトまたはカスタマイズされたデータ
ベースの作成、または Oracleオプションを使用するための既存データベースの構成に使用
できます。この Assistantは、データベースを作成できます。また、調査および修正可能な
シェル・スクリプトおよび SQLスクリプトを出力し、後で実行することもできます。 Oracle 
Database Configuration Assistantを使用してインストールできるデータベースのタイプにつ
いては、2-23ページの「データベース環境の識別」を参照してください。

次のコマンドで Oracle Database Configuration Assistantを起動します。

$ dbassist

Oracle Database Configuration Assistantのヘルプを見るには、dbassistのコマンドライ
ン・パラメータ -helpまたは -hを指定します。

$ dbassist -help

データベースを作成、アップグレードまたは移行後、UTLRP.SQLスクリプトを実行するこ
とをお薦めします。このスクリプトはパッケージ、プロシージャ、タイプなどを含む
INVALID状態のすべての PL/SQLモジュールを再コンパイルします。この手順はオプショ
ンですが、行うことをお薦めします。この手順を実行すると、再コンパイルはインストール
後ではなくインストール中に行われます。

1. SQL*Plusを起動します。

$ sqlplus

2. SYSアカウントでデータベースに接続します。

SQL> CONNECT SYS/PASSWORD AS SYSDBA

インストール後に変更されていない場合、PASSWORDはデフォルトで
CHANGE_ON_INSTALLです。

参照参照参照参照 : データベースを移行する手順についての詳細は、『Oracle8i移行ガ
イド』を参照してください。

注意注意注意注意 : UTLRP.SQLスクリプトの実行中は、データベース上で他のデータ
定義言語（DDL）文は実行しないでください。また、STANDARDパッ
ケージおよび DBMS_STANDARDパッケージは、有効になっている必要が
あります。
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3. 必要に応じて、データベースを起動します。

SQL> STARTUP

UTLRP.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @?/rdbms/admin/utlrp.sql

Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantは、Oracle Enterprise Managerリポジト
リを作成、構成、削除またはアップグレードするためのツールです。

Oracle Enterprise Manager
インストール時に Oracle8i Management and Integrationを選択した場合、または Customイ
ンストールまたは Custom Management Infrastructureタイプを使用してインストールした
場合、インストールの最後に Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantが自動的に
起動されるので、リポジトリを構成してください。それ以外のインストール・タイプで
Oracle Enterprise Managerをインストールした場合は、インストールの最後に Oracle 
Enterprise Manager Configuration Assistantは起動されません。

リポジトリの作成、構成、アップグレードまたは削除が必要な場合は、インストール後に、
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantを手動で起動します。Oracle Enterprise 
Manager Configuration Assistantをスタンドアロンのツールとして実行する場合は、4-17
ページの「Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant」を参照してください。

Oracle Internet Directory
インストール後に、次のタスクを実行します。

1. インストール後、すぐに cryptupgrd.shを実行します。このスクリプトは
$ORACLE_HOME/ldap/binにあります。

参照参照参照参照 : Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantの詳細につい
ては、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : Oracle Enterprise Managerのインストール後の手順の詳細は、
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i Internet Directory管理者ガイド』を参照してく
ださい。 
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Oracleオプションオプションオプションオプション

Oracle オプション用のデータベースの構成オプション用のデータベースの構成オプション用のデータベースの構成オプション用のデータベースの構成
初回のインストール後に Oracleオプションを追加インストールする場合は、Oracle 
Database Configuration Assistantを使用して、インストールするオプション用のデータベー
スを構成します。

1. 次の位置にある dbassistを実行して、Oracle Database Configuration Assistantを起
動します。

$ORACLE_HOME/bin/dbassist

2. 「Modify Database」を選択します。

3. Oracle Database Configuration Assistantによって検出された一覧から適切なデータベー
スの SIDを選択します。変更するデータベースは、すでに起動されている必要がありま
す。

4. 一覧から使用するオプションを選択し、「Finish」ボタンをクリックします。

すべてのオプションおよびパッケージの実行権限は、PUBLICに与えられます。

Oracle interMedia
Oracle interMedia Textをインストールする場合は、データ・ディクショナリとして使用で
きるディスク領域が 10MB以上あることを確認します。

interMedia Text用に、環境変数 LIBPATHには、$ORACLE_HOME/ctx/libを含めて設定し
ます。

データベースには、interMedia Textデータ固有の表領域を含める必要があります。Oracle 
interMedia Textのデフォルトおよび一時表領域として使用できる表領域があることを確認し
ます。Oracle interMedia Textは、デフォルトおよび一時表領域として DRSYS表領域を使用
します。Oracle interMedia Textとして使用できる表領域がない場合、または DRSYS表領域
を使用しない場合は、作業を進める前にその他の表領域を作成します。 

注意注意注意注意 : 以前のリリースの ConText Cartridgeから Oracle interMedia Text
リリース 8.1へのアップグレードはできません。ただし、手動で移行する
ことは可能です。手動で移行する手順の詳細は、『Oracle8i interMedia 
Text移行ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 表領域作成の詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してく
ださい。
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Oracle Parallel Server Management
1. すべてのノードで $ORACLE_HOME/bin/opsdを実行します。

2. すべてのノードで opsdが実行中であることを確認します。

これで、opsdおよび opsctlは、ポート番号 6404を通信に使用します。 このポートが
既存のアプリケーションと競合する場合は、opsdおよび opsctlを起動する前に
ORA_OPSD_PORTを設定して、ポートをカスタマイズします。

同じ opsdデーモンが、同一ノード上の複数の ORACLE_HOMEディレクトリに対する要
求に応答できます。

3. マシンの再起動時に、Oracle Parallel Server Management Daemon（OPSD）を自動的
に起動させるには、rootユーザーでログインし、システム起動ファイル
/etc/inittabを更新します。

# mkitab 'opsd:2:once:su - oracle -c "opsd log=/tmp/ospd.log"'

ログ・エントリはオプションです。デフォルトは次のとおりです。

/tmp/opsdlog

4. 次のように入力して、クラスタ内にあるすべてのノードのノード番号を決めます。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnodes -n

5. OPS構成ファイル $ORACLE_HOME/ops/opsname.confを作成して、各ノードにイン
ストールします。 このファイルには、OPSインスタンスの構成および関連サービスを記
述するパラメータが含まれています。

注意注意注意注意 : Oracle7バージョンと Oracle8バージョンの opsdを、同一のマシ
ンに共存させることができます。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』
を参照してください。
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Oracleプリコンパイラプリコンパイラプリコンパイラプリコンパイラ

プリコンパイラ構成ファイルの位置プリコンパイラ構成ファイルの位置プリコンパイラ構成ファイルの位置プリコンパイラ構成ファイルの位置
すべてのプリコンパイラ構成ファイルは次の位置にあります。

$ORACLE_HOME/precomp/admin

Pro*C/C++
構成ファイル pcscfg.cfgは、Pro*C/C++を使用する前にご使用の環境にあわせてカスタ
マイズする必要があります。空のファイルとしてインストールされ、ご使用のサイト固有の
要件に応じてテキスト・エディタを使用して構成できます。

Pro*COBOL 

構成ファイルは、pcbcfg.cfgです。空のファイルがインストールされ、ご使用のサイト固
有の要件に応じてテキスト・エディタを使用して構成できます。

Pro*FORTRAN
構成ファイル pccfor.cfgは、空のファイルとしてインストールされ、ご使用のサイト固
有の要件に応じてテキスト・エディタを使用して構成できます。pccfor.cfgファイルの構
成方法については、FORTRAN77のドキュメントを参照してください。

SQL*Module Ada
構成ファイル pmscfg.cfgは、空のファイルとしてインストールされ、ご使用のサイト固
有の要件に応じてテキスト・エディタを使用して構成できます。このファイルの構成方法に
ついては、『Programmer's Guide to SQL*Module for Ada』を参照してください。

注意注意注意注意 : 埋込み PL/SQLを変換するために、Oracle8iとは関係なく Oracle
プリコンパイラを使用しないでください。

参照参照参照参照 : pcscfg.cfgファイルの構成方法については、『Oracle8i 
Pro*C/C++プリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : pcbcfg.cfgファイルの構成方法については、『Oracle8i 
Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。
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Oracle Supported Protocol
プロトコルをインストールした後、次のタスクを行います。

1. ネットワークに必要な構成ファイルを作成およびインストールしたことを確認します。

2. マシンの再起動時に、リスナーを自動的に起動させるには、rootユーザーでログイン
し、システム起動ファイル /etc/inittabを更新します。

# mkitab 'oralsnr:once:su - oracle -c "lsnrctl start"'

3. クライアント /サーバー構成の場合は、クライアント・マシンの環境変数 TWO_TASK
をサーバーのサービス名に設定してください（tnsnames.oraファイルで設定できま
す）。 環境変数の設定については、4-7ページの「環境変数を設定する」を参照してくだ
さい。

4. 次のように入力して、サーバーのリスナーを起動します。

$ lsnrctl start

5. 次のように入力して、リスナー・プロセスを確認します。

$ lsnrctl status

6. 接続をテストするには、Oracleユーザーとしてログインし、次のように入力して
SQL*Plusを起動します。

$ sqlplus username/password@service_name

注意注意注意注意 : 環境変数 TNS_ADMINが、oracleアカウントの .profileま
たは .loginファイルに設定されていない場合、または listener.ora
がデフォルト位置（/etcまたは $ORACLE_HOME/network/admin）に
ない場合、この操作はできません。
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Recovery Manager
Recovery Managerは、Oracle8iの一部としてインストールされる、自動化されたリカバリ・
ユーティリティです。このユーティリティでは、別の Oracle8iデータベースのリカバリ・カ
タログに情報を格納します。最大フォルト・レジスタンスを提供するために、この 2番目の
Oracle8iを別のマシンにインストールしてください。

リカバリ・カタログは、次の手順で作成します。

1. すでに Oracle8iがインストールされているシステムは別のマシンに Oracle8iをインス
トールし、リカバリ・カタログのデータベースを作成します。

カスタム・スクリプトを書き込まずにデータベースを作成する場合は、Oracle Database 
Configuration Assistantで標準の構成済データベースを作成します。このデフォルトの
データベースは、リカバリ・カタログに適しています。

2. リカバリ・カタログ・データベースに、RECOVERY_CATALOG_OWNERになるユーザー
を作成します。  

3. RECOVERY_CATALOG_OWNERとして、Oracle Recovery Managerのプロンプトで
createCatalogコマンドを実行します。

Secure Socket Layer
Secure Socket Layerがすでにインストールされている場合、Net8 Configuration Assistantを
実行して、ご使用のシステム用に構成する必要があります。

注意注意注意注意 : 2番目の Oracle8iデータベースをインストールおよび管理できな
い場合は、Recovery Managerをリカバリ・カタログなしの制限モードで
も使用できます。

参照参照参照参照 : Recovery Managerの詳細は、『Oracle8i バックアップおよびリカ
バリ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : Secure Socket Layerの詳細は、Oracle8i関連マニュアル・セット
の『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』の「Secure Socket Layer
認証の構成」を参照してください。
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インストールした初期データベースの内容の確認インストールした初期データベースの内容の確認インストールした初期データベースの内容の確認インストールした初期データベースの内容の確認

ユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワード
この項では、初期データベースに含まれるユーザー名およびパスワードについて説明しま
す。次の表にあるユーザー名 SYS、SYSTEMおよび DBSNMPおよび別名パスワード
INTERNALは、Oracle Database Configuration Assistantによって作成されたすべてのデー
タベースに自動的に含まれます。 

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 パスワードパスワードパスワードパスワード 説明説明説明説明 参照参照参照参照

CTXSYS CTXSYS CTXSYSは、CONNECT、DBAおよび RESOURCE
データベース・ロールを持つ Oracle interMedia Text
のユーザー名です。 

『Oracle8i interMedia Text
リファレンス』

DBSNMP DBSNMP DBSNMPには、CONNECT、RESOURCEおよび
SNMPAGENTデータベース・ロールが含まれます。
このロールおよびユーザーを削除する場合は、
catnsnmp.sqlを実行してください。 

『Oracle Intelligent Agent
ユーザーズ・ガイド』

INTERNAL ORACLE INTERNALは、データベースの起動および停止を含
むデータベース管理タスクを行うときに使用します。

注意注意注意注意 : INTERNALはユーザー名ではなく、SYSの
ユーザー名（後述の SYSを参照）および SYSDBA権
限の別名です。

Oracle8iデータベースをインストールしていないユー
ザーに対してのみパスワードが必要です。Oracle8i
データベースをインストールしているユーザーには、
INTERNALとして接続するときにパスワードを入力
するプロンプトは表示されません。

『Oracle8i管理者ガイド』

MDSYS MDSYS MDSYSは、Oracle Spatialおよび interMedia Audio、
Video、Locatorおよび Imageの管理者のユーザー名
です。

『Oracle8i Spatialユーザー
ズ・ガイドおよびリファ
レンス』 

『Oracle8i interMedia 
Locatorユーザーズ・ガイ
ドおよびリファレンス』 

MTSSYS MTSSYS MTSSYSは、Oracle Service for MTSを実行する場合
のユーザー名です。

『Using Microsoft 
Transaction Server with 
Oracle8』
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ORDPLUGINS ORDPLUGINS ORDPLUGINSは、CONNECTおよび RESOURCE
ロールを持つ Oracle interMedia Audioおよび Video
のユーザー名です。ORDPLUGINSは、あるセッショ
ンに対してシステム固有でないプラグイン形式を許
可します。

『Oracle8i interMedia 
Audio、Image、Video
ユーザーズ・ガイドおよ
びリファレンス』

ORDSYS ORDSYS ORDSYSは、CONNECT、JAVAUSERPRIVおよび
RESOURCEデータベース・ロールを持つ Oracle 
interMedia Audio、Video、Locatorおよび Imageの
ユーザー名であり、Oracle Time Seriesおよび Oracle 
Visual Information Retrievalの管理者のユーザー名で
もあります。 

『Oracle8i Time Seriesユー
ザーズ・ガイド』

『Oracle8i Visual 
Information Retrieval 
User's Guide and 
Reference』

『Oracle8i interMedia 
Audio、Image、Video
ユーザーズ・ガイドおよ
びリファレンス』

OUTLN OUTLN OUTINには CONNECTおよび RESOURCEデータ
ベース・ロールが含まれ、プラン・スタビリティを
サポートしています。プラン・スタビリティを使用
すると、同じ SQL文に対する同じ実行計画をメンテ
ナンスできるようになります。OUTINは、ストア
ド・アウトラインに対応付けられたメタデータを集
中管理する場所として動作します。

『Oracle8i概要』 

『Oracle8iパフォーマンス
のための設計および
チューニング』

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 パスワードパスワードパスワードパスワード 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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SYS CHANGE_ON
_INSTALL

SYSはデータベース管理タスクを実行するときに使用
します。SYSには、次のデータベース・ロールが含ま
れます。

AQ_ADMINISTRATOR_ROLE 
AQ_USER_ROLE
CONNECT
CTXAPP
DBA
DELETE_CATALOG_ROLE
EXECUTE_CATALOG_ROLE
EXP_FULL_DATABASE
HS_ADMIN_ROLE
IMP_FULL_DATABASE
JAVA_ADMIN
JAVADEBUGPRIV
JAVAIDPRIV
JAVAUSERPRIV
OEM_MONITOR
RECOVERY_CATALOG_OWNER
RESOURCE
SELECT_CATALOG_ROLE
SNMPAGENT
TIMESERIES_DBA
TIMESERIES_DEVELOPER

『Oracle8i管理者ガイド』

SYSTEM MANAGER SYSTEMはデータベース管理タスクを実行するとき
に使用します。SYSTEMには、
AQ_ADMINISTRATOR_ROLEおよび DBAデータ
ベース・ロールが含まれます。

『Oracle8i管理者ガイド』

SCOTT TIGER SCOTTには、CONNECTおよび RESOURCEデータ
ベース・ロールが含まれます。

『Oracle8i管理者ガイド』

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 パスワードパスワードパスワードパスワード 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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データベースの識別データベースの識別データベースの識別データベースの識別
Oracle8iデータベースは、データベース名およびデータベースがあるネットワーク・ドメイ
ンで構成されるグローバル・データベース名によって識別されます。グローバル・データ
ベース名は、あるデータベースを同じネットワーク・ドメインにある他のデータベースと一
意に区別します。Oracle8iデータベースのインストール時に表示される「Database 
Identification」ウィンドウでグローバル・データベース名を作成します。グローバル・デー
タベース名の形式は次のとおりです。 

database_name.database_domain

次に例を示します。 

sales.us.acme.com 

DB_NAMEパラメータ（値は sales）および DB_DOMAINパラメータ（値は us.acme.com）
を組み合せて、init.oraファイルの SERVICE_NAMESパラメータ（値は
sales.us.acme.com）に割り当てられるグローバル・データベース名の値を作成します。

システム識別子（SID）は、データベースを参照する特定の Oracle8iインスタンスを識別し
ます。SIDは、あるデータベースを同じコンピュータ上にある他のデータベースと一意に識
別します。複数の Oracleホームによって、単一コンピュータ上で複数のアクティブな
Oracleデータベースを持つことが可能になります。各データベースには一意の SIDおよび
データベース名が必要です。 

SID名は、「Database Identification」ウィンドウでデータベース名に入力した値です。これ
は変更可能です。SID名は、64文字以下のアルファベットで表します。 

たとえば、Oracleデータベースの SIDおよびデータベース名が ORCLの場合、各データベー
ス・ファイルは、$ORACLE_BASE/oradata/ORCLに配置されます。また、初期化パラメー
タ・ファイルは、$ORACLE_BASE/admin/ORCLディレクトリに配置されます。 ORCLディ
レクトリは、DB_NAMEパラメータの値を継承します。

入力項目入力項目入力項目入力項目 内容内容内容内容

sales データベース名です。データベース名は 8文字以下で設定し、アルファベッ
ト、数字およびその他の文字を含めることができます。また、データベース名
は、init.oraファイルの DB_NAMEパラメータにも割り当てられます。

us.acme.com データベースがあるネットワーク・ドメインです。グローバル・データベース
名を一意にします。ドメインは 128文字以下で設定し、アルファベット、数
字、ピリオド（.）およびその他の文字を含めることができます。また、ドメ
イン名は、init.oraファイルの DB_DOMAINパラメータにも割り当てられ
ます。
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インストールした初期データベースの内容の確認
表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル
Oracle8iデータベースは、表領域と呼ばれる小さい論理領域に分割されています。各表領域
は、1つ以上の物理データ・ファイルに対応しています。データ・ファイルは、表や索引な
どの論理データベース構造で構成されています。データ・ファイルに関連付けられる表領域
およびデータベースは 1つのみです。

Oracle8iデータベースの表領域は、次のデータ・ファイルを含んでいます。これらのデー
タ・ファイルは、$ORACLE_BASE/oradata/<db_name>ディレクトリにあります。

注意注意注意注意 : Oracle Database Configuration Assistantで別の名前を指定しな
かった場合は、次の表で説明する表領域およびデータ・ファイルも自動的
に Customデータベースに含まれます。

表領域表領域表領域表領域 データ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイル 説明説明説明説明

SYSTEM system01.dbf Oracleデータベースが必要とする表、ビューおよびスト
アド・プロシージャの定義を含むデータ・ディクショナリ
を含みます。この領域にある情報は自動的に保持されま
す。SYSTEM表領域は、すべての Oracleデータベースに
存在します。

USERS users01.dbf アプリケーション・データを含みます。データを作成して
表に挿入する場合は、この領域にデータを入力してくださ
い。

TEMP temp01.dbf SQL文の処理で作成された一時表または索引（あるいは
その両方）を含みます。非常に大規模な表に対する
ANALYZE COMPUTE STATISTICSや構造体GROUP 
BY、ORDER BYまたは DISTINCTなど、多数のソートを
行う SQL文を実行する場合は、この表領域は拡張する必
要がある場合があります。

RBS rbs01.dbf 正常に終了しなかったロールバック・トランザクションを
含みます。長時間の実行または高いデータ・ボリュームの
トランザクションを実行する場合、この表領域を拡張する
必要がある場合があります。

INDX indx01.dbf USERS表領域にあるデータに関連付けられた索引を含み
ます。

DRSYS dr01.dbf Oracle interMedia Textに関連するスキーマ・オブジェ
クトを含みます。

TOOLS tools01.dbf 何も含みません。このデータ・ファイルは、ユーザー
がサード・パーティまたは Oracleのツールまたは製品
のインストール時に使用するために作成されます。
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インストールした初期データベースの内容の確認
初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル
初期データベースは $ORACLE_BASE/admin/<db_name>/pfileディレクトリにある 1つ
のデータベース初期化パラメータ・ファイルを含みます。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantの実行中に新
しいリポジトリを作成し、デフォルトの設定を受け入れると、
oem_repositoryという表領域および oem_repository.oraという
データ・ファイルも作成されます。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle8i概要』の「表領域とデータ・ファイル」の章を参照してくださ
い。 

� 『Oracle8i管理者ガイド』の「表領域の管理」および「データ・ファイル
の管理」の章を参照してください。

初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル 説明説明説明説明

init.ora 起動するインスタンスにパラメータ・ファイル
init.oraが存在する必要があります。パラメータ・
ファイルは、インスタンス構成パラメータのリストを含
むテキスト・ファイルです。初期データベース
init.oraファイルには、構成済パラメータが含まれて
います。初期データベースを使用する場合に、このファ
イルを編集する必要はありません。

参照参照参照参照 : Oracle8iデータベース固有の初期化パラメータおよびそれらのデ
フォルト値については、『Oracle8i管理者ガイド』および『Oracle8iリ
ファレンス・マニュアル』を参照してください。
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インストールした初期データベースの内容の確認
REDOログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル
初期データベースには、次の表に示す 3つの REDOログ・ファイルが含まれます。これら
は、$ORACLE_BASE/oradata/<db_name>ディレクトリにあります。

注意注意注意注意 : REDOログ redo01.log、redo02.logおよび redo03.logも自
動的に Customデータベースに含まれます。

REDO ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル ディスク・サイズディスク・サイズディスク・サイズディスク・サイズ 説明説明説明説明

redo01.log

redo02.log

redo03.log

1MB

1MB

1MB

REDOログ・ファイルは、データベース・
バッファ・キャッシュのデータに対して行わ
れたすべての変更についての記録を保持しま
す。インスタンス障害が発生した場合は、
REDOログ・ファイルを使用して、メモリー
にある変更データをリカバリします。

REDOログ・ファイルは循環方式で使用され
ます。たとえば、オンライン REDOログが 3
つのファイルで構成されている場合は、1番目
のファイル、2番目のファイル、3番目のファ
イルの順に記録されます。その後、1番目の
ファイルが再使用され、次に 2番目のファイ
ルというように続きます。 

参照参照参照参照 : 『Oracle8iバックアップおよびリカバリ・ガイド』を参照してくだ
さい。
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インストールした初期データベースの内容の確認
制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル
初期データベースには、次の表に示す 3つの制御ファイルが含まれます。これらは、
$ORACLE_BASE/oradata/<db_name>ディレクトリにあります。

制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル 説明説明説明説明

control01.ctl

control02.ctl

control03.ctl

制御ファイルは、データベースの起動および実行に必要な管
理ファイルです。制御ファイルは、データベースの物理構造
を記録します。たとえば、制御ファイルは、データベース名、
およびデータベースのデータ・ファイルおよび REDOログ・
ファイルの名前および位置を含みます。

注意注意注意注意 : control01.ctl、control02.ctlおよび control03.ctlファ
イルも自動的に Customデータベースに含まれます。 各データベースにつ
いて、（別々の物理ドライブに）3つ以上の制御ファイルを持つことをお薦
めします。また、各制御ファイルをリストするように control_files初
期化パラメータを設定することをお薦めします。 

参照参照参照参照 : この初期化パラメータの値の設定については、『Oracle8i管理者ガ
イド』を参照してください。
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インストールした初期データベースの内容の確認
ロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメント
ロールバック・セグメントは、（コミットが実行されたかどうかにかかわらず）各トランザ
クションで変更されたデータの変更前の値を記録します。すべてのデータベースは、1つ以
上のロールバック・セグメントを含みます。これは、トランザクションがロールバックされ
るときに、トランザクションの動作を記録するデータベースの一部です。ロールバック・セ
グメントを使用することによって、読取り一貫性が提供され、トランザクションのロール
バックおよびデータベースのリカバリが行われます。

初期データベースには、次の表に示すロールバック・セグメントが含まれます。

データ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリ
データ・ディクショナリは、データベース、データベース構造およびそのユーザーに関する
参照情報を含む表およびビューの保護付きコレクションです。ディクショナリには、次の
データが格納されます。

� Oracleデータベースのユーザー名

� 各ユーザーに付与された権限およびロール

� スキーマ・オブジェクト（表、ビュー、スナップショット、索引、クラスタ、シノニ
ム、順序、プロシージャ、ファンクション、パッケージなど）の名前および定義

� 整合性制約

� データベース・オブジェクトの領域割当て

� 誰がオブジェクトへのアクセスまたは更新を行ったかなどの監査情報

ロールバック・セグロールバック・セグロールバック・セグロールバック・セグ
メントメントメントメント 含まれる表領域含まれる表領域含まれる表領域含まれる表領域 使用するユーザー使用するユーザー使用するユーザー使用するユーザー

SYSTEM SYSTEM SYS

RB_TEMP SYSTEM（プライベート） SYS

RB1～ RB16 RBS PUBLIC（ロールバック・セグメ
ントを必要とするすべてのインス
タンスが使用できるロールバッ
ク・セグメントのプール）

参照参照参照参照 : データ・ディクショナリについては、『Oracle8i概要』および
『Oracle8iリファレンス・マニュアル』を参照してください。
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Oracleソフトウェアの削除
Oracleソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除
Oracleソフトウェアを完全に削除するには、インストールしたすべてのデータベースを
Oracle Database Configuration Assistantを使用して削除し、Net8 Configuration Assistant
を使用して Net8をすべて削除する必要があります。いずれの Assistantも、Installerで
Oracleソフトウェアを完全に削除する前に実行する必要があります。Oracle Internet 
Directoryを削除する前に、Oracle Internet Directory Control Utilityおよび Oracle Internet 
Directory Monitorを停止する必要がありますまた、削除する前に、Apacheアカウントのプ
ライマリ GIDは oraInventoryを所有するグループに変更する必要があります。Oracleソ
フトウェアを一部削除する場合は、Oracle Database Configuration Assistantまたは Net8 
Configuration Assistantを実行する必要はありません。

削除前の削除前の削除前の削除前の Apacheアカウントアカウントアカウントアカウント GIDの変更の変更の変更の変更
1. rootユーザーとしてログインします。

2. Apacheアカウントのプライマリ GIDグループを Apacheアカウント・グループから
oraInventoryの所有権を持つグループ（通常、oinstall）に変更します。

3. rootユーザーをログオフします。

Oracle Database Configuration Assistantを使用したを使用したを使用したを使用した Oracleデータベースの削除データベースの削除データベースの削除データベースの削除
1. Oracle Database Configuration Assistantを起動します。

$ dbassist

2. 初期画面で「Delete a Database」を選択します。

3. 「Next」をクリックします。

4. 削除するデータベースのインスタンスを選択します。

5. 「Finish」をクリックします。表示されるウィンドウで、データベースを削除することを
確認します。

一度に削除できるデータベースは 1つのみです。そのため、各データベースに対してこれら
の手順を繰り返して削除する必要があります。

Oracle Database Configuration Assistantの実行後、削除するノード上で、コマンドラインに
/deinstパラメータを指定して Net8 Configuration Assistantを起動します。

$ netca /deinst
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Oracleソフトウェアの削除
Oracle Internet Directoryの削除の削除の削除の削除
Oracle Internet Directory Servicesを削除するには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドで、Oracle Internet Directory Serverを停止します。

$ oidctl connect=<net_service_name> server=oidldapd 
instance=<server_instance_number> stop

<net_service_name>は、Oracle Internet Directory Serverへのネットワーク接続で
す。また、<server_instance_number>は、インスタンス番号です。この番号は、
Oracle Directory Managerの「Server List」タブに表示されます。

2. 次のコマンドで、Oracle Internet Directory Monitorを停止します。

$ oidmon stop

3. Oracle Internet Directoryを使用して構成した Oracle8iデータベースの削除については、
「Oracle Database Configuration Assistantを使用した Oracleデータベースの削除」の手
順に従ってください。

Oracle Universal Installerを使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Softwareの削除の削除の削除の削除
1. 3-2ページの「Oracle Universal Installer」の手順に従って、Installerを起動します。

2. 「Welcome」ダイアログ・ボックスで「De-install Products」ボタンをクリックするか、
Installer 画面で「Installed Products...」ボタンをクリックします。「Inventory」ダイア
ログ・ボックスが表示され、インストールされている製品が一覧表示されます。

3. 「Inventory」ダイアログ・ボックスで削除する製品を選択し、「Remove」ボタンをク
リックします。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i Internet Directory管理者ガイド』を参照してく
ださい。 
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Oracleソフトウェアの削除
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                                                            Oracle8
A

Oracle8i製品製品製品製品

この付録では、Oracle8i リリース 8.1.7に含まれる次の製品について説明します。

� Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i Workgroup Server

� Oracle8i Clientのコンポーネント

� Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント

� 製品説明

注意注意注意注意 : Customインストール・タイプでは、現行の最上位コンポーネン
ト・カテゴリにあるすべてのコンポーネントがインストール可能なため、
この付録では、前述のどの最上位コンポーネントでも Customインストー
ル・タイプについては記載していません。一部のコンポーネントは、
Custom インストールでのみインストールできます。このようなコンポー
ネントは、この付録の表の Custom以外のインストール・タイプに「いい
え」と示されています。
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Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i Workgroup Server
Oracle8i Enterprise Editionおよびおよびおよびおよび Oracle8i Workgroup Server
この表では、Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Serverの最上位コン
ポーネントの各インストール・タイプで使用可能なコンポーネントをアルファベット順に示
します。

Oracle8i Enterprise Edition
およびおよびおよびおよび Oracle8i

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Typical Minimal

Advanced Queueing はい はい

Advanced Replication はい はい

Apache Configuration for Oracle Java Server Pages はい はい

Apache JServ はい はい

Apache WebServer Files はい はい

Generic Connectivity はい はい

Net8 Client（次のコンポーネントを含む） はい はい

� Net8 Assistant はい はい

� Net8 Configuration Assistant はい はい

� Oracle Protocol Support はい はい

注意注意注意注意 : Net8 Clientの Typicalまたは Minimalタイプのインストールでは、検出さ
れたネットワーク・プロトコルに対応する Oracle Protocol Supportが自動的にイ
ンストールされます。 Net8 Clientが Customタイプでインストールされると、サ
ポートするネットワーク・プロトコル（LU6.2など）を選択するプロンプトが表
示されます。Named Pipesおよび TCP/IPプロトコルのサポートは自動的にイン
ストールされ、削除することはできません。

Net8 Server はい はい

Object Type Translator（次のコンポーネントを含む） はい はい

�  Oracle INTYPE File Assistant はい はい

Oracle Advanced Security（次のコンポーネントを含む）1 はい いいえ

1. Encryption and Integrity Support（次のコンポーネントを含む） はい いいえ

�     DES40 Encryption はい いいえ

�     DES56 Encryption はい いいえ

�     3DES_112 Encryption（2-keyオプション） はい いいえ 
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Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i Workgroup Server
�     3DES_168 Integrity（3-keyオプション） はい いいえ

�     RC4_40 Encryption はい いいえ

�     RC4_56 Encryption はい いいえ

�     RC4_128 Encryption はい いいえ

�     RC4_256 Integrity はい いいえ

�     SHA-1 Integrity はい いいえ

�     MD5 Integrity はい いいえ

2. Thin JDBC Java-based Encryption Support（次のコンポーネントを含む） はい いいえ

�     DES40 Encryption はい いいえ

�     DES56 Encryption はい いいえ

�     RC4_40 Encryption はい いいえ

�     RC4_56 Encryption はい いいえ

�     RC4_128 Encryption はい いいえ

�     RC4_256 Integrity はい いいえ

�     SHA-1 Integrity はい いいえ

�     MD5 Integrity はい いいえ

3. Authentication Support（次のコンポーネントを含む） はい いいえ

�    DCE（SSOをサポート） いいえ いいえ

�    Identix（Biometrics用） はい いいえ

�    Kerberos（SSOをサポート） はい いいえ

�    RADIUS（Smart Cards、Token Cardsおよび Biometrics用） はい いいえ

�    SecurID（Token Cards用） はい いいえ

�    SSL（X.509バージョン 3）（SSOをサポート） はい いいえ

注意注意注意注意 : Kerberos、SecurIDおよび Radiusは、Customインストールの
「Authentication Methods」ウィンドウからインストール可能です。 Identixは、適
切なサード・パーティ製ソフトウェアがインストールされている場合のみ、この
ウィンドウからインストールできます。Customインストールの「Available 
Product Components」ウィンドウからインストールできるのは DCEのみです。

Oracle8i Enterprise Edition
およびおよびおよびおよび Oracle8i

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Typical Minimal
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Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i Workgroup Server
4. Enterprise User Security（次のコンポーネントを含む） はい はい

� Oracle Enterprise Login Assistant はい はい

� Oracle Wallet Manager

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Login Assistantおよび Oracle Wallet Managerは Oracle 
Advanced Securityの機能で、Oracle Advanced Securityのライセンスを購入した
場合にのみ使用できます。

はい はい

Oracle Call Interface はい はい

Oracle Connection Manager いいえ いいえ

Oracle Data Migration Assistant はい はい

Oracle Database Configuration Assistant はい はい

Oracle Enterprise JavaBeansおよび CORBA Tools はい はい

Oracle Enterprise Manager（次の 3つのコンポーネントを含む） はい はい

1. Oracle Enterprise Manager Client（次のコンポーネントを含む） はい はい

�    Oracle Enterprise Manager Console はい はい

�    Oracle DBA Management Pack（次のコンポーネントを含む） はい はい

      Oracle DBA Studio はい はい

      Oracle Instance Manager はい はい

      Oracle Schema Manager はい はい

      Oracle Security Manager はい はい

      Oracle Storage Manager はい はい

      SQL*Plus Worksheet はい はい

� Oracle Enterprise Manager Quick Tours はい いいえ

� Oracle Enterprise Manager Web Site いいえ いいえ

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Web Siteは、Webリスナーとして Oracle HTTP 
Serverを使用します。

2. Oracle Intelligent Agent（次のコンポーネントを含む） はい はい

�    Data Collection Services はい はい

Oracle HTTP Server（次のコンポーネントを含む） はい はい

Oracle8i Enterprise Edition
およびおよびおよびおよび Oracle8i

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Typical Minimal
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Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i Workgroup Server
� Apache Configuration for Oracle Java Server Pages はい はい

� Apache Configuration for XML Developer's Kit はい はい

� Apache JServ はい はい

� Apache WebServer Files はい はい

� Business Components for Java はい はい

� mod_ose はい はい

� Mod Perl はい はい

� mod_plsql はい はい

� Perl Interpreter はい はい

3. Oracle Management Server（次のコンポーネントを含む） はい いいえ

�    Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant はい いいえ

�    Oracle Enterprise Manager Migration Assistant はい いいえ

Oracle interMedia（次のコンポーネントを含む） はい いいえ

� Oracle interMedia Audio はい いいえ

� Oracle interMedia Client Option はい いいえ

� Oracle interMedia Image はい いいえ

� Oracle interMedia Locator はい いいえ

� Oracle interMedia Text はい いいえ

� Oracle interMedia Video はい いいえ

Oracle Internet Directory Client はい はい

Oracle JDBC Driver（次のコンポーネントを含む） はい はい

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.1 はい はい

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.2 はい はい

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.1 はい はい

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.2 はい はい

Oracle8i JVM（次のコンポーネントを含む） はい はい

� Java Virtual Machine はい いいえ

Oracle8i Enterprise Edition
およびおよびおよびおよび Oracle8i

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Typical Minimal
                                                                   Oracle8i製品 A-5



Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i Workgroup Server
� Oracle8i JVM Accelerator はい いいえ

� Oracle Servlet Engine はい いいえ

Oracle Names いいえ いいえ

Oracle Parallel Server（次のコンポーネントを含む） 2 はい いいえ

� Oracle Parallel Server Management はい いいえ

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverは、クラスタが検出された場合にのみインストールさ
れます。

Oracle Partitioning1 はい はい

Oracle SNMP Agent いいえ いいえ

Oracle Spatial1 はい いいえ

Oracle SQLJ（次のコンポーネントを含む） はい はい

� SQLJ Runtime はい はい

� SQLJ Translator はい はい

Oracle Trace はい はい

Oracle Time Series1 はい いいえ

Oracle Universal Installer（次のコンポーネントを含む） はい はい

� Java Runtime Environment（Oracle8iとともに出荷される製品） はい はい

Oracle Utilities（次のコンポーネントを含む） はい はい

� Database Verify Utility はい はい

� Export はい はい

� Import はい はい

� Migration Utility はい はい

� Recovery Manager はい はい

� SQL*Loader はい はい

� Server Manager

注意注意注意注意 : Server Managerは、リリース 8.1.7の次のリリースからは使用不可になりま
す。

はい はい

Oracle8i Enterprise Edition
およびおよびおよびおよび Oracle8i

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Typical Minimal
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Oracle8i Enterprise Editionおよび Oracle8i Workgroup Server
Oracle Visual Information Retrieval1 はい いいえ

Oracle Visual Information Retrieval Client1 はい いいえ

Oracle XML Developer's Kit はい はい

Oracle XML SQL Utility はい はい

Oracle8i Server3（Oracle8iデータベース）（次のコンポーネントを含む） はい はい

� Oracle Database Demos はい はい

� PL/SQL はい はい

� PL/SQL Embedded Gateway はい はい

SQL*Plus はい はい

1 Oracle Advanced Security、Oracle Partitioning、Oracle Spatial、Oracle Time Series、Oracle Visual Information Retrievalお
よび Oracle Visual Information Retrieval Clientは、Oracle8i Enterprise Editionでは使用可能ですが、Oracle8i Workgroup 
Serverでは使用不可能です。

2 Oracle Parallel Serverは、Oracle8i Enterprise Editionでは使用可能ですが、Oracle8i Workgroup Serverでは使用不可能です。
3 Oracle8i Server のタイプは、購入されたデータベース（Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Server）に
よって異なります。 

Oracle8i Enterprise Edition
およびおよびおよびおよび Oracle8i

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Typical Minimal
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Oracle8i Clientのコンポーネント
Oracle8i Clientのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント
この表では、Oracle8i Clientの最上位コンポーネントの各インストール・タイプで使用可能
なコンポーネントをアルファベット順に示します。

Oracle8i Client

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Administrator Programmer Application User

Advanced Queueing はい はい はい

Documentation for AIX-Based Systems（オンライン） はい はい はい

Net8 Client（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

� Net8 Assistant はい はい はい

� Net8 Configuration Assistant はい はい はい

� Oracle Protocol Support はい はい はい

注意注意注意注意 : Net8 Clientの Typicalまたは Minimalタイプのイン
ストールでは、検出されたネットワーク・プロトコルに対応
する Oracle Protocol Supportが自動的にインストールされ
ます。 Net8 Clientが Customタイプでインストールされる
と、サポートするネットワーク・プロトコル（LU6.2など）
を選択するプロンプトが表示されます。TCP/IPプロトコル
のサポートは自動的にインストールされ、削除することはで
きません。

Object Type Translator（次のコンポーネントを含む） はい はい いいえ

� Oracle INTYPE File Assistant はい はい いいえ

Oracle Advanced Security（次のコンポーネントを含む）1 はい はい はい

1. Encryption and Integrity Support（次のコンポーネントを含
む）

はい はい はい

�     DES40 Encryption はい はい はい

�     DES56 Encryption はい はい はい

�     3DES_112 Encryption（2-keyオプション） はい はい はい

�     3DES_168 Integrity（3-keyオプション） はい はい はい

�     RC4_40 Encryption はい はい はい

�     RC4_56 Encryption はい はい はい

�     RC4_128 Encryption はい はい はい

�     RC4_256 Integrity はい はい はい
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Oracle8i Clientのコンポーネント
�     SHA-1 Integrity はい はい はい

�     MD5 Integrity はい はい はい

2. Thin JDBC Java-based Encryption Support（次のコンポーネ
ントを含む）

はい はい はい

�     DES40 Encryption はい はい はい

�     DES56 Encryption はい はい はい

�     RC4_40 Encryption はい はい はい

�     RC4_56 Encryption はい はい はい

�     RC4_128 Encryption はい はい はい

�     RC4_256 Integrity はい はい はい

�     SHA-1 Integrity はい はい はい

�     MD5 Integrity はい はい はい

3. Authentication Support（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

�    DCE（SSOをサポート） いいえ いいえ いいえ

�    Identix（Biometrics用） はい はい はい

�    Kerberos（SSOをサポート） はい はい はい

�    RADIUS（Smart Cards、Token Cardsおよび Biometrics
用）

はい はい はい

�    SecurID（Token Cards用） はい はい はい

�    SSL（X.509バージョン 3）（SSOをサポート） はい はい はい

注意注意注意注意 : Kerberos、SecurIDおよび Radiusは、Customインス
トールの「Authentication Methods」ウィンドウからインス
トール可能です。 Identixは、適切なサード・パーティ製ソ
フトウェアがインストールされている場合のみ、このウィン
ドウからインストールできます。Customインストールの
「Available Product Components」ウィンドウからインス
トールできるのは DCEのみです。

4. Enterprise User Security（次のコンポーネントを含む）

�  Oracle Enterprise Login Assistant はい いいえ いいえ

Oracle8i Client

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Administrator Programmer Application User
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Oracle8i Clientのコンポーネント
� Oracle Wallet Manager

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Login Assistantおよび Oracle 
Wallet Managerは Oracle Advanced Securityの機能で、
Oracle Advanced Securityのライセンスを購入した場合にの
み使用できます。

はい はい はい

Oracle Call Interface はい はい はい

Oracle Java Toolsおよび CORBA Tools（次のコンポーネントを
含む）

はい はい はい

� Enterprise JavaBeans はい はい はい

Oracle Enterprise Manager（次のコンポーネントを含む） はい いいえ いいえ

1. Oracle Enterprise Manager Client（次のコンポーネントを含
む）

はい いいえ いいえ

�    Oracle Enterprise Manager Console はい いいえ いいえ

�    Oracle DBA Pack（次のコンポーネントを含む） はい いいえ いいえ

      Oracle DBA Studio はい いいえ いいえ

      Oracle Instance Manager はい いいえ いいえ

      Oracle Schema Manager はい いいえ いいえ

      Oracle Security Manager はい いいえ いいえ

      Oracle Storage Manager はい いいえ いいえ

      SQL*Plus Worksheet はい いいえ いいえ

�    Oracle Enterprise Manager Quick Tours はい いいえ いいえ

Oracle interMedia Client Option はい はい いいえ

Oracle Internet Directory Client はい はい はい

Oracle JDBC Driver（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.1 はい はい はい

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.2 はい はい はい

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.1 はい はい はい

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.2 はい はい いいえ

Oracle SQLJ はい はい いいえ

Oracle8i Client

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Administrator Programmer Application User
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Oracle8i Clientのコンポーネント
� SQLJ Runtime はい はい いいえ

� SQLJ Translator はい はい いいえ

Oracle Universal Installer（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

� Java Runtime Environment（Oracle8iとともに出荷される製
品）

はい はい はい

Oracle Utilities（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

� Export はい はい はい

� Import はい はい はい

� Recovery Manager はい はい いいえ

� SQL*Loader はい はい はい

� TKPROF はい はい いいえ

Oracle Visual Information Retrieval Client はい はい はい

Oracle XML Developer's Kit はい はい はい

Oracle XML SQL Utility はい はい はい

PL/SQL はい はい いいえ

Pro*C/C++ はい はい いいえ

Pro*COBOL 8.1.7 いいえ いいえ いいえ

Pro*COBOL 1.8.52 はい はい いいえ

Pro*FORTRAN はい はい いいえ

SQL*Module Ada いいえ いいえ いいえ

SQLJ（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

� SQLJ Runtime はい はい はい

� SQLJ Translator はい はい はい

SQL*Plus はい はい はい

1 Oracle Advanced Securityは、Oracle8i Enterprise Editionでは使用可能ですが、Oracle8i Workgroup Serverでは使用不可
能です。

Oracle8i Client

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Administrator Programmer Application User
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Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
Oracle8i Management and Integrationのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント
この表では、Oracle8i Management and Integrationの最上位コンポーネントの各インストー
ル・タイプで使用可能なコンポーネントをアルファベット順に示します。

O

注意注意注意注意 : この表では、Oracle8iデータベースがインストールされていない
場合に、Oracle Internet Directoryインストール・タイプでインストール
されるすべてのコンポーネントを示します。

Oracle8i Management and Integration

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server

Advanced Queueing はい はい はい

Advanced Replication いいえ はい はい

Generic Connectivity いいえ はい はい

Net8 Client（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

� Net8 Assistant はい はい はい

� Net8 Configuration Assistant はい はい はい

Net8 Server はい はい はい

Object Type Translator（次のコンポーネントを含む） いいえ はい はい

� Oracle INTYPE File Assistant いいえ はい はい

Oracle Advanced Security（次のコンポーネントを含む）1  はい いいえ はい

1. Authentication Support（次のコンポーネントを含む） はい いいえ はい

�    SSL（X.509バージョン 3）（SSOをサポート） はい はい はい

2.    Oracle Wallet Manager はい はい はい

3.    Oracle Enterprise Login Assistant

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Login Assistantおよび Oracle Wallet 
Managerは Oracle Advanced Securityの機能で、Oracle 
Advanced Securityのライセンスを購入した場合にのみ使用で
きます。

はい いいえ いいえ

Oracle Application InterConnect（OAI） いいえ いいえ いいえ

� OAI Adapter SDK いいえ いいえ いいえ
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Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
� OAI CRM 11i Adapter いいえ いいえ いいえ

� OAI Database Adapter いいえ いいえ いいえ

� OAI IStudio いいえ いいえ いいえ

� OAI Management Console いいえ いいえ いいえ

� OAI Repository いいえ いいえ いいえ

� OAI SAP Adapter いいえ いいえ いいえ

� OAI XML AQ Adapter（Oracle8iデータベース 8.1.5用） いいえ いいえ いいえ

� OAI XML AQ Adapter（Oracle8iデータベース 8.1.6以上用） いいえ いいえ いいえ

� Oracle SAP Bridge いいえ いいえ いいえ

Oracle Call Interface いいえ はい はい

Oracle Connection Manager いいえ いいえ いいえ

Oracle Data Migration Assistant いいえ はい はい

Oracle Database Configuration Assistant いいえ はい はい

Oracle Enterprise JavaBeansおよび CORBA Tools いいえ はい はい

Oracle Enterprise Manager（次の 2つのコンポーネントを含む）  はい いいえ いいえ

1. Oracle Enterprise Manager Client（次のコンポーネントを含む） はい いいえ いいえ

�      Oracle Enterprise Manager Console はい いいえ いいえ

�      Oracle Enterprise Manager DBA Management Pack（次のコ
ンポーネントを含む）

はい はい いいえ

           Oracle DBA Studio はい いいえ いいえ

           Oracle Instance Manager はい いいえ いいえ

           Oracle Schema Manager はい いいえ いいえ

           Oracle Security Manager はい いいえ いいえ

           Oracle Storage Manager はい いいえ いいえ

           SQL*Plus Worksheet はい いいえ いいえ

�     Oracle Enterprise Manager Quick Tours はい いいえ いいえ

Oracle8i Management and Integration

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server
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Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Web Siteは、Webリスナーと
して Oracle HTTP Serverを使用します。

2. Oracle interMedia（次のコンポーネントを含む） はい いいえ いいえ

interMedia Audio いいえ いいえ いいえ

interMedia Common Files いいえ いいえ いいえ

注意注意注意注意 : interMedia Text以外の、すべての interMediaとともにイ
ンストールされます。

interMedia Image いいえ いいえ いいえ

interMedia Locator Service いいえ いいえ いいえ

interMedia Text いいえ いいえ いいえ

interMedia Video いいえ いいえ いいえ

3. Oracle Management Server（次のコンポーネントを含む） はい いいえ いいえ

      Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant はい いいえ いいえ

      Oracle Enterprise Manager Migration Assistant はい いいえ いいえ

Oracle Internet Directory Client いいえ はい はい

Oracle Internet Directory Client Toolset いいえ はい はい

Oracle Internet Directory Configuration Assistant いいえ はい いいえ

Oracle Internet Directory Server いいえ はい いいえ

Oracle8i JVM（Oracle8i JVM Enterprise Editionまたは Oracle8i JVM
のいすれか）（次のコンポーネントを含む）  

いいえ はい はい

� Enterprise JavaBeansおよび CORBA Tools いいえ はい はい

� Java Virtual Machine いいえ はい はい

� Oracle8i JVM Accelerator いいえ はい はい

� Oracle Java Tools いいえ はい はい

� Oracle Servlet Engine いいえ はい はい

Oracle Intelligent Agent いいえ はい はい

Oracle JDBC Driver（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

Oracle8i Management and Integration

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server
A-14 Oracle8i for AIX-Based Systemsインストレーション・ガイド                              



Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.1 はい はい はい

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.2 はい はい はい

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.1 はい はい はい

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.2 はい はい はい

Oracle Message Broker いいえ いいえ はい

Oracle Names いいえ いいえ いいえ

Oracle Partitioning1 いいえ いいえ はい

Oracle Trace いいえ はい はい

Oracle Universal Installer（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

� Java Runtime Environment（Oracle8iとともに出荷される製品） はい はい はい

Oracle Utilities（次のコンポーネントを含む） はい はい はい

� Database Verify Utility いいえ はい はい

� Export はい はい はい

� Import はい はい はい

� Migration Utility いいえ はい はい

� Recovery Manager はい はい はい

� SQL*Loader はい はい はい

� Server Manager はい はい はい

Oracle Visual Information Retrieval いいえ いいえ いいえ

Oracle Workflow いいえ いいえ はい

Oracle XML Developer's Kit はい はい はい

Oracle XML SQL Utility はい はい はい

Oracle8i Server（Oracle8iデータベース）（次のコンポーネントを含
む）

いいえ はい はい

� Oracle Database Demos いいえ はい はい

� PL/SQL いいえ はい はい

Oracle8i Management and Integration

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server
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Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
� PL/SQL Embedded Gateway いいえ はい はい

SQLJ（次のコンポーネントを含む）       はい いいえ いいえ

� SQLJ Runtime はい いいえ いいえ

� SQLJ Translator いいえ いいえ いいえ

SQL*Plus はい はい はい

1 Oracle Advanced Securityは、Oracle8i Enterprise Editionでは使用可能ですが、Oracle8i Workgroup Serverでは使用不可
能です。

Oracle8i Management and Integration

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server
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製品説明
製品説明製品説明製品説明製品説明
表 A-1「製品説明」に、インストールできる製品の説明およびリリース番号を示します。次
に示す製品の一部は、他の製品とともに自動的にインストールされます。

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル

Advanced Queueing 8.1.7 アドバンスト・キューイング APIをサポートする機能を
提供します。

『Oracle8i アプリケー
ション開発者ガイド 
アドバンスト・キュー
イング』

Advanced 
Replication

8.1.7 アドバンスト・レプリケーション APIをサポートする機
能を提供します。

『Oracle8i レプリケー
ション・ガイド』

Assistant Common 
Files

（Oracle Database 
Configuration 
Assistantや Net8 
Assistantなどの
Oracle Assistantとと
もにインストールさ
れる）

8.1.7 Oracle Assistantに必要な、自動的にインストールされる
ファイルの集合です。次のものが含まれます。

� BaliShare 1.0.8（圧縮形式）

� DBUI 1.1.2

� EWT 3.3.6（圧縮形式）

� ICE Browser 4.06.6（圧縮形式）

� Java Swing Components 1.1.1（圧縮形式）

� Kodiak 1.1.3

� Oracle Help for Java 3.1.8（圧縮形式）

� SMUI 1.0.8

なし

Data Collection 
Services

（Oracle Intelligent 
Agentとともにイン
ストールされる）

2.2 Oracle Intelligent Agentの拡張機能で、Oracle 
Diagnostics Packのデータ収集アプリケーションである
Capacity Plannerおよび Performance Manager用に、シ
ステムのパフォーマンス・データ（ファイル I/O、CPU
使用率データなど）を収集します。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Enterprise JavaBeans 8.1.7 Javaのコンポーネントとして配布されるトランザクショ
ン・アプリケーションを開発するためのアーキテクチャ
です。 

『Oracle8i Enterprise 
JavaBeansと CORBA
開発者ガイド』

Java Runtime 
Environment
（Oracle8iとともに出
荷される製品）

1.1.8.7 Oracle Universal Installerなどの Javaアプリケーション
を実行するために必要です。 IBM AIXの JREバージョン
1.1.8は、Javaプログラムを実行するために最低限必要な
標準 Javaプラットフォームです。

なし
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製品説明
Generic Connectivity 8.1.7 Heterogeneous Serviceともいいます。この機能は、
Oracleではないシステムにアクセスするための拡張フ
レームワークを実装しています。この機能は、Oracle 
SQLエンジンを拡張することによって、Oracle以外の
データ・ストアに対する SQLをリライトおよび最適化し
て、Oracle Gateway テクノロジのコアを直接 Oracle8i
データベース・サーバーに統合します。

Legato Storage 
Manager（（（（LSM））））

8.1.7 Oracleデータベースのバックアップで Recovery Manager
（RMAN）を使用している場合、テープを使用してバック
アップおよびリストアを行うには、LSMなどのメディア
管理製品が必要です。Oracle8i CD-ROMから LSMをイ
ンストールするか、または Oracleの Backup Solutions 
Programと互換性のあるサード・パーティ製のメディア
管理製品を使用できます。LSMは、Legato NetWorkerの
簡易版です。 

Oracle Universal Installerによって、LSMをインストール
するかどうかを確認するプロンプトが表示されます。イ
ンストールを指定すると、LSMは自動的にインストール
されます。 Installerを使用せず、手動で LSMをインス
トールする方法については、付録 Bの「Legato Storage 
Managerの手動インストール」を参照してください。

『Oracle8i Legato 
Storage Manager管理
者ガイド』

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
Logical Unit Type 6.2
（（（（LU6.2））））Protocol 
Support

8.1.7 LU6.2 Protocol Supportを使用すると、PC上の Oracleア
プリケーションから Oracleデータベースへの通信が可能
になります。このような通信は、APPCをサポートする
ホスト・システム上の Oracleデータベースと SNAネッ
トワークを介することによって実現できます。

LU6.2および Physical Unit Type 2.1（PU2.1）プロトコル
を使用した SNAネットワークは、APPCを提供します。
LU6.2プロトコルは、2つのアプリケーション・プログラ
ム間のセッションを定義します。LU6.2は、製品に依存し
ない LUタイプです。

このアダプタは、IBM Advanced Program-to-Program 
Communication（APPC）アーキテクチャの一部です。 

APPCは、System Network Architecture（SNA）用の、
IBMの peer-to-peer（program-to-program）プロトコル
です。SNAは International Standards Organization
（ISO）の Open Systems Interconnect（OSI）モデルと同
等の、IBMの参照モデルです。

APPCアーキテクチャを使用すると、クライアントが
（terminal-to-hostプロトコルのように）端末をエミュレー
トしなくても、クライアントとホストは SNAネットワー
ク上で通信できます。APPCアーキテクチャの
peer-to-peer通信では、クライアントからサーバーへの通
信を開始できます。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Net8 Assistant

（Net8 Clientとともに
インストールされる）

8.1.7 Net8の構成を行うために、ネットワーク管理者または
DBAが使用します。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Net8 Client 8.1.7 クライアントからデータベースへ、ネットワークで通信
するための製品を提供します。クライアント側アプリ
ケーションは、ネットワークでサーバーへ送信する要求
を Net8に送ります。 

（Oracle Universal Installerではなく）Net8 Clientは、
TCP/IPおよび Named Pipesをインストールします。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Net8 Configuration 
Assistant

（Net8 Clientとともに
インストールされる）

8.1.7 インストール中に自動的に起動されて、ディレクトリ・
サービス・アクセスおよび Net8 Client と Serverのコン
ポーネントを構成します。インストール後に、スタンド
アロン・モードで Net8 Configuration Assistantを実行し
て Net8を構成することもできます。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
Net8 Server 8.1.7 リスナーが、プロトコルを介して、ネットワーク上のク
ライアント・アプリケーションからの接続を受け入れる
ための製品を提供します。

注意注意注意注意 : Net8 Serverは、Oracle8i Clientインストール・タ
イプではインストールできません。

Net8 Clientは、ネット・サービス名を使用して Oracle 
Serverと通信します。Net8は、次のネーミング方法を使
用してネット・サービス名を変換します。

� ホスト名

� ローカル名

� Oracle Names

� ディレクトリ名

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Object Type 
Translator

8.1.7 Oracleデータベースに作成および格納されている抽象
データ型（ADT）の、C構造体表現を作成するために使
用されます。オブジェクトを利用するため、データベー
スに対して Object Type Translatorを実行し、C構造体を
含むヘッダー・ファイルを作成します。

『Oracle8iコール・イ
ンタフェース・プログ
ラマーズ・ガイド』

Oracle Advanced 
Security

8.1.7 Oracle Advanced Security は、Oracle8iの総合的なセキュ
リティ・サービスを提供します。

この製品は、複数コンポーネントであり、個別のライセ
ンスが必要です。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

1. Authentication 
Support

8.1.7 Oracle Advanced Security は、様々な認証モジュールを使
用して厳密な認証サポートを提供します。 

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

2. Authorization 
Support

8.1.7 Oracle Advanced Security では、認可ソリューションが
DCEおよびエンタープライズ・ロール管理機能とともに
提供されます。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
3. Encryption and 
Integrity Spport

8.1.7 Oracle Advanced Security は、インストールできる製品の
表に示す暗号化およびデータの整合性タイプを使用して、
送信中のデータの機密性を保証します。暗号化、Secure 
Sockets Layer（SSL）、X.509証明、パスワード、スマート
カードおよびバイオメトリックなどの様々な公開鍵ソ
リューションが使用可能です。

注意注意注意注意 : オラクル社は、以前のバージョンでは米国版、輸出
版の区別があった Oracle Advanced Securityをワールド
ワイドで共通の製品とすることが可能となり、高度な暗
号化を通常の Oracle Advanced Securityに実装し、米国
外に提供しています。Oracle Advanced Security機能に
は、米国およびカナダの市場でのみ利用可能だったプロ
トコルの Oracleデータベースへの強力な暗号化が含まれ
ています。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

4. Enterprise User 
Security Support

8.1.7 Oracle Advanced Security によって、エンタープライズ・
ユーザーの集中管理、エンタープライズ・ロール管理お
よびシングル・サインオンと、Oracle Internet Directory
などの Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）
v3準拠のディレクトリ・サービスが統合されています。 

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

5. Single Sign-On 
Support

8.1.7 Oracle Advanced Security は、複数のアカウントおよびア
プリケーションが 1つのパスワードを使用するシングル・
サインオンを提供します。その後の接続では、透過的に
厳密な認証が行われます。Kerberos、CyberSafe、DCEお
よび SSLベースのシングル・サインオンがサポートされ
ています。 

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

Oracle Application 
InterConnect（（（（OAI））））

3.1.3 Oracleアプリケーションとサード・パーティ製のアプリ
ケーションの両方と Oracleアプリケーションの
out-of-the-box統合をサポートします。SAP R/3、Retek
および Oracle アプリケーションの ERPシステムと
Customer Relationship Management（CRM）アプリケー
ションの相互接続をサポートするフル機能統合プラット
フォームを提供します。OAIは Oracle Messaging Stack
上に構成され、その機能を最大限に活用します。このコ
ンポーネントは、Oracle CRMコンポーネントとサード・
パーティ製の ERPソリューションの統合を対象としてい
ます。

『Oracle Applications 
InterConnectユーザー
ズ・ガイド』

Oracle Call Interface 8.1.7 Cまたは C++のプログラムから Oracleデータベースにア
クセスするための、アプリケーション・プログラミング・
インタフェース（API）です。 

『Oracle8iコール・イ
ンタフェース・プログ
ラマーズ・ガイド』

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
Oracle Connection 
Manager

8.1.7 ルーターと同様の働きをします。これを介してクライア
ントの接続要求を、1段階送るか、または直接サーバーに
送ることができます。クライアントは Connection 
Managerに構成された接続の集中化、Net8アクセス制御
または複数プロトコル・サポート機能を有効に利用でき
ます。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Oracle Data 
Migration Assistant

8.1.7 既存の Oracle7データベース（リリース 7.1.3.6以上）を
Oracle8iデータベースに移行します。また、Oracle8デー
タベースを現在のリリースのデータベースにアップグ
レードします。

『Oracle8i移行ガイド』

Oracle Database 
Configuration 
Assistant

8.1.7 Oracleデータベースの作成、変更または削除を行うプロ
セスを自動化します。

『Oracle8i管理者ガイ
ド』

Oracle DBA 
Management Pack    

2.2 通常、データベース管理タスクを行い、すべてのバー
ジョンの Oracleデータベースをサポートする Oracle 
Enterprise Managerにバンドルされている一連のツール
およびユーティリティです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle DBA Studio

（Oracle DBA 
Management Packの
一部）

2.2 スキーマ、セキュリティ、ストレージおよびインスタン
ス管理の機能を 1つの管理ツールに統合したものです。 

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Distributed 
Access Manager

 （Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationの一部）

2.2 Oracleおよび Oracle以外のシステムへのアクセスを提供
する、分散アクセス・システムの監視と構成を行います。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Oracle 
Documentation

8.1.7 オンラインの Oracle8iドキュメントは、HTMLおよび
PDF形式で提供されます。

viiページの「インス
トールしたドキュメン
トの表示」 

Oracle Enterprise 
Login Assistant

1.1 シングル・サインオンを使用可能にします。これは、
ユーザーのWallet をオープンしてアプリケーションから
使用可能にするためのWallet Manager機能のサブセット
を実現したものです。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
Oracle Enterprise 
Manager

2.2 異機種間の環境を集中管理するための、統合ソリュー
ションを提供します。Oracle Enterprise Managerは、グ
ラフィカル・コンソール、Oracle Management Server、
Oracle Intelligent Agent、共通サービスおよびツールを結
合して、Oracle製品を管理するための統合された包括的
なシステム管理プラットフォームを提供します。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Oracle Enterprise 
Manager 
Configuration 
Assistant

（Oracle Management 
Serverの一部）

2.2 管理者が、Oracle Enterprise Managerリポジトリの作成、
削除、アップグレードおよび構成に使用します。

『Oracle Enterprise 
Manager構成ガイド』

Oracle Enterprise 
Manager Console

2.2 Oracle Enterprise Managerの最上位層へのクライアン
ト・インタフェースです。次の機能があります。

� 複数データベースの集中管理、診断およびチューニ
ング

� 他の Oracle製品およびサービスの管理

� Oracleコンポーネントおよびサード・パーティ・
サービスの状態の 24時間監視および応答

� 様々な時間間隔による複数ノードのジョブのスケ
ジュール

� ネットワーク化されたサービスのイベントごとの監
視

� データベースおよび他のサービスを論理的な管理グ
ループにまとめることによる、表示のカスタマイズ

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Manager Quick 
Tours

2.2 インストールしなくても、Oracle Enterprise Manager製
品について学習できる HTMLベースのトレーニング・
ツールです。次のコンポーネントのクイック・ツアーが
提供されています。

� Oracle Enterprise Manager Console

� Oracle DBA Management Pack

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Manager Web Site

2.2 これを使用すると、管理者はWebブラウザから Oracle 
Enterprise Manager Consoleにアクセス可能になります。

『Oracle Enterprise 
Manager構成ガイド』

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
Oracle HTTP Server すぐに使用可能な構成済の（Oracle Enterprise Manager 
Web Siteで使用する）リスナーを提供します。このリス
ナーによって、ブラウザ・ベースの Oracle Enterprise 
Manager Consoleが有効になります。

� Apache Configuration for Oracle Java Server Pages
（JSP）

� Oracle8i JVM

� Apache Web Server Files（Apache 1.3.12）

注意注意注意注意 : Oracle Application Server Listenerは、Oracle HTTP 
Serverに変換されました。

Apacheドキュメント

Oracle Instance 
Manager

（Oracle DBA Studio
の一部）

2.2 ご使用の Oracle環境のデータベース・インスタンスおよ
びセッションを管理します。 

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Integration 
Server

8.1.7 従来のビジネスを E-Businessに変換するように設計され
ているインストール可能な一連のコンポーネントです。
Oracle Integration Serverは、E-Businessを構成する様々
なアプリケーション（CRM、ERP、B2Bインターネッ
ト・マーケットプレイスおよびオークション・サイトを
含む）間の通信を統合し、容易にします。Oracle 
Integration Serverは、次のコンポーネントで構成されま
す。

� Oracle8iデータベース（Advanced Queuing、
Oracle8i JVM、Oracle Enterprise JavaBeansおよび
CORBA Toolsを含む）

� Partitioning 

� Advanced Replication

� Oracle Advanced Security

� Oracle Workflow

� Oracle Message Broker

� Oracle Application InterConnect 

� Oracle Internet Directory

ドキュメントは、
Oracle Integration 
Serverでインストー
ルされる各コンポーネ
ントの説明に示しま
す。

Oracle Intelligent 
Agent

8.1.7 コンソールから送られた登録済イベントおよびスケ
ジュール済ジョブ用の、管理ノード上のサービスを監視
します。

『Oracle Intelligent 
Agentユーザーズ・ガ
イド』

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
Oracle interMedia 8.1.7 interMediaの指定されたコンポーネントを介して、テキ
スト、オーディオおよびビデオを含む様々なメディアで
のファイル管理を可能にします。

この複数コンポーネント製品には、個別にライセンスが
必要です。

『Oracle8i interMedia 
Textリファレンス』

Oracle interMedia 
Audio

（Oracle Audio 
Cartridgeの後継製品
で、Oracle 
interMediaとともに
インストールされる）

8.1.7 Oracleデータベース内のデジタル・オーディオ・データ
の保存、検索および管理を行います。

『Oracle8i interMedia 
Audio、Image、
Videoユーザーズ・ガ
イドおよびリファレン
ス』

Oracle interMedia 
Client 

（Oracle interMediaの
一部）

8.1.7 Oracle8i interMedia Audio、 Imageおよび Videoの Java
インタフェースを提供します。これにより、クライアン
ト側アプリケーションを使用して、サーバー上のネット
ワーク・アクセス可能なデータベースに保存されたマル
チメディア・データの処理または修正（あるいはその両
方）を行うことができます。

『Oracle8i interMedia 
Textリファレンス』

Oracle interMedia 
Common Files

（Oracle interMediaと
ともにインストール
される）

8.1.7 Oracle interMediaのコンポーネントが使用する一連の
ファイルです。

なし

Oracle interMedia 
Image

（Oracle Image 
Cartridgeの後継製品
で、Oracle 
interMediaとともに
インストールされる）

8.1.7 二次元の静的なビットマップ・イメージの保存、検索お
よび処理を行います。イメージは、一般的な圧縮方法を
使用して業界標準のデスクトップ・パブリッシング・イ
メージ交換形式で効率的に格納されます。 

『Oracle8i interMedia 
Audio、Image、
Videoユーザーズ・ガ
イドおよびリファレン
ス』

Oracle interMedia 
Locator Service

（Oracle interMediaと
ともにインストール
される）

8.1.7 Oracle8iで、ロケータ・アプリケーションおよび近似問合
せのための、オンライン・インターネット・ベースのジ
オコーディング機能をサポート可能にします。

『Oracle8i interMedia 
Locatorユーザーズ・
ガイドおよびリファレ
ンス』

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
Oracle interMedia 
Text

（Oracle ConText 
Cartridgeの後継製品
で、Oracle 
interMediaとともに
インストールされる）

8.1.7 データベース内のテキストを、他のタイプのデータと同
様に、すばやく容易に管理および検索します。また、
Oracle interMedia Textは、Oracleデータベースがサポー
トする言語のほとんどで、基本的な全文検索をサポート
しています。

『Oracle8i interMedia 
Textリファレンス』

Oracle interMedia 
Text Manager

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationの一部）

2.2 interMedia Text機能を管理するためのアプリケーション
です。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Oracle interMedia 
Video

（Oracle Video 
Cartridgeの後継製品
で、Oracle 
interMediaとともに
インストールされる）

8.1.7 Oracleデータベース内のデジタル・ビデオ・データの保
存、検索および管理を行います。 

『Oracle8i interMedia 
Audio、Image、
Videoユーザーズ・ガ
イドおよびリファレン
ス』

Oracle Internet 
Directory

2.1.1 データベース・ユーザー、Net8ネットワーク接続および
データベース・リスナー・パラメータを集中管理するた
めの、Oracle8iデータベースをベースとする LDAP V3
ディレクトリ・サービスです。サーバーをインストール
する前に構成することができます。

Oracle8iデータベースを Customインストール・オプショ
ンでインストールすると、これらのエントリ属性を格納
するために LDAPディレクトリ・サーバーを使用するこ
とを指定できます。Oracle Internet Directoryは（特定の
Oracle8iデータベースのインストール対象とは別に）専用
サーバーにインストールするのが一般的です。 

『Oracle8i Internet 
Directory管理者ガイ
ド』

Oracle Internet 
Directory 
Configuration 
Assistant

2.1.1 Oracle Internet Directory のインストール時に、Oracle8i
データベースに Oracle Internet Directory表領域およびス
キーマを作成するツールです。

『Oracle8i Internet 
Directory管理者ガイ
ド』

Oracle Internet 
Directory Client 
Toolset

2.1.1 Oracle Internet Directory Clientは、OIDサーバー・コン
ポーネントにアクセスするためにWindowsプラット
フォームで使用可能です。

『Oracle8i Internet 
Directory管理者ガイ
ド』
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製品説明
Oracle Internet 
Directory Manager
（（（（Oracle Directory 
Manager））））

2.1.1 Oracle Internet Directory および関連するプロセスを管理
する Javaベースのツールです。

『Oracle8i Internet 
Directory管理者ガイ
ド』

Oracle Java Database 
Connectivity
（（（（JDBC））））Drivers

8.1.7 JavaSoftが指定する Javaクラスの標準セットで、Javaを
介してリレーショナル・データへのベンダーに依存しな
いアクセスを提供します。

『Oracle8i JDBC開発
者ガイドおよびリファ
レンス』

Oracle8i JVM 
Enterprise Edition

8.1.7 Java Virtual Machine、CORBA 2.0 Object Request 
Broker、埋込み JDBCドライバ、SQLJトランスレータお
よび Enterprise JavaBeansトランザクション・サーバーを
提供します。

『Oracle8i Java開発者
ガイド』

Oracle8i JVM 
Accelerator

8.1.7 標準 Javaクラス・ファイルを特殊な Cソース・ファイル
に変換することによって、インタプリタ・オーバーヘッ
ドを排除します。その後、プラットフォーム依存の Cコ
ンパイラが Cソース・ファイルをネイティブ・ライブラ
リに変換し、そのライブラリが動的にロードされます。
Oracle8i JVM Acceleratorは、すべてのオペレーティン
グ・システムおよびハードウェア・プラットフォームに
移植可能です。

『Oracle8i Javaストア
ド・プロシージャ開発
者ガイド』
『Oracle8i Java 開発者
ガイド』

Oracle8i Servlet 
Engine（（（（OSE））））

8.1.7 Oracle8i Servlet Engineは、データベースで実行されてい
るビルトインWebサーバーです。これは、Apacheサー
バーおよび Oracle8i JVMとともに動作し、Java Server 
Pages（JSP）の配布を可能にし、サーブレットを直接
データベース上で実行することを可能にするサーブレッ
ト・ランナーです。 

『Oracle8i Oracle 
Servlet Engineユー
ザーズ・ガイド』
『Oracle8i Java開発者
ガイド』

Oracle Java Tools 8.1.7 Oracleの Java Virtual Machine上で動作する Javaストア
ド・プロシージャ、CORBAオブジェクトおよび
Enterprise JavaBeansを作成し配布するための Javaツー
ルを提供します。

『Oracle8i SQLJ開発者
ガイドおよびリファレ
ンス』

Oracle Management 
Server

2.2 Oracle Enterprise Managerの中間層で、コンソール・ク
ライアントと管理ノードの間で集中管理されたインテリ
ジェント機能および分散制御を提供します。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』
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製品説明
Oracle Message 
Broker

2.0.1 このコンポーネントは様々なメッセージ機能システムに
アクセスする業界標準の APIである Java Message 
Services（JMS）実装を提供し、Oracle Advanced 
Queueingを含みます。このコンポーネントはパブリッ
シュ /サブスクライブおよび Point-to-Point（PTP）メッ
セージ機能モデルの両方をサポートしています。また、
永続キューイングおよび非永続キューイングもサポート
しています。 

『Oracle Message 
Broker Administration 
Guide』

Oracle Names 8.1.7 Oracle環境のために開発された分散ネーミング・サービ
スで、グローバルなクライアント /サーバー・コン
ピューティング・ネットワークの設定および管理を容易
にします。これは、Oracle Namesがネーム・サーバーの
統合システムの構築と保守を行うことにより実現されま
す。Oracleネーム・サーバーは、ディレクトリ・サービ
スのように、ネットワーク上のすべてのデータベース・
サービスのアドレスを保存し、接続を要求するクライア
ントから使用できるようにします。 

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

Oracle Objects 
Functionality

8.1.7 オブジェクトの作成および変更を可能にします。また、
標準のリレーショナル機能にオブジェクトを統合します。 

Oracle Parallel 
Server

8.1.7 1つの Oracleデータベースを複数の Oracleインスタンス
から共有できるようにします。

この製品には、個別のライセンスが必要です。

『Oracle8i Parallel 
Serverセットアップ
および構成ガイド』

Oracle Parallel 
Server Management

（Oracle Enterprise 
Managerとともにイ
ンストールされる）

8.1.7 Oracle Parallel Server Managementは、Oracle Enterprise 
Manager Consoleの拡張機能で、Oracle Parallel Serverを
使用するデータベースの管理を可能にします。Parallel 
Serverのデータベースが検出されると、Consoleのナビ
ゲータ・パネルの「Databases」フォルダに、単一インス
タンスのデータベースとともに「Parallel Server 
Databases」が表示されるようになります。Parallel Server
は単一インスタンス・データベースと同様になり、デー
タベース管理者は Parallel Serverの起動、停止またはス
テータスの確認を行えます。 

『Oracle8i Parallel 
Serverセットアップ
および構成ガイド』
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製品説明
Oracle Parallel 
Server Manager

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationの一部）

2.2 Oracle Parallel Serverを使用するデータベースの検出と管
理を行います。Oracle Enterprise Manager Consoleの拡
張機能で、Oracle Parallel Server Managementは検出した
Parallel Serverをすべて、単一インスタンスのデータベー
スとともにナビゲータの「Databases」フォルダに表示し
ます。プロパティ・シートを使用することで、Parallel 
Serverを使用するデータベースの起動と停止を行うこと
ができます。また、インスタンス、データ・ファイル、
疑わしいトランザクション、プロファイル、REDOログ・
グループ、ロール、ロールバック・セグメント、スキー
マ・オブジェクト、ユーザーおよび表領域の状態の
チェックも行います。

『Oracle8i Parallel 
Serverセットアップ
および構成ガイド』 

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Oracle Partitioning 8.1.7 すべてのメンテナンス機能を、表および索引名ではなく、
個々のパーティションに対して実行させることにより、
表および索引管理の制御を強化します。 

この製品には、個別のライセンスが必要です。

Oracle PL/SQL 
Embedded Gateway

8.1.7 ユーザー・ロールを認証し、確実なアクセスを可能にす
ることで、PL/SQLプロシージャを構築および起動する
Javaモジュール・ゲートウェイです。これらのプロシー
ジャは、データベース表からのデータを取り出し、HTTP
の応答を生成します。これは、次いずれかの方法で配置
されます。 

� mod_plsql:このモジュールはHTTPサーバーの中間
層でサーブレットとして動作します。これは
「stateless」セッションを作成します。これは要求に
ついての情報がクライアント・セッション間で保持
されていないことを表します。 

� mod_ose: このモジュールはデータベースでサーブ
レットとして動作します。 デフォルトの Database 
Activation Descriptor（DAD）を「stateless」から
「stateful」に再設定することによって、従来型のデー
タベース・ロック・スキーマが使用可能になり、
セッション状態が保持されます。

『Oracle9i Application 
Server PL/SQLゲー
トウェイの使用』

『Oracle8i for 
AIX-Based Systems管
理者リファレンス』 

Oracle Schema 
Manager

（Oracle DBA Studio
の一部）

2.2 クラスタ、索引、スナップショット、表およびビューな
どのスキーマ・オブジェクトの、作成、変更または削除
が可能になります。 

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』
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製品説明
Oracle Security 
Manager

（Oracle DBA Studio
の一部）

2.2 データベース・ユーザーを管理し、そのユーザーに対し
て権限、プロファイルおよびロールの付与または取消し
を行います。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Servlet 
Engine

8.1.7 Oracle8iデータベース内に直接構築されたWebサーバー
です。Oracle Servlet Engineには、HTTPリスナーが含ま
れています。また、Java Server Pages（JSP）を配布し、
データベース上で直接サーブレットを実行する機能も含
まれています。

『Oracle8i Oracle 
Servlet Engineユー
ザーズ・ガイド』

Oracle Spatial

（Oracle Spatial Data 
Cartridgeの後継製
品）

8.1.7 Oracle Spatialは、空間データの保存、検索および操作
を、ユーザーが容易に行えるようにします。 

この製品には、個別のライセンスが必要です。

『Oracle8i Spatialユー
ザーズ・ガイドおよび
リファレンス』

Oracle Spatial Index 
Advisor

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationの一部）

2.2 データの空間索引の分析および調整を容易にします。分
析機能を使用して、問合せのパフォーマンスを最適化す
るように正しく索引が定義されているかどうかを確認で
きます。また、この分析機能によりデータの配置が視覚
的に理解できます。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Oracle Storage 
Manager

（Oracle DBA Studio
の一部）

2.2 表領域、データ・ファイル、REDOログ・ファイルおよ
びロールバック・セグメントを管理して、データベース
記憶域を最適化できます。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Time Series

（Oracle8i Time Series 
Cartridgeの後継製
品）

8.1.7 オブジェクト・データ型を介して、タイムスタンプ・
データを格納および検索します。 

この製品には、個別のライセンスが必要です。

『Oracle8i Time Series
ユーザーズ・ガイド』

Oracle Universal 
Installer

1.7.1.7.0 Oracle製品をすばやくインストール、更新および削除で
きる Javaベースのアプリケーションです。 

『Oracle8i for 
AIX-Based Systemsイ
ンストレーション・ガ
イド』
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製品説明
Oracle Utilities 8.1.7 データベース管理用の一連の製品です。

� DBVERIFY

� Export Utility

� Import Utility

� Migration Utility

� OCOPY

� ORADIM

� Password UtilityRecovery Manager

� Server Manager

� SQL*Loader

� TKPROF

『Oracle8i ユーティリ
ティ・ガイド』

Oracle Visual 
Information 
Retrieval

（Oracle8i Visual 
Information Retrieval
の後継製品）

8.1.7 オブジェクト・データ型のイメージ保存、内容に基づく
検索および形式変換機能を提供します。このオプション
は、ユーザー・アプリケーションというよりは、各種の
イメージ処理アプリケーションの素材となるものです。 

『Oracle8i Visual 
Information Retrieval 
User's Guide and 
Reference』

Oracle Wallet 
Manager

2.2 公開鍵とプライベート鍵の組合せの生成、認証局に提示
する認証要求の作成、および身元確認のための信頼でき
る認証をインストールおよび構成します。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

Oracle Workflow 2.5.2 Oracle Workflowは、ビジネス・プロセスの定義および自
動化をサポートする完全なWorkflow管理システムです。
このテクノロジによって、ビジネス・プロセスの自動化
および継続的な改良が可能になり、ユーザー定義のビジ
ネス・ルールに従って、すべてのタイプの情報を転送し
ます。

『Oracle Workflowガ
イド』

Oracle8i Server 8.1.7 Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup 
Serverソフトウェアのデータベース・コンポーネントで
す。
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製品説明
Oracle XML 
Developer's Kit 

8.1.7 この Kitは、XMLデータを解析および生成する一連の
APIで構成されます。これらのインタフェースは、Java、
C、C++および PL/SQL用に作成されています。この Kit
は次のコンポーネントで構成されています。 

� XML Parser for Java

� XML Parser for C 

� XML Parser for C++

� XML Parser for PL/SQL

� XML Class Generator for Java

� XML Class Generator for C++

� XML Transviewer Beans

� XSQL Servlet

『Oracle8i アプリケー
ション開発者ガイド - 
XML』

『Oracle8i XMLリファ
レンス・ガイド』

Oracle XML SQL 
Utility 

2.0 このユーティリティは、結果セットまたは XMLでラップ
されたオブジェクトを戻す問合せを許可する一連の Java
クラスおよび PL/SQLラッパーです。

『Oracle8i アプリケー
ション開発者ガイド - 
XML』

『Oracle8i XMLリファ
レンス・ガイド』

PL/SQL Embedded 
Gateway

8.1.7 Oracleデータベースに格納された PL/SQLプロシージャ
を起動する場合に、ユーザーがブラウザを使用すること
を可能にします。 ストアド・プロシージャは、データベー
スの表からデータを取り出し、クライアント・ブラウザ
に戻す HTTP応答を生成します。また、PL/SQL 
Embedded Gateway には、PL/SQL Web Toolkitも含ま
れます。これは、ユーザーに HTTP要求に関する情報の
取得、HTTPヘッダーの値の指定、Cookieの設定および
HTML ページの生成を可能にする一連の PL/SQLパッ
ケージです。 

『Oracle9i Application 
Server PL/SQLゲー
トウェイの使用』

Pro*C/C++ 8.1.7 Cおよび C++プログラムに埋め込こまれた SQL文を解釈
し、標準 Cコードに変換します。コードをプリコンパイ
ルすると、Cまたは C++プログラムが出力されます。こ
れは、コンパイルして Oracleデータベースにアクセスす
るアプリケーションの作成に使用できます。

この製品には、Oracle Programmerの一部として個別の
ライセンスが必要です。

『Oracle8i Pro*C/C++
プリコンパイラ・プロ
グラマーズ・ガイド』
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製品説明
Pro*COBOL 8.1.7 COBOLプログラムに埋め込まれた SQL文を解釈し、標
準 COBOLコードに変換します。コードをプリコンパイ
ルすると、COBOLプログラムが出力されます。これは、
コンパイルして Oracleデータベースにアクセスするアプ
リケーションの作成に使用できます。

この製品には、Oracle Programmerの一部として個別の
ライセンスが必要です。

『Oracle8i Pro*COBOL
プリコンパイラ・プロ
グラマーズ・ガイド』

Pro*FORTRAN 1.8.52 FORTRANプログラムに埋め込まれた SQL文を解釈し、
標準 FORTRANコードに変換します。コードをプリコン
パイルすると、FORTRANプログラムが出力されます。
これは、コンパイルして Oracleデータベースにアクセス
するアプリケーションの作成に使用できます。

この製品には、Oracle Programmerの一部として個別の
ライセンスが必要です。

『Oracleプリコンパイ
ラ・ガイド
Pro*FORTRANサプ
リメント』

SQL*Module Ada 8.1.7 Adaプログラムに埋め込まれた SQL文を解釈し、標準
Adaコードに変換します。コードをプリコンパイルする
と、Adaプログラムが出力されます。これは、コンパイ
ルして Oracleデータベースにアクセスするアプリケー
ションの作成に使用できます。

この製品には、Oracle Programmerの一部として個別の
ライセンスが必要です。

『Programmer's Guide 
to SQL*Module for 
Ada』

SQL*Plus 8.1.7 コマンドライン・インタフェースによって、Oracleデー
タベースの SQLおよび PL/SQL言語を使用できます。

『Oracle8i SQL*Plus
ユーザーズ・ガイドお
よびリファレンス』

SQL*Plus Worksheet 2.2 SQL、PL/SQLおよび DBAコマンドの手動での入力、ま
たはストアド・スクリプトの手動での実行を行うための
グラフィカル・ユーザー・インタフェースです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

SQLJ 8.1.7 Javaプログラムに SQL文を埋め込むための標準的な方法
です。 

『Oracle8i SQLJ開発者
ガイドおよびリファレ
ンス』

SQLJ Runtime 

（SQLJとともにイン
ストールされる）

8.1.7 JDBCドライバ上で動作する、純粋な Javaコードの Thin
レイヤーです。Oracle SQLJが SQLJソース・コードを変
換すると、Javaアプリケーションに埋め込まれた SQLコ
マンドは SQLJランタイムへのコールに置き換えられま
す。

『Oracle8i SQLJ開発者
ガイドおよびリファレ
ンス』

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
SQLJ Translator

（SQLJとともにイン
ストールされる）

8.1.7 埋込み SQL文を含む Javaプログラム用のプリプロセッサ
です。Oracle SQLJ Translatorは SQL文を JDBCコールに
変換します。

『Oracle8i SQLJ開発者
ガイドおよびリファレ
ンス』

TCP/IP Protocol 
Support

8.1.7 TCP/IPおよび Net8を使用して、ネットワークでのクラ
イアント /サーバー対話を可能にします。このように
Oracle製品を組み合せると、Oracleアプリケーションは
TCP/IPを介してリモートの Oracleデータベースと通信
可能になります（Oracleデータベースが TCP/IPを使用
したネットワーク通信をサポートするホスト・システム
上で実行中の場合）。 

Multi-Threaded Server Support（MTS）は、TCP/IPネッ
トワークで使用可能です。 

接続プーリングは、TCP/IPネットワーク上でMTSを使
用した場合のみ可能になります。

『Oracle8i Net8管理者
ガイド』

XML Development 
Kit（Oracleバージョ
ン）

(8.1.7) 統合およびデータベースで XMLアプリケーションを実行
するときに必要です。

なし

表表表表 A-1 製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）製品説明（続き）

製品製品製品製品
リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号 説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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Legato Storage Manager

この付録は、Legato Storage Managerのインストール、更新および削除方法について説明し
ます。次の内容について説明します。

� Legato Storage Managerの要件

� Legato Storage Manager（LSM）のインストール前のタスク

� Legato Storage Managerの手動インストール

� Legato Storage Managerの更新

� Legato Storage Managerバージョン 5.5の削除

� Legato Storage Managerのインストール後のタスク
ager B-1



Legato Storage Managerの要件
Legato Storage Managerの要件の要件の要件の要件
Legato Storage Managerは、バックアップ製品 Legato NetWorkerの機能が制限されたバー
ジョンです。

表 B-1に、ソフトウェア・コンポーネントを再配置せずに Legato Storage Managerをデフォ
ルトでインストールする場合のソフトウェア要件を示します。

Legato Storage Manager（（（（LSM）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク
Legato Storage Managerのインストール・スクリプトは、インストール中に次のシステム・
ファイルを変更します。

� /etc/rpc

� /etc/syslog.conf

� /etc/rc.nsr

� /etc/inittab

Legato Storage Managerをインストールする前に、変更前のこれらのファイルをコピーしま
す。 

注意注意注意注意 : ご使用のシステムに Legato NetWorkerがすでにインストールさ
れている場合は、Legato Storage Managerをインストールするオプション
はありません。Oracle8iの今回のリリースに含まれている Legato Storage 
Managerをインストールするには、最初に Legato NetWorkerの前回の
バージョンを削除する必要があります。詳細は、B-3ページの「既存の
Legato Storage Managerインストールの削除」を参照してください。

表表表表 B-1 Legato Storage Manager ソフトウェアの要件ソフトウェアの要件ソフトウェアの要件ソフトウェアの要件

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント デフォルト位置デフォルト位置デフォルト位置デフォルト位置 領域要件領域要件領域要件領域要件

GUI、デーモンおよびユーティリティ・
ファイル

/usr/bin 49MB

ライブラリ・ファイル /usr/lib 10MB

オンライン・クライアント・ファイルおよ
びサーバー索引 ;メディア・データベース

/nsr 100MB

オンライン・マニュアル・ページ /usr/man 1MB

デバイス・ドライバ /etc/LGTOuscsi 9MB

169MB
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既存の Legato Storage Managerインストールの削除
既存の既存の既存の既存の Legato Storage Managerインストールの削除インストールの削除インストールの削除インストールの削除
ご使用のシステムにすでに LSMがインストールされている場合は、Oracle8i配布の LSMを
インストールする前に、インストールされている LSMを削除する必要があります。

1. rootユーザーとしてログインし、次のように入力して LSMデーモンを停止します。

# nsr_shutdown

2. インストレーション・ディレクトリ /usr/binで、次のコマンドを入力して、
NetWorkerの実行ファイル、索引、マニュアル・ページおよび構成ファイルを削除しま
す。

# nsr_ize -r -s

削除スクリプトの例を、次に示します。

                NetWorker(TM)  - Release 4.1
Copyright (c) 1990-1994 Legato Systems, Inc.  All rights
reserved. This product includes software developed by
the University of California, Berkeley and its
contributors.

nsr_ize is about to remove NetWorker from the machine 'meteor'

Are there any NetWorker man pages installed [yes]? [Return]
Manual page path [/usr/man]? [Return]
       * * * Removing NetWorker man pages from /usr/man
/usr/man/man3 is empty, remove it [yes]? [Return]
/usr/man/man5 is empty, remove it [yes]? [Return]
/usr/man/man8 is empty, remove it [yes]? [Return]
Remove the ibmrs6000 NetWorker programs [yes]? [Return]
Directory from which the ibmrs6000 NetWorker programs
should be removed [/usr/bin]?
      * * * Removing ibmrs6000 NetWorker client programs
            from /usr/bin
Do you want to remove NetWorker configuration and
database files [n]? n
        * * * de nsr-izing system files
        Removing /etc/rc.nsr
        Modifying /etc/inittab
        * * * Restarting syslog daemon
        NetWorker successfully remvoed form 'meteor'.
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既存の Legato Storage Managerインストールの削除
クライアント・ソフトウェアの削除クライアント・ソフトウェアの削除クライアント・ソフトウェアの削除クライアント・ソフトウェアの削除
NetWorkerクライアント・ソフトウェアをシステムから削除するには、rootシステム・プ
ロンプトで、次のコマンドを入力します。

# /nsr_ize -r -c
                NetWorker(TM)  - Release 4.1
Copyright (c) 1990-1994 Legato Systmes, Inc.  All rights
reserved. this product includes software developed by
the University of California, Berkeley and its
contributors.
nsr_ize is about to remove NetWorker client software
from the machine 'meteor',
The following NetWorker progrmas are curently running
and must be shutdown before continuing:
 16294      -  0:00 nsrexecd
Shutudown currently running NetWorker programs [yes]? [Return]
   * * * Killing NetWorker daemons
Are there any NetWorker man pages installed [yes]? [Return]
Manual page path [usr/man]? [Return]
   * * * Removing NetWorker man pages from /usr/man
/usr/man/man3 is empty, remove it [yes]? [Return]
/usr/man/man5 is empty, remove it [yes]? [Return]
/usr/man/man8 is empty, remove it [yes]? [Return]
Remove the ibmrs6000 NetWorker programs [yes]? [Return]
Directory from which the ibmrs6000 NetWorker programs
should be removed [/usr/bin]? [Return]
      * * * de nsr-izing system files
      Removing /etc/rc.nsr
      Modifying /etc/inittab
      * * * Restarting syslog daemon
NetWorker successfully removed from 'meteor'.

デバイス・ドライバ・ソフトウェアの削除デバイス・ドライバ・ソフトウェアの削除デバイス・ドライバ・ソフトウェアの削除デバイス・ドライバ・ソフトウェアの削除
デバイス・ドライバ・ソフトウェアをシステムから削除するには、rootシステム・プロン
プトで、次のコマンドを入力します。

# /etc/psc.cleanup
# rm -rf /nsr/drivers
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Legato Storage Managerの手動インストール
Legato Storage Managerの手動インストールの手動インストールの手動インストールの手動インストール
通常は、Oracle Universal Installerを使用して、Oracle8i Enterprise Editionの Customイン
ストールで Legato Storage Managerを選択し、Legato Storage Managerをインストールしま
す。

Legato Storage Managerのインストールに Oracle Universal Installerを使用しない場合は、
次の手順で手動インストールします。

1. Oracle8i リリース 8.1.7 CD-ROMのマウント・ポイント・ディレクトリから、lsmディ
レクトリへ移動します。

$ cd lsm

2. rootユーザーとしてログインし、lsminstコマンドを使用して、Legato Storage 
Managerソフトウェアをインストールします。 

# ./lsminst cd_rom_mount_point/stage/Components/lsm

インストールを続行するかどうかを尋ねるプロンプトに対して、「Yes」を入力します。

クライアントおよびサーバーの情報に対して使用するディレクトリを入力するプロンプ
トが表示されたら、デフォルトを受け入れるか、他のディレクトリ名を入力します。使
用するディレクトリに、表 B-1「Legato Storage Managerソフトウェアの要件」に記載
されているディスク領域があることを確認します。

デバイス名を入力するプロンプトが表示されたら、改行（[Enter]キー）を押すか、適切
な巻戻しなしの BSD方式テープ・デバイス名を入力します。デバイスは、Legato 
Storage Manager Administrator GUIで適切に構成された後、Legato Storage Manager
によってバックアップに使用されます。 

注意注意注意注意 : Legato Storage Managerを更新する場合、「Legato Storage 
Managerバージョン 5.5の削除」の手順に従って、既存の Legato Storage 
Managerを部分削除してください。/nsrディレクトにある既存の Legato 
Storage Managerファイルは削除しないでください。Legato Storage 
Manager更新の詳細は、「Legato Storage Managerの更新」を参照してく
ださい。

Legato Storage Managerまたは NetWorkerソフトウェアがご使用のシス
テムにインストールされていないことを確認します。Legatoソフトウェア
が存在しているのに検出されない場合、既存の Legatoソフトウェアおよ
び Legato Storage Managerの両方が正常に動作していない可能性がありま
す。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i Legato Storage Manager管理者ガイド』の第 3
章を参照してください。
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Legato Storage Managerの手動インストール
lsminstによって表示される他のプロンプトに対しては、[Enter]キーを押します。

3. 必要に応じて、環境変数MANPATHおよび PATHを更新します。 MANPATHには、
/usr/manを含める必要があります。このパスは、Legato Storage Managerのman
ページがインストールされているディレクトリのパス名です。PATHには、/usr/bin
および /usr/sbinを含める必要があります。これらのパスは、Legato Storage 
Managerのバイナリ・データがインストールされているディレクトリのパス名です。

4. 次の手順に従って、それぞれの ORACLE_HOMEで、Legato Storage Managerをバック
アップできるようにします。

a. Oracleユーザーとしてログインします。

b. stage/Components/lsm/lib/liblsm.aを、Oracle8i CD-ROMから
$ORACLE_HOME/lib/liblsm.aファイルにコピーします。

$ cp stage/Components/lsm/lib/liblsm.a $ORACLE_HOME/lib/liblsm.a

c. この ORACLE_HOMEを使用するすべての Oracleインスタンスを停止します。

d. $ORACLE_HOME/lib/libobk.aシンボリック・リンクを削除し、
$ORACLE_HOME/lib/libobk.aから $ORACLE_HOME/lib/liblsm.aへのシン
ボリック・リンクを作成します。  

$ cd $ORACLE_HOME/lib
$ rm libobk.a
$ ln -s liblsm.a libobk.a

e. この ORACLE_HOMEを使用するすべての Oracleインスタンスを再起動します。

注意注意注意注意 : ご使用のシステムに別の ORACLE_HOMEを後でインストールする
場合、ORACLE_HOMEから Legato Storage Managerをバックアップできる
ようにするため、次の手順に従う必要があります。

64ビット・バージョンの Oracle8i for AIXリリース 8.1.7をインストール
する場合、$ORACLE_HOME/lib64ディレクトリで次の手順を実行する必
要があります。
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Legato Storage Managerバージョン 5.5 の削除
Legato Storage Managerの更新の更新の更新の更新
次の手順に従って、Legato Storage Managerの最新バージョンに更新します。

1. 「既存の Legato Storage Managerインストールの削除」の手順に従って、Legato 
Storage Managerを部分削除します。

/nsrディレクトリにある既存の Legato Storage Managerファイルは削除しないでくだ
さい。

2. 「Legato Storage Managerの手動インストール」の手順に従って、更新されたバージョ
ンの Legato Storage Managerをインストールします。

Legato Storage Managerバージョンバージョンバージョンバージョン 5.5の削除の削除の削除の削除

Legato Storage Managerバージョン 5.5を削除するには、次の手順に従います。

1. ご使用のシステムにバックアップに利用できる ORACLE_HOMEが設定されている場合、
次の手順に従って Legato Storage ManagerのMedia Management APIを削除します。

a. この ORACLE_HOMEを使用するすべての Oracleインスタンスを停止します。

b. $ORACLE_HOME/lib/liblsm.aを削除し、$ORACLE_HOME/lib/libobk.aか
ら $ORACLE_HOME/lib/libdsbtsh8.aへのシンボリック・リンクを作成しま
す。  

$ cd $ORACLE_HOME/lib
$ rm liblsm.a
$ rm libobk.a
$ ln -s libdsbtsh8.a libobk.a

c. この ORACLE_HOMEを使用するすべての Oracleインスタンスを再起動します。

注意注意注意注意 : Installerを使用して、Legato Storage Managerを削除できません。
Legato Storage Managerバージョン 5.5は、次の手順で削除してください。

注意注意注意注意 : 64ビット・バージョンの Oracle8i for AIX リリース 8.1.7をインス
トールする場合、$ORACLE_HOME/lib64ディレクトリで次の手順を実行
する必要があります。
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Legato Storage Managerのインストール後のタスク
2. rootユーザーとしてログインし、nsr_izeコマンドを使用して、Legato Storage 
Managerソフトウェアを削除します。

# nsr_ize -r -s

クライアント、メディア索引ファイルおよびリソース構成ファイルを削除せずに、
Legato Storage Managerを削除する場合は、nsr_izeコマンドにより表示される各プ
ロンプトで [Enter]キーを押します。

索引および構成ファイルを含む /nsrディレクトリを削除する場合は、NetWorker構成
およびデータベース・ファイルを削除するかどうかを尋ねるプロンプトに対して、
「Yes」を入力します。

Legato Storage Managerのインストール後のタスクのインストール後のタスクのインストール後のタスクのインストール後のタスク
Installerを使用した Legato Storage Managerのインストールは、3-12ページの「Oracle8i 
Enterprise Editionの Customインストール」に記述されているとおり、root.shスクリプ
トを実行して行います。Oracle8i CD-ROMから Legato Storage Managerを手動でインス
トールする方法については、「Legato Storage Managerの手動インストール」を参照してく
ださい。

セッション・レポート backintsid.logは、Legato Storage Managerと統合された SAP 
R/3を使用した最初のバックアップ・セッション後に作成されます。通常、レポートは、各
バックアップ、リカバリまたはアーカイブ後に、/nsr/logsディレクトリに追加されます。

1. Legato Storage Managerのインストールを完了した後、次のように入力して、すべての
必要なパッケージがインストールされたことを確認します。

# lslpp -l | grep -i legato
lus 5.5.0.4 COMMITTED Legato SCSI User Interface Tape

2. システムに接続されている SCSI記憶デバイスにデータのバックアップを取るために、
Legato Storage Managerが動作するようにドライバ・ソフトウェアを構成します。 

注意注意注意注意 : 索引および構成情報が含まれている /nsrディレクトリを削除す
ると、Legato Storage Managerのバックアップからリストアできません。 
後で、Legato Storage Managerを再インストールしたり、他の Legato製
品をインストールする場合は、構成を再構築する必要があります。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i Legato Storage Manager管理者ガイド』を参照
してください。
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Legato Storage Managerのインストール後のタスク
Legato Storage Managerとととと SAP R/3の統合の統合の統合の統合
アーカイブ、バックアップおよびリカバリ操作を実行するために、Legato Storage Manager
は SAP R/3および Oracle8iバックアップおよびリカバリを統合する手段を提供します。
Oracle8iのバックアップおよびリカバリは、作業データのアーカイブ、バックアップおよび
リカバリを行うために、Legato Storage Managerサーバーを使用して、SAP br-tools
（brbackup、brarchiveおよび brrestore）とともに SAPDBAから起動されます。

Oracle8i CD-ROMの Legato Storage Managerソフトウェアを格納しているディレクトリに
は、SAPという名前のサブディレクトリがあります。この SAPには、Oracleの SAP R/3用
に次のファイルが含まれています。

SAP R/3を使用する Legato Storage Managerの設定および構成は、次の手順で行います。

1. すでにインストールされている SAP R/3を使用して、システムに Legato Storage 
Managerをインストールします。「Legato Storage Managerの手動インストール」に記
載されている手順に従ってください。

2. Legato Storage Manager実行ファイルがインストールされているディレクトリのパス名
（/usr/bin）が、Oracleユーザーの環境変数 PATHに含まれていることを確認します。

3. 『Oracle8i Legato Storage Manager管理者ガイド』の第 2章の説明に従って、Legato 
Storage Managerの Oracle8i Server用クライアント・リソースを構成します。

4. Oracle8i CD-ROMの Legato Storage Managerディレクトリ下の SAPサブディレクトリ
から、SAP br-toolsが格納されているディレクトリに、backintプログラム・ファイル
をコピーします。

5. Oracle8i CD-ROMの Legato Storage Managerディレクトリ下の SAPサブディレクトリ
から、Legato Storage Managerがインストールされている /usr/binディレクトリに、
init.utlファイルをコピーします。

6. SAP初期化ファイル initsid.sapで、backup_dev_typeパラメータを設定するこ
とによって、backintプログラムを使用するように、SAPデータベース管理プログラ
ムに指示します。initsid.sapでは、パラメータを次のように設定します。

backup_dev_type = util_file

表表表表 B-2 SAP R/3 ファイルファイルファイルファイル

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 説明説明説明説明

backint サード・パーティのユーティリティと SAP R/3バックアップおよ
びリカバリを統合する SAP APIです。

init.utl バックアップ、リカバリおよびアーカイブ操作中に、backintに
よって使用される環境変数を指定するパラメータ・ファイルです。

README SAP R/3ファイルおよびこのファイルをインストールする場所を記
述するテキスト・ファイルです。
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Legato Storage Managerのインストール後のタスク
7. SAP初期化ファイル initsid.sapで、util_par_fileパラメータを設定することに
よって、backint固有のパラメータに対して initsid.utlファイルを使用するよう
に、SAPデータベース管理プログラムに指示します。

initsid.sapでは、パラメータを次のように設定します。

util_par_file = ?/dbs/initsid.utl

Oracle Intelligent Agentインストール後のタスクインストール後のタスクインストール後のタスクインストール後のタスク

Oracle SNMP インストール後のタスクインストール後のタスクインストール後のタスクインストール後のタスク
Oracle SNMPのインストール後に、次のタスクを実行します。 Oracle SNMP Agentとともに
NetView/6000を使用する場合、Oracle MIBファイルに対応するスキーマ・ファイルが必要
です。

1. AIX Master Agentの構成ファイルを編集します。

/etc/snmpd.confファイルに、次の行を追加します。

smux 0.0 "" ip_address

ip_addressは、SNMPトラップ・メッセージを送信するマシンのホスト名の IPアド
レスです。

2. /etc/snmpd.confファイルを編集します。

viまたはシステム・エディタを使用して、次の行を /etc/snmpd.confファイルに追
加します。

trap public hostname_or_ip_address

hostname_or_ip_addressは、ローカル・マシンの IPアドレスを表します。

3. データベース・サブエージェントを構成します。

データベース・サブエージェントの構成方法の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』
を参照してください。
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SNMP Agent の起動の起動の起動の起動
このセクションでは、SNMP Master Agentの起動に関する情報を提供します。 次の手順を実
行します。

1. 任意の SNMPコンポーネントを起動する前に、snmpdエージェントが実行中であるこ
とを確認してください。 snmpdエージェントが実行中でない場合は、rootでログイン
し、次のコマンドを使用して起動します。

startsrc -s snmpd

次のような出力が得られます。

0513-059  The snmpd subsystem has been started

2. psコマンドを使用して、SNMPサポート・コンポーネントが実行中かどうかを確認し
ます。

# ps -ef | grep snmp

次のような出力が得られます。

root 18693 18657 1 11:37:10   0:00 grep snmp
root 18688     1 0 11:36:52 ? 0:00 usr/sbin/snmpd

AIX Master Agentの詳細は、『IBM System Management Guide』の 「Communications and 
Networks; GC23-2487」を参照してください。

dbsnmpの起動方法の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してください。

データベース・サブエージェントの構成および起動データベース・サブエージェントの構成および起動データベース・サブエージェントの構成および起動データベース・サブエージェントの構成および起動
データベース・サブエージェント（Oracle Intelligent Agent）の構成および起動については、
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。
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